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　メアリは大きな鉄の門を見上げて、緊きん張ちようのあまり身み震ぶるいした。

　門の奥には芝しば生ふが広がっていて、奥に赤い煉れん瓦が造りの大きな建物が見える。

　建物は年代物のようだが、手入れが行き届いているようで、古めかしい印象はなかった。

　芝生にはちらほらと制服を着た少年達が歩いている。

　その様子を見て、震える拳こぶしを握にぎって何とか気持ちを落ち着かせた。

　赤い煉瓦造りの建物は、イングテッド国が誇ほこる名門パブリックスクール、センドリック学園だ。十三歳から十八歳までの貴族の子し弟ていが通うという校舎を見つめて、心を奮い立たせた。

「パブリックスクールなんて、女に生まれた以上絶対に縁えんがないはずだったのに、まさか入学する日が来るなんて思ってもいなかったわ」

「君！　何をしているんだ？」

　声が聞こえて、びくりとした。門が少しだけ開いて少年が出てくる。

　黒いジャケットにチェックのタイ。深緑のズボンはセンドリック学園の制服だ。

（うわっ！　どうしよう……！）

　内心では慌あわてたものの、顔には出さなかった。

　大だい丈じよう夫ぶ、変装は完かん璧ぺきだと自分に言い聞かせる。そして訓練した声こわ色いろで返事をした。

「今日からこの学園に転校する事になったメリルです。よろしくお願いします」

　声は男性にしてはやや高いが、十五歳の少年と言われれば納なつ得とくしてもらえるだろう。

　転校してきたばかりで緊張している様子は、鏡を見ながら練習したはにかみがちの笑え顔がおで表現できているはずだ。長い金きん髪ぱつは茶色の短い髪かみのかつらで隠かくし、目の前の少年と同じ制服を着ている。ここに来る前鏡で確かく認にんした自分は、完璧に十五歳の〝少年〟に変装ができていた。

　少年はしばらく無言でこちらを見つめていた。沈ちん黙もくが重くて、心臓がばくばくする。

「……ようこそ、センドリック学園へ。先生がお待ちだよ。さあ、案内しよう」

　にこやかになった少年に思わず胸をなで下ろした。門に入る少年のあとを慌てて追う。

（よかった。何とか潜せん入にゆうできそう。だけどこれからが勝負。油断しないようにしないと。ここは女によ人にん禁制の男ばかりのパブリックスクール。もし女だってばれたら、追い出されるくらいじゃすまないわ。それにしても、どうしてこんなところに潜入するはめになったんだろう……）

　ここは首都のロードンから離はなれた山奥だ。辺りには民家もなく、うっそうとした木々の間に全ぜん寮りよう制せいの学園が建っている。これから男ばかりの寄宿舎で生活しなければならないのかと思うと、不安が心を支配した。こんな事をする原因になったある人物を思い出す。

　それはイングテッド国の皇太子、月の王子との異名を持つ、アルフレイのひと言から始まった。
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「ルイスが王室から盗ぬすんで行方ゆくえ不明になっていた宝物の情報が手に入ったぞ。あといくつ宝物が戻もどって来ていないか覚えているか？」

　麗うるわしいとは、この男の為ためにある言葉ではないかと、メアリは思った。

　それほどこの国の皇太子、アルフレイの笑みは美しかった。

　銀の長い髪、青い瞳ひとみ、顔立ちはため息がでるほど整っていて、低めの艶つやのある声は聞いているだけでうっとりしそうなほど心地ここちいい。

　二十代前半の彼は背が高く細身で、姿勢良く立つ姿はまるで一枚の絵のようだ。

　初めて彼を見た時は、圧あつ倒とう的な美しさを前にして、緊張のあまり声も出なかった。

　しかし彼の本ほん性しようを知ったいまは、もうみじんも心がざわつかない。

「あと十点ほどと、前に伺うかがいましたが」

　アルフレイがわざとらしく目を見開いた。

「これは驚おどろいた。少しは物覚えがいいようだな。その金色の髪がついた頭は、ただの飾かざりかと思っていたぞ」

　その発言に思わずいらっとした。彼に会いに来たのはついさきほどだ。

　しかしこうして彼の言動にいらっとするのは、もう何度目かわからなかった。

「……どうしてそう、相手を腹立たせる事に関して天才的なんですか？」

　怒おこったりすると、性格がひねくれまくっている皇太子が喜ぶとわかっているので、わざとにっこり笑った。すると、同じようにアルフレイが満面に笑みを浮うかべる。

「前にも言っただろう。私ほど顔がよくて地位もあったら、口ぐらい悪くないと女性が群がってきて面めん倒どうだと」

　この性格の悪さをよく知っているからこそ、アルフレイが絵本に出てくる完璧な王子様のようだったとしても、憧あこがれを持つ気には一いつ切さいならなかった。

　アルフレイが肩かたを竦すくめて、椅い子すに座って足を組む。

　その背後には、ずらりと分厚い書物が並んだ大きな本ほん棚だながあった。

　ここは宮きゆう殿でんの庭にある温室の奥に作られた彼の書しよ斎さいだ。この部屋だけは壁かべや天てん井じようがレンガでできていて薄うす暗ぐらいが、一歩出るとガラスから差し込む太陽を一身に浴びる熱ねつ帯たい地方の植物達を観察できる。アルフレイの許可がないと、この温室には入れないらしい。

　伯はく爵しやく令れい嬢じようとは名ばかりの、食べていくのがやっとの貧びん乏ぼう貴族の自分が、特別にこの部屋に入り皇太子である彼と話ができるのにはわけがあった。

　いろいろと反論したい気持ちはあったが、悪あく魔まさえそそのかすと言われた美び貌ぼうと話術を持つ彼を口でやり込める事なんて無理だろうと、気を取り直す。

「……それで情報が入ったというのは、その宝物の十点のうち、どれですか？」

　話をもとに戻して、机越ごしに彼に向かって身を乗り出した。

「ずいぶんやる気だな」

「当たり前です。王室の宝物庫から盗まれた宝物をすべて取り戻したら、わたしを女伯爵だって認める特許状を渡わたすって仰おつしやったじゃありませんか。まさか、冗じよう談だんだったなんて言いませんよね。わたしは絶対に女伯爵になって、ヒューストン家と領地を守りたいんです！」

　ヒューストン家の現在の当主は、祖母のシャーロットだ。シャーロットは国で唯ゆい一いつの女伯爵で、いまは領地のパドグランで療りよう養ようしながら領主としての仕事をしていた。

　イングテッド国では、爵位は男子が継つぐものだという決まりがあるが、王室から女伯爵だと認める特許状をもらえれば、特別に女性が爵位を継ぐ事が許される。

　祖母のシャーロットも、その特許状をもらって女伯爵となったそうだ。

　そして自分も祖母の跡あとを継いで、女伯爵になるのが夢だった。

「おばあさまが女伯爵と認められる特許状を特別に頂けたのは、怪かい盗とうルビィとして王室から盗まれた物を〝取り戻していた〟からでしょう。わたしもおばあさまのように怪盗ルビィとして王室から盗まれた宝物を取り戻して、特許状を頂きたいんです」

　怪盗ルビィ、それは三年ほど前に現れ、ロードンの街を騒さわがせている怪盗の名だった。

　予告状を出し、指定した日時に警察の裏をかいて華か麗れいに目的のものを盗む謎なぞの怪盗。

　その正体が六十歳の祖母だと知ったのは、最近だった。

　紆う余よ曲きよく折せつあって、その祖母から怪盗ルビィの名を引き継いだ。ヒューストン家は代々王室から秘密の仕事を請うけ負って、貧しい領地を維い持じしてきたという。危険な仕事ではあったが、生まれ故郷である領地を守るには自分が怪盗ルビィになるしかなかった。

「立派な事を言うが、お前にシャーロットの代わりが務まるかな。お前はまだルビィとしては半人前だ。この間のルイスの月の涙なみだの事件の時も、かなり危なっかしかったぞ。前にも言ったが、ルイスが盗んだ王室の宝物をすべて取り戻すまでは、お前を一人前だとは認めない」

　ルイスとはアルフレイの異母弟だ。彼は王室の乗っ取りを謀はかってアルフレイを失しつ脚きやくさせる為に罠わなを仕し掛かけた。何とかルイスを捕つかまえて彼が王室と関かかわりがあると示す証しよう拠この〝月の涙〟がはまった指輪を取り返したものの、いま考えてもかなり危険で綱つな渡わたりのような状じよう況きように何度もあっていた。警察に捕まらなかったのは、奇き跡せきだといってもいいかもしれない。

「よく覚えておけ。警察に捕まったら見捨てるからな。その中身が詰つまっているかどうかわからない頭で、今後もしっかり考えて行動しろ」

　ひと言多い！　と叫さけびたかったが、何とか堪こらえた。

　確かにそう言われても仕方ないと自分でも思う。アルフレイがやや眉まゆ根ねを寄せた。

「もう一つ、お前に仕事の説明をする前に確認しておきたい。……婚こん約やく者がいたと聞いたが、それでもルビィの仕事を続けるのか？」

　どきっとして、思わず目を大きく見開いた。

「どうしてそれを？」

「シャーロットが領地に行く前に私に相談しに来た。お前に婚約者がいて、しかも優ゆう秀しゆうな青年だから、彼がヒューストン家を継いでくれれば安心だと。もしそうなった場合、後こう継けい者問題はひとまず落ち着くから、お前がルビィをやめたいと言ったら、了りよう承しようしてほしいと懇こん願がんされた」

　シャーロットがそんな話をアルフレイとしていたなんて知らなかった。

　アルフレイがじっとこちらを見つめる。

「もう一度聞くぞ。お前は女伯爵になる為に危険をおかして怪盗ルビィになった。しかしお前の大事な領地をしっかり管理してくれる婚約者がいるなら、あえて危険な道を進む必要はないだろう。中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで仕事をされては迷めい惑わくだ。どう思っているか、はっきり答えろ」

　アルフレイの言う事はもっともだった。思わず視線を落とす。

　彼が言う婚約者とは、幼なじみのハーバードの事だ。ハーバードとは子どもの頃ころから仲がよくて、兄のような存在だ。賢かしこくて頼たよりがいがあって優やさしい彼を尊敬もしている。

（ハーバードがわたしの夫になってヒューストン家の当主になってくれたら、きっと領主としてうまくやってくれるわ。彼だったら信しん頼らいもできるし。だけど……）

　彼と結婚したいかと聞かれれば、返事に迷う。嫌きらいなわけではないし、一いつ緒しよにいて楽しい。

　ずっとそばにいられたらいいなとは思っている。

　しかしそれが異性に対しての好きなのかはわからなかった。

　それに祖母が女伯爵になった時から、自分も同じように女伯爵になりたいと憧れていた。

　危険な仕事をして、あえていばらの道を進む事はないというのは、もっともな意見だ。

　だが夢を諦あきらめて楽な方へ流されていいのかと自問自答する。

（ハーバードがわたしと結婚したいと思っているかどうかもわからないわ。彼はきっと、わたしみたいに子どもっぽい女性より、〝マリア〟みたいな大人っぽい女性の方が好みだろうし）

　月の涙の事件の時に、二十代の色っぽい大人の女性に変装した。それがマリアだ。

　ハーバードとその姿で会った事があるが、彼は自分メアリに見せた事のない表情と態度をマリアには見せた。

　彼の恋れん愛あい対象に自分メアリは入らないのだとその時思い知った。ハーバードにもきっと恋愛に対する好みや思いがあるだろう。それを無視して、親の言いなりに結婚するのは嫌いやだった。

　視線を落としたまま、そっと口を開いた。

「わたしは、怪盗ルビィとして両親の死の真相を探さぐり当て、女伯爵になると決めました。それに結婚なんてまだ考えられません。だからこのまま怪盗ルビィとして行動したいです」

「顔を上げろ。相手の目を見て言えないような意見は口にするな」

　びくっとして慌あわてて顔を上げた。アルフレイの厳しい眼まな差ざしとぶつかって、戸と惑まどう。

「仕事をやる気はあるのか？」

「もちろんです。やらせてください」

　今度はアルフレイの目を見て、頷うなずいた。

「……いいだろう。いまの言葉を忘れるなよ」

　アルフレイが一つ息をついて、椅子に座ったまま腕うで組ぐみをした。

「では、仕事の話をしよう。さきほども言ったが、王室から盗ぬすまれた宝物の情報が入ってきた。しかも、行方ゆくえ不明だった残りの宝物の十点すべてが、同じ場所に保管されているらしい」

「残りすべてですか？」

　驚おどろいて思わず聞き返していた。

　ルイスが盗んで売り払はらった物の中で、行方がわからないものがあと十点ほどあると聞いていた。行方がわかれば、まずは王室の密命を受けた者が買い戻もどす為ための商談をするのだが、買い取りを拒きよ否ひされた場合は怪盗ルビィの出番となる。

　アルフレイが一枚の紙を机の上に置いた。手に取って目を通し、思わず眉根を寄せる。

「センドリック学園……。聞いた事があるわ」

「そうだろうな。山奥にある全ぜん寮りよう制せいの学園で、イングテッド国でも一、二を争う名門のパブリックスクールだ。貴族の中でも地位が高く、莫ばく大だいな寄付金を払える者、そして全国試験で上位に入れるような頭脳を持つ者しか入れない」

「この学園がどうかしたんですか？」

「センドリック学園の学園長、ルーク・サルカスという男は、かなりの美術品コレクターらしい。学園内のどこかに美術品のコレクションを保管する部屋を持っていて、ルイスが盗んで行方不明になっている残り十点の宝を彼が買い取り、その部屋に保管しているらしいんだ」

　アルフレイが珍めずらしく難しそうな顔をした。

「残りの宝は絵画や彫ちよう刻こくばかりだから、美術品コレクターが持っているという噂うわさの信しん憑ぴよう性せいは高い。しかしあくまで噂は噂。実際にあるかは調査をしてみないとわからない。だからまず学園長が宝物を持っているか調査して確かく認にんしろ。そしてあるなら盗み出せ。それが今回の命令だ」

　あっさりと言われて、思わず顔が引きつった。

「簡単に言いますけど、どうやって調査するんですか？　山奥にあるパブリックスクールなんて、そう簡単には入れないと思いますけど」

「それはお前が考えろ。ちなみに、地位の高い貴族の子し弟ていを預かっているから、警備は厳重だ。学園は広大だし、侵しん入にゆうして調べるのはかなり難しいだろうな」

　アルフレイが人の悪い笑えみを浮うかべた。

「お前がどういう計画を立ててどういう手段で調査するのか楽しみだ。パブリックスクールは教師から学生に至るまで男ばかり。全寮制で外との関わりはほとんどない。女によ人にん禁制の学園をどうやって調べるかは腕うでの見せ所だぞ」

　楽しんでいるような口ぶりにむっとしつつも、どうすべきか考えを巡めぐらせた。

（確かになかなか難しい状況ね。だったら……）

「……わたしが男装して学生として学園に潜せん入にゆうして、宝物があるかどうか確認するのはいかがでしょうか？」

　アルフレイが面おも白しろい物を見るように目を輝かがやかせた。

「そんな事ができるのか？　全寮制だから、ずっと男装を続けなければならないぞ。女だとばれてもいけないし、怪かい盗とうルビィだとばれてもいけない。かなり難しいと思うが」

「わかっています。ですが女性は入れないのでそれしか手はないかと」

　女伯はく爵しやくになるのは、絶対に叶かなえたい夢だ。

　もし自分が女伯爵になれなければ、生まれ育った領地も大切な領民達も利益しか考えない親類の男性に奪うばわれてしまう。それだけは絶対に嫌だった。ハーバードの気持ちがわからない以上、結婚という道も選びたくない。だったら、自分で夢をつかみ取るしかなかった。

「面白い。ではうまく男装してみせろ。学園への転入手続きは私が責任をもってやってやる。莫大な寄付金と偽いつわりの身分が必要だが、用意してやろう。楽しみにしているぞ、ルビィ」

　簡単な事ではないとわかっていた。それでも夢を叶える為に、メアリは大きく頷いた。
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　ヒューストン家のタウンハウスに戻ったメアリは、アルフレイからの命令と自分の作戦をさっそくエリックに伝えた。エリックは紅茶をカップに注ぎながら、眉まゆ根ねを寄せる。

「男装して、センドリック学園に潜入……ですか？」

　今日の紅茶はミルクティーだ。甘いミルクティーは大好物だった。

「ええ。宝物があるかを確認するにはそれしかないでしょう」

　エリックはあごに手を当てて何かを考え込んでいる。

　彼は貧びん乏ぼうでたくさんの使用人を雇やとう余よ裕ゆうのないヒューストン家に、たった一人仕えてくれている執しつ事じだ。黒い髪かみと黒い瞳ひとみを持ち、背が高く細身で、黒い燕えん尾び服ふくがよく似合っていた。

　そして彼は、怪盗ルビィの協力者でもあった。

　エリックがティーポットを机に置いて、白い皿に並べたマフィンを目の前に出してくれた。

「私は反対です。自分と違ちがう性別に変装するのはかなり難しいです。男女では何気ない仕草や立ち居振ふる舞まいにどうしても違いが出ますので」

　エリックはまだ怪盗として未熟な自分に、変装や声こわ色いろを変える方法を教えてくれる優秀な教師でもあった。彼がいなかったら、とてもルビィという大役は務まらなかっただろう。

「更さらに言うと、全寮制ならば気を抜ぬく暇ひまがありません。一日中変装を続けるというのは、かなりストレスがたまります。ぼろをだす確率も高くなります。特にお嬢じよう様さまは間抜け……いえ、大ざっぱ……いえ、鷹おう揚ようとしているところがございますので、一日中違う人物になりきるような変装は難しいかと」

　料理も掃そう除じも給きゆう仕じも完かん璧ぺきなエリックだったが、たった一つ不満がある。

　それはこの丁てい寧ねいな口を利ききつつも主人を主人と思っていないところだ。

「悪かったわね！　どうせわたしは抜けてるわよ！　ああ、いえいえそうじゃなくて、実際に宝物があるかを確かめないと、盗む準備もできないわ。山奥の全寮制のパブリックスクールで自由に動き回るには、生徒に変装するしかないと思うの」

　じっとエリックを見つめて話を続けた。

「それにそんなに長い期間じゃないわ。せいぜい数日よ。宝物があるかどうかを確かめて、買い取りに応じないなら盗まないといけないから、その為の下見をするだけ。全寮制だけど部屋は一人部屋だし、浴室も各部屋についているんですって。それに……」

　この計画が何とかうまくいきそうだと確信した理由を思い出して、思わず笑みが浮かんだ。

「センドリック学園はかなり身分が高い貴族の子弟しか通えないらしくて、お世話係として執事の同行を許されているの。だから今回はエリックも一いつ緒しよに学園に入れるのよ。もちろんあなたにも変装してもらう事になるけど」

　エリックの眉が少しだけ上がった。あと一押しだと話を続ける。

「わたし一人ではさすがに無む謀ぼうすぎる計画だけど、エリックも一緒だし、二人で宝物があるか調べれば学園に潜入する期間も短くてすむと思うの。偽にせの身分と転入の手続きはアルフレイ皇太子がうまくやってくれるし、宝物があるかだけ確認したらすぐに退散するわ。どう？」

　精いっぱいの提案をした。あとはエリックがどうでるかだ。

　彼の協力なしでは、男装して潜入なんていまの自分のスキルでは絶対に無理だった。

「お願い、エリック。もし宝物があって、それらをすべて盗み出せたら、王室から盗まれた物を全部取り戻した事になるわ。そうしたら特許状がもらえて、女伯爵になれるのよ。わたしの夢の為にも協力して」

　両手を組んで見上げると、エリックが渋しぶい顔をしつつもようやく頷うなずいた。

「仕方ありませんね。お嬢様一人で行かせて無謀にも捕つかまったら、私は職を失いますし。犯罪者が出た屋や敷しきで働いていたなんて知られたら、再就職もできないので、くれぐれもくれぐれも、絶対に正体を知られてはいけませんよ！」

　念押しされて、慌あわてて頷いた。

「わかってるって。……ありがとう、エリック」

　微笑ほほえむと、エリックが慌てたように背を向けた。

「そう素す直なおに礼を言われると調子が狂くるう……いえいえ、それで潜入するまでの期間はどのくらいですか？」

「転入の手はずが整うまで十日ほど待っていろと言われたわ」

　エリックが再びこちらに向き直った。

「十日ですか。かなり頑がん張ばらないと男装は難しいですよ。やるからには完璧な男装ができるようにびしばし鍛きたえるので、絶対に音を上げないでくださいね。私の特訓についてこられたら一緒に学園に潜入すると約束しましょう。いいですか？」

　いじわるで厳しいのはよくわかっている。顔が引きつりそうになりつつも、頷いた。

「負けないわ！　絶対にうまく男装できるようになってみせるんだから！」

　決意の声を上げて、さっそくエリックと変装道具がある屋根裏の隠かくし部屋へ向かった。







「肌はだはやや日に焼けた感じをファンデーションで作り、眉は太めにきりりと描かく。目は切れ長に見えるようにアイラインに工く夫ふうを。頰ほお骨ぼねが出て骨張った感じを出しましょう。これでずいぶん少年らしくなります。仕上げはこの茶色の短い髪のかつらを」

　エリックの手が魔ま法ほうのように動いて、鏡に映る自分の顔を変えていく。

　メアリはどんどん変わる自分の顔を見つめながら、感かん嘆たんの息をついた。

　鏡の自分は、どこからどう見ても茶の短い髪をした目つきの鋭するどい少年だ。

「すごい！　わたしのもとの顔とぜんぜん違うわ！……あっと」

　思わず口元を押さえた。変装の第一歩は、その人物になりきる事だとエリックに教えられていた。その人物がどういう育ちでどういう性格なのか設定をよく考えるといいとも。

　男の声色の練習は前からしていたので、その声を意識して鏡の自分を見つつ口を開く。

「わたし……いや、俺、うーん。違うな。僕は……ああ、これかも！　僕はメリル。十五歳。両親は公爵で、いいブドウがたくさんとれる領地を持っていて、ワインを作る工場を持つ金持ちだ。だからセンドリック学園に入学できた」

　声は完全に男のものだと言えるほど低くはない。

　しかし十五歳の少年のものだと言われれば、納なつ得とくできるほど凜り々りしかった。

「突とつ然ぜん転入してきた理由は？　時季外れの転入ですから、注目されると思いますが」

　確かにそういう質問は受けるだろう。やや顔色を曇くもらせる。

「父様が再さい婚こんして、新しい母様と、その、どうもうまくいかなくて……」

　俯うつむいて気弱そうな声をだす。エリックが満足げに頷いた。

「よけいな事を言わないで察してもらうのはいい作戦です。やたら作り上げた設定を話しすぎるとかえってあやしいですし、あとからつじつまがあわなくなったりします。家庭の複雑な事情なら普ふ通つうの人間は踏ふみ込んで聞いたりしないでしょうし。……成長しましたね、お嬢様」

　微笑む顔は、本気で褒ほめてくれる時のものだ。嬉うれしくなって、顔をほころばせた。

「声色も十五歳なら男らしすぎると不自然です。いまぐらいの声色が少年らしくていいと思います。もっとメリルとしての生おい立ちなどの設定を練るといいでしょう。見た目は十分変装できていますが、問題が一つ。……立ってください」
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　手で立つように促うながされて、椅い子すから立ち上がる。そのとたん、エリックが眉まゆを顰ひそめた。

「膝ひざを揃そろえて立つのは女性としては素す晴ばらしいですが、少年としてはおかしな仕草です。膝は開き気味で立つように。男性の仕草を観察して、男らしく振ふる舞まうにはどうすればいいか研究してください。男装がうまくいくかどうかは、男らしい振る舞いにかかっているといってもいいでしょう」

　確かにエリックの言う通りだと思った。胸に手を当てて、きりりと表情を引き締しめる。

「わかったよ。エリック」

　声はメリルのものだった。男装は難しそうだが、だからこそやりがいがある。

（必ずこの変装を自分のものにして、宝物をすべて取り戻もどしてみせる！）

　決意を胸に、まずは男性がどんな仕草をするのか研究を始める事にした。
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　メアリはメリルの変装を解いて、淡あわいイエローのドレスに着き替がえた。

　金の髪かみは後ろで一つにまとめて三つ編みにしている。先日十七歳の誕生日を迎えて社交界デビューも果たしたので、もう大人の女性だ。唇くちびるに薄うすいピンクの口紅を塗ぬって、身なりを整えた。

　鏡に映る自分は、紫むらさきの瞳ひとみは大きいけれど、美人かと聞かれれば少し悩なやむ。女性にしてはやや背が高いし、瘦やせているせいか骨張った感じがして、女性的な丸みにかけていた。

「せっかく社交界デビューしたのに、ちっとも女らしくなれないな。しかもいまから男らしさとは何か研究する為ために、外出するんだし」

　どんどん大人の女性から遠ざかっていくような気がするが、これも自分の夢の為だと気を取り直す。大きな白いつば広の帽ぼう子しを被かぶって、部屋をあとにした。

　玄げん関かんまで来ると、エリックが足音一つ立てずに近寄ってきた。

「お出かけですか？　お嬢じよう様さま」

「ええ、公園に散歩に行ってくるわ。公園にいる男性達を観察してくる」

　変装を成功させるには、たくさんの人間を観察するのが一番だと、以前二十代の女性に変装した時に思った。年ねん齢れい、性別、性格などで、みんなそれぞれ仕草や表情、態度がまったく違ちがう。

　今回は十五歳の少年なので、女性的な仕草は一いつ切さい排はい除じよして男子としての仕草が自然にできないといけない。いままで自然にしてきた動作を変えるのは、エリックの言う通り難しそうだ。

「お一人で大だい丈じよう夫ぶですか？」

「近くの公園に行くだけよ。心配しないで」

「別に心配はしておりません。ただお嬢様が前みたいに誰だれかに誘ゆう拐かいされたりすると、犯人を捜さがしたり助け出したりしないといけないので面めん倒どうなだけです。放ほうっておいてもいいですが、それだと私に給金を払はらう主人がいなくなってしまいますし」

　いじわるな言葉だが、以前敵にさらわれた時にエリックは一晩中門の前で待っていてくれた。

　帰って来た自分を見て、無事でよかったと抱だき締めてくれた。

　その腕うでの強さから、彼がどれだけ心配してくれていたかが、伝わってきた。

　口ではどう言おうと、彼は優やさしくて頼たのもしい唯ゆい一いつ無二の味方だった。

「大丈夫。いまは昼間だし、なんだったら、エリックも一いつ緒しよに……」

　声を遮さえぎるように、カンカンカンと音が聞こえてきた。門に下げてある鐘かねの音で、来客を告げるものだった。エリックが一礼して玄関に向かった。扉とびらを開けると客はすでにそこにいたようで、驚おどろいたように動きを止めて何度か目を瞬またたかせている。

「……いらっしゃいませ。ハーバード様」

　その名前を聞いた瞬しゆん間かん、心臓がどきっとして、かあっと顔が赤くなっていくのがわかった。

　ハーバードがゆっくりと扉から入ってくる。幼なじみの彼は、背が高く細身に見えるがボクシングで鍛きたえているらしく、実際にはとても逞たくましい身体からだをしていた。

　茶色の短めの髪と、見つめられるとどきっとするほど透とう明めい感かんのある緑の瞳をしている。

　イングテッド国でも有数の資産を持つ公こう爵しやく家の子息で、弱じやつ冠かん二十歳はたちで大学を卒業した天才でもあった。

「こ、こんにちは。ハーバード」

　どう挨あい拶さつしていいかわからなくて、戸と惑まどったのが声に出てしまった。

（まずい！　いつも通りに接しようと思っていたのに……！）

　彼の前に出ると緊きん張ちようする理由が二つある。

　一つは、彼が警察に勤めているせいだ。まだ入って一年も経たっていないが、あっという間に出世して、いまは警部になっていた。

　そしてもう一つの理由、それは……。

（わたしとハーバードは親が決めた婚約者同士だったのよね。どうしてそんな事を勝手に決めちゃったのよ！　父様達は！）

　自分の父親と彼の両親が親友で、十年前にハーバードと初めて会った時にはすでに結婚させようと画策していたらしい。しかも正式な婚約誓せい約やく書を交かわしているそうだ。

　その話は、つい先日まで内密にされていた。メアリが社交界デビューして大人だと認められる十七歳まで隠かくしておこうという、親同士の迷めい惑わくないたずら心だったようだ。

　ハーバードとは兄妹きようだいのような関係を保っていたのに、急に婚約していると言われて、彼とどう接していいかわからないでいた。

　彼が婚約者だとわかってから、会うのは初めてだ。以前は数日に一度はお茶を飲みに遊びに来ていた彼だが、婚約者だとわかってから姿を見せていなかった。

　会わなくてすんでほっとしていたが、心のどこかでハーバードが自分との婚約を嫌いやがって顔を見せないのではないかと思ってもいた。

（マリアに変装してハーバードと接した時、彼はわたしメアリに見せた事のない顔をしたわ）

　ハーバードはマリアと怪かい盗とうルビィが同一人物だというのは知っている。

　彼はマリアに対して、獲え物ものを追う狩人かりゆうどとしての顔を見せた。彼の男としての顔を初めて目まの当たりにして、驚いたと同時に〝メアリ〟は彼にとって恋れん愛あい対象ではないのだと悟さとった。

（別に恋愛対象にならなくたっていいんだけど。だってハーバードは警察官だし。距きよ離りを置かないといけないって思ってたんだし。だけど……）

　複雑な心境で、自分でも自分の気持ちがわからないでいた。

　婚こん約やく者だとわかってからもずっと考えているが、結局答えはでないでいる。

　気持ちの整理がついていないので、ハーバードと顔を合わせるのは気まずかった。

　久しぶりに見るハーバードは少し瘦せた気がした。精せい悍かんさがましていて、じっと見つめられると、どきっとするほどだ。ハーバードが持っていた白い箱を差し出した。

「久しぶりだな。メアリ。仕事が忙いそがしくてなかなか来られなかったが、元気だったか？　母からケーキを焼いたから持って行ってくれと頼まれて。……どこかに出かけるのか？」

　まじまじと見られて、顔が引きつりそうになった。

（い、言えない！　パブリックスクールに潜せん入にゆうする為に男装するから、男の仕草を研究しに出かけるつもりだったなんて……！）

「う、ううん！　いま帰って来たところよ。バラ園に新しいバラの苗なえを植えようと思って、植木屋に行っていたの」

　何とかごまかそうとしたが、ハーバードがやや首を傾かしげた。

「そうか？　いま帰って来たにしては、靴くつもドレスも綺き麗れいだな。髪型も崩くずれていないし。植木屋に行ったのなら、もっと泥どろだらけになるんじゃないか？」

　ぎくっとして思わず自分の姿を見直した。

　そろそろ暑くなってきたので、外出すると髪やドレスは汗あせや埃ほこりで汚よごれてしまう事が多い。

「……わたしも社交界デビューを果たした一人前のレディよ。外出時に汚れないように優ゆう雅がな所作をする事ぐらいできるわよ」

「そうか？　芝しば生ふを植えたいからって、植木屋に行って泥だらけで帰って来たのはついこの間だった気がするが」

　庭仕事が大好きなので、そんな状じよう況きようになってしまう事はしょっちゅうだ。

　ハーバードの鋭するどい言葉に驚きつつ、庭の方を手で示した。

「わたしもいつまでも子どもじゃないわ。そうそう、ケーキをありがとう。お茶はいかが？」

　母親に頼まれた届け物をしに来たハーバードとは、いつもお茶会をしている。

　本当は彼とどんな顔をして話せばいいかわからなくて心臓はどきどきだが、このまま帰ってもらう方が不自然なので、いつも通り誘さそいをかけた。

「そうだな。天気がいいから、庭で頂こう」

　これもいつもの答えだった。だけど、心の中はいつもとはまったく違っていた。

（ハーバードにわたしが怪盗ルビィだってばれてはいけないわ。絶対に！　それに加えて、彼と婚約しているのだって何とかしないといけないし。どうしたらいいんだろう……？）

　心の中は混乱を極きわめていたが、何とか普ふ通つうの顔をしてハーバードを庭のバラ園へ案内した。







「今日の紅茶はアプリコットティーです」

　エリックが白いティーカップに紅茶を注ぐと、ゆげとともに香かおりが立ち上がった。

　とても幸せな香りだと、メアリは思う。

　テーブルには、エリザの特製カップケーキが並んでいる。ピンクや黄色など色とりどりのカップケーキは、お菓か子しで作った花などの飾かざりがのせられていて、とても可愛かわいらしかった。

　それに加えて、エリックが作った蜂はち蜜みつと果物がたっぷりのパンケーキも用意してあって、テーブルは華はなやかだった。ハーバードがカップを手に取って、香りを楽しんでいる。

「美味おいしそうだ。エリックがいれる紅茶は最高だ。最近仕事が忙しくてここに来る暇ひまがなかったから、エリックの紅茶が飲みたくて夢にまで見た」

　紅茶好きのハーバードの手放しの褒ほめ言葉だった。

「ここ一月顔を見なかったけど、まさかずっと仕事だったの？」

「そのまさかだ。休みは一日もなかった。せっかく捕つかまえた容疑者に逃にげられたからな」

　それはおそらくルイスの事だろうと思った。王室の乗っ取りを謀はかったルイスは、ブラックバードという反王室派組織の幹部だった。彼の企たくらみを暴あばいて捕まえたのに、警察の内部に協力者がいたらしく、逃げられたのだ。

　ちらりとハーバードに目をやった。彼が警察官になったのは、行方ゆくえ不明の兄を捜さがす為ためだという。彼の兄のシリウスは、近この衛え隊の隊長で独自にブラックバードを探さぐっていたらしい。

　ひょんな事から〝マリア〟としてハーバードからその話を聞いた。そして、三年前事故で亡なくなったはずの自分の両親もまた、ブラックバードに捕とらわれた可能性があるとも知った。

（父様と母様は生きているのかもしれない……！）

　それはもう二度と会えないと思っていた両親に、もう一度会えるかもしれないという希望の光をもたらした。父のゴードンはアルフレイの命令で、〝ルビィ〟として諜ちよう報ほう活動を行っていたらしい。そして事故にあう直前、ブラックバードを調べていたようなのだ。

　怪盗ルビィとして行動すると決意したのは、女伯はく爵しやくになりたいという気持ちからではあったが、両親とハーバードの兄の行方を捜したいという思いも強かった。

　しかし〝メアリ〟はその事を何も知らない。

　だから、ルイスについてメアリが質問するわけにはいかなかった。

「大変だったのね」

　よけいな事を言うとハーバードに疑われるかもしれないので、それだけ口にした。

　そのまましばらくの沈ちん黙もくが流れる。

（うわっ、困ったわ。何を話したらいいんだろう！　ハーバードとはいままでも三日に一回はお茶会していたけど、会話に困った事なんて一度もないのに……！）

　怪盗ルビィの仕事を祖母から継つぐと決意した。そのせいで幼なじみのハーバードには話せない秘密ができてしまった。

　ハーバードは勘がいい。言葉の端はし々ばしからでも秘密に気付かれそうな気がして、世間話をするのもためらわれた。それに……とちらりとハーバードに目をやる。

　突とつ然ぜん婚約者だと知らされて、彼とどう接していいかわからないという気持ちも正直あった。

「メアリ」

「は、はい！」

　ふいに名前を呼ばれて、すっとんきょうな声を上げた。

「……この間は母がすまなかった。突然婚約だなんて言い出して。謝りたくて来たんだ」

　申し訳ない顔をしているハーバードに目を丸くした。

「ハーバードが謝る事じゃないわ。驚おどろいたのは確かだけど決めたのはハーバードじゃないし」

　素す直なおな気持ちだ。ハーバードは少しだけほっとしたような顔になって口元をほころばせる。

「あのあと、母に婚約なんていきなり言われても困ると抗こう議ぎしたんだが、父が決めた事だから今いま更さらとりやめにはできないと言われてな。いま父は領地に戻もどっているが、近々ロードンに来る予定のようだ。父に直接話して、婚約は無効にしてもらうから心配するな」

　微笑ほほえみは優やさしく、言葉もこちらの意思を尊重しているような響ひびきがあった。

　だけど胸に何かがちくりと刺ささった気がした。

「無効って、そんな事ができるの？　婚約誓約書もあるってエリザおばさまが仰おつしやってたし」

　婚約誓約書とは、花はな婿むことなる男性と花はな嫁よめとなる女性の名前を書いて、両家の両親が署名したものを王室へと提出し、女王陛下がその婚約を認めるというサインをしたものだ。

　正式な文書として王室に保管されていて、破は棄きするのは並なみ大たい抵ていの事ではないと聞いていた。

「ああ、確かに婚約誓約書を破棄してもらうのは難しそうだが、父を説得できれば何とかできると思う。お前は俺の大切な幼なじみだ。好きな男と結婚して幸せになってほしいし、お前が女伯爵になりたいって夢を持っているのも知っている。結婚なんて絶対にしないから」

　優しい眼まな差ざしで見つめられるといつも安心できたが、なぜか今日は胸のちくちくがおさまらなかった。

（わたしの事を思って婚約を無効にするって言ってくれてるのよね。でもそれって、わたしと結婚はしたくないっていうハーバードの気持ちも入っているんじゃないかな）

　ハーバードは小さな頃ころから知っていて、兄妹きようだいのようなものだ。

　優しくて穏おだやかで心配性しようで、一いつ緒しよにいるといつも安心できる存在だと思っていた。

　そう、怪かい盗とうルビィとして別の顔で彼と接するまでは。

（マリアに変装した時、ハーバードはすごく強ごう引いんな態度をとったわ。女性に接するのも慣れているみたいだったし。警察官としての彼もすごく厳しくて冷たくてまるで別人だった）

　マリアに変装している時、ひょんな事からハーバードと行動をともにした。

　その時に自分メアリには見せた事のない彼の情熱的な面を知り、生まれて初めての感情が芽生えた。

　それがいったいどういう感情なのかは、自分でもまだ整理がついていなかった。

（きっと、マリアが婚こん約やく者だったら、婚約を無効にするなんて言い出さないんだろうな）

　ふと浮うかんだ考えに、心臓がぎゅっと摑つかまれたような気持ちになって、胸が苦しくなった。

　これはもしや嫉しつ妬となのかと思う。

　大好きで何でも知っていると思っていた幼なじみに、別の顔をさせた女性に対しての。

　しかし同時になんて愚おろかなんだろうとも思った。

（マリアだってわたしなのよ。自分に嫉妬してどうするのよ……！）

　考え込んでいると、ハーバードがやや首を傾かしげた。

「メアリ、聞いているのか？」

　慌あわてて顔を上げると、ハーバードが心配そうにこちらを見つめている。

「ずいぶん思い詰つめた顔をしているな。絶対に俺が父を説得して婚約は無効にしてもらうから大だい丈じよう夫ぶだ。心配するな」

　力強い言葉は、きっと精いっぱいの思いやりを込めてのものだと思った。

　どう答えていいかわからなくてあいまいに頷うなずく。ハーバードに対して異性として好きだという気持ちはないはずだ。それなのに、どうしてこんなに複雑な気持ちになるのかわからない。

　彼との話が少しも耳に入ってこない自分に気付いて困こん惑わくした。
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「グレハム警部。ちょっといいですか？」

　夜勤が終わり自宅に帰ろうとしていたハーバードは、呼び止められて立ち止まった。

　振ふり返ると、部下のヨシュアが廊ろう下かを走ってくるところだった。部下といっても彼はもう中年だ。人当たりのいい彼は、おっとりとした雰ふん囲い気きではあるがなかなか優ゆう秀しゆうな警察官だった。

　目の前まできたヨシュアは、辺りを見回して人がいない事を確かめて、手招きした。

　彼のあとについていくと、仮か眠みん室の扉とびらを開けて入っていく。

　続けて仮眠室に入ると、ヨシュアがそっと扉を閉めた。そして声を潜ひそめる。

「例の件、調べて来ました」

　彼には内密にある捜そう査さを頼たのんでいた。こうして人気のないところで話をするという事は、どうやら何か摑んできたようだ。ヨシュアが数枚の書類を差し出した。

「警部が仰った通り、怪盗ルビィが盗ぬすんだ物の持ち主には、共通点がありました」

　怪盗ルビィ。それはロードンの街を騒さわがせる怪盗だ。三年ほど前に突とつ如じよ現れ、予告状通りに華か麗れいに盗みを働く。

　実はその怪盗ルビィと、ある事情から行動をともにした事があった。

　共通の目的があったのでその時は見み逃のがしたが、今度こそは必ず捕まえる。そう決めていた。

「このリストを見てください。怪盗ルビィが盗んだもの……美術品がほとんどなんですが、その美術品を所持していた貴族達です。警部の推測通り、どの持ち主にもルビィに盗まれる前に、その美術品を買い取りたいという交こう渉しよう人が接せつ触しよくしていたようです」

　ヨシュアは興奮気味に話を続けた。

「持ち主が何らかの理由で買い取りを断ると、しばらくして怪盗ルビィから予告状が届く。その美術品を頂くとね。美術品を売ってくれという交渉人が来たのは、ルビィに盗まれた美術品の持ち主全員です。全員がもれなく盗まれる前に美術品を売って欲しいと言われている」

　ここが大事なんですと、ヨシュアが同じ事を繰くり返した。

「そして驚いた事に、その交渉人という男を調べましたが、名乗った名前も身分も架か空くうのもので、実際には存在しない人物です」

　ヨシュアがわくわくしたような声を上げた。

「警部、いったい、どういう事でしょう。盗まれた美術品を買い取りたいと言ってきた者はいなかったかと警部に言われて調べたら、全員が買い取りたいという申し出を受けていて、それを断っていた。まさか、ルビィが盗む前に買い取ろうとしていたなんてあるはずないし」

「ええ、買い取りたかったのはルビィではないでしょう」

「ルビィではないなら誰だれなんですか？　警部は何か知ってるんでしょう。教えてください！」

　ヨシュアは興きよう味み津しん々しんだ。話していいかどうか一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした。

「……聞いて、後こう悔かいしませんか？」

「嫌いやだな、怖こわい顔をして。聞いたらまずい話なんですか？」

「ええ、おそらく」

　真しん剣けんな顔で頷くと、ヨシュアが絶句した。

　しばらく考え込んだものの、意を決したように顔を上げる。

「聞かせてください。ここまで調べたんです。私だって、真実を知りたい」

　自分が考えている事が真実だとすれば、そうそう誰にでも話せる内容ではない。

　一緒に働いていて、ヨシュアは信用できる男だと見み抜ぬいていた。

「では、あなたを信用して話します。俺はルビィのいままでの盗みを調べて、不思議に思っていたんです。ルビィが盗んでいるものは、宝石や絵画などの美術品ばかりだ。現金は一度も盗んだ事がない。それはなぜだろうと」

　ヨシュアが何度か目を瞬またたかせた。

「それは……確かにそうですね。普ふ通つうは泥どろ棒ぼうといったら、現金を盗む事が多いのに」

「そうです。宝石や美術品は売り払はらうのに手間がかかるし足がつきやすい。利益だけを求めるなら現金を盗むのが一番面めん倒どうがない。それなのにルビィは現金には一度も手をつけた事がない」

　腕うで組ぐみをして、話を続けた。

「それに盗まれた品物が売られた形けい跡せきがない。という事は、それらをルビィは持っているという事です。買い取りたいと持ち主達に近づいた交渉人もルビィの仲間だと思っていいでしょう。最初は合法的に買い取ろうとして、応じなければ盗むというのがルビィのやり方のようです」

「どうしてそんな事をするのでしょう。最初から盗めばいいのに」

「その答えはここにあります」

　取り出したのは、宝石や美術品の名前が記されているリストだった。

「それはルビィが盗んだ物のリストでしょう？」

「いいえ。違ちがいます」

　言い切ると、ヨシュアが目をぱちくりとした。

「ま、待ってください。しかしこれらは確かに……」

「これから言う事は他言しないでください。かなりまずい話なので。もう一度言いますが、聞いて後悔しませんか。聞きたくなかったらここで手を引いてもらってかまいません」

　真剣な眼差しを向けると、ヨシュアがごくりと喉のどを鳴らした。

「……聞きましょう。ここまで関かかわったんです。聞かなかったら、気になって夜も眠ねむれない」

　軽口にも聞こえるが、声は真剣なものだった。

「このリストは、ルイスが王室の宝物庫から盗んだ物です」

「ええっ!?」

　すっとんきょうな声を上げたヨシュアに向かって、人差し指を口元に当てて静かにするよう指示した。慌てたヨシュアが声を潜める。

「ど、どういう事ですか？」

「先日捕つかまえたルイスの事は知っていますよね。逃にげられましたが」

「ええ。アルフレイ皇太子そっくりの男でしょう。王室に忍しのびこんで盗みを働いた容よう疑ぎと聞いていたのに、どうもつじつまがあわない事が多くておかしいなと思ってて」

　ルイスを逮たい捕ほした当初は、王室の宝物庫へアルフレイ皇太子になりすまして侵しん入にゆうし、宝物を盗み出した容疑だった。王室からもそう被ひ害がい届が出たのだ。

　しかし逮捕してすぐ、〝アルフレイ皇太子になりすまして、宝物庫に忍び込んで宝物を盗もうとした〟という容疑に変わっていた。

　盗んだと盗もうとしたでは大きな差があると上司に訴うつたえに行ったが、王室から最初の被害届が間違っていたと連れん絡らくがあったと言われた。つまり、王室からは何も盗まれていないはずだ。

「このリストはルイスを捕まえた時に、俺が彼の口から直接聞き出した、彼が盗んだはずの王室の宝物のリストなんです」

「そ、そんな！　じゃあ、やっぱりルイスは王室から宝物を盗んでいたと？　ですが彼は、取り調べでは黙もく秘ひを通したと聞きましたが、いつのまにこんなリストを作ったんですか？」

「警察署に連れて行く前に二人っきりになって、その時聞き出したんです。彼は怪け我がをしていて、意識がもうろうとしていたようで質問にはとぎれとぎれでしたが答えてくれました。彼は三年前に宝物庫から宝物を盗み出したといっていました。その証言をもとにこのリストを作ったんです。それなのに、警視はルイスは盗んでいないという。俺が思うに、王室から圧力がかかったんだと思います」

　ヨシュアが納なつ得とくしたように頷いた。

「それは……あり得る話ですね。宝物庫から宝物が盗まれていたなんて、国がひっくり返るぐらいの大事件です。三年前という事は、王室はそれを隠かくしていたって事ですよね。もみ消したくもなるでしょう」

「このリストは警視にも渡わたしましたが、おそらく握にぎりつぶされたと思います。念の為ために予備を作っておいて正解でした。そして不思議な事に、ルビィが盗んだものとルイスが三年前宝物庫から盗み出した物が一いつ致ちしている」

　ルビィが盗んだもののリストを取り出して、照らし合わせてみる。

　比べてみると、同じ名前の美術品がたくさんあった。

「偶ぐう然ぜんかもしれないと思いましたが、数が多すぎる。このリストにない物をルビィが盗んだのは、先日のルイスの月の涙なみだぐらいです。あとはすべてこのリストにのっているものばかり。つまり、それがどういう事だかわかりますか？」

　ヨシュアがごくりと喉を鳴らした。

「……やっぱり聞かなきゃよかった。これ、きっと王室絡がらみの話に発展していくんですよね」

「そうです。俺が思うに王室とルビィは繫つながっている可能性があります。王室はルイスに盗まれて売られた物をこっそり買い戻もどそうとした。しかし買い取りを断られて、手に入れられなかったから、ルビィに命じて盗ませている。そういう仮説が成り立ちます」

　この推理には何の証しよう拠こもない。王室から盗まれたものとルビィが盗んでいるものがたまたま同じだったという事もなくはない。しかし妙みような確信があった。ヨシュアが小さく息をつく。

「もしうっかりその推理が当たっていたら、近この衛え兵に捕まってひっそり殺されるかも」

　半笑いだが、冗じよう談だんには決して聞こえなかった。

「ええ。だから言ったでしょう。聞いて後悔しませんかって」

「好こう奇き心しんは身を滅ほろぼしますね。……はてさて、聞いてしまった以上は知らないふりはできません。警部はその推理が当たっているかどうか調べる気が満々なんでしょう？」

　ため息をつきつつ、ヨシュアが肩かたを竦すくめた。

「はい。もし俺が考えている事が本当ならかなりの事件になる。なにしろ、王室が盗まれた宝物を取り戻す為に、怪かい盗とうに盗ぬすみをさせているんですから」

「しっ！　口に出してはいけませんよ。警察の中だって、どこにどんな目や口があるかわからないんですから。それにまだ証拠はありません。断定するのは早すぎますよ」

　確かにそうだと、小さく頷うなずいた。声を潜めて、ヨシュアに顔を近づけた。

「では証拠を捜さがしましょう。王室から盗まれたもので、まだルビィが盗んでいないものは、あと十点ほどです。この十点は行方ゆくえがわかっていませんでしたが、先日ある筋からの情報でこの残り十点をすべて所持している美術品コレクターがいるらしいという噂うわさを手に入れました」

　父は公こう爵しやくで、領地にある港で貿易を行い大成功した。莫ばく大だいな財産を築いているし、顔も広く、裏社会の情報屋などとも繫がりがあった。そのつてでいろんな情報が自分にも入ってくる。

「この情報は数日前から流れはじめた噂で、でどころははっきりしません。しかし俺の推理が当たっていれば、ルビィは必ずその宝物を狙ねらうはずです」

　我われ知らず口元がほころんだ。怪盗ルビィともう一度会いたい、そしてこの手で捕まえたい、それが願いだ。そのチャンスを摑つかめるかいなかは自分の行動にかかっている。

「……なにか、嫌な予感がするんですが」

　顔を引きつらせているヨシュアの肩に手を置いた。

「嫌な予感だなんてとんでもない。ただ、協力してほしいんです。俺はこの噂が真実か確かめにいきたい。ルビィだって魔ま法ほう使つかいじゃない。盗む前に下調べぐらいするでしょう。予告状をだす前の段階で下調べをしているルビィを捕まえられたら……」

　じっとヨシュアを見つめてにっと笑った。

「と、そう思うんですが、調べに行くと言っても証拠がない以上警視は反対するでしょう。だから休きゆう暇かを取りたいと思います。少しばかり長い休暇を。この忙いそがしいのに休暇を取りたいと言っても、警視はなかなか許可しないでしょうから、あなたにうまく説得してもらいたい」

　ヨシュアは人当たりがよくて優ゆう秀しゆうで誰だれにでも好かれている。上司が一番信しん頼らいを置いているのも彼だ。年若いのに出世して生意気な事を言う自分よりよほど警視の心証がいい。

　彼が口くち添ぞえしてくれれば休暇を取りやすかった。

「……わかりました。その代わり今度何かおごってくださいね」

　ヨシュアが項うな垂だれている。口うるさい上司の説得役は重荷のようだ。

　それでも承知してくれたヨシュアに微笑ほほえんだ。

「ええ。今度うまい酒をごちそうします。では俺はこの〝センドリック学園〟に探さぐりを入れて、宝物が本当に学園にあるかどうか調べます。それと、学園にはもう一つよくない噂があるようなので、それも調べようと思っています」

「よくない噂？　センドリック学園はイングテッドでも有数のパブリックスクールでしょう。よくない噂ってなんですか？」

「ここ数年、センドリック学園を卒業した生徒達が行方不明になっているらしいんです。卒業して寄宿舎から戻ってきた生徒達が、大学に進んだあとに失しつ踪そうするという事件が何件も起きていて。学園は関係ないのかもしれませんが、念の為に調べて欲しいと恩師に頼たのまれまして」

「恩師？」

「実はセンドリック学園は母校なんです。俺が通っていた時は、そんな噂なんてぜんぜんなかったから、本当にここ二年ほどの出来事だと思います。その事で前から恩師に相談されていたので、その恩師を頼たよって学園に潜せん入にゆうしようと思います」

「生徒の事を心配されているのですね。恩師の力になってあげてください」

「はい、では準備もありますし、明日あしたから休暇を取りますので、警視の事はよろしく」

　用意しておいた休暇届を渡すと、ヨシュアが慌あわてふためいた。

「明日!?　そんな急にですか？　警視に何と言うんです？」

「それはお任せします。それでは」

　あっけにとられているヨシュアに片手を上げた。警視は単純で気が荒あらい。うまく御ぎよせるのは警察の内部ではヨシュアぐらいだ。彼は口をぱくぱくさせていたが、やがてため息をつく。

「わかりましたよ。何とかします。その代わり、絶対に何か摑んで帰って来てくださいね」

　目を合わせて力強く頷いた。そしてその場をあとにする。

「待っていろよ。怪盗ルビィ。必ず捕まえてやるからな」

　手て応ごたえのある敵を前にして、闘とう争そう心がふつふつとわき上がるのを感じていた。
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「ルイス。調子はどうだ？」

　ベッドに座って俯うつむいていたルイスは、声をかけられて顔を上げた。

　そこには、整った顔立ちの青年が立っている。彼は立場的には自分と同じブラックバードの幹部だが、その賢かしこさと行動力でいまでは古参の幹部達も一目置くほどになっていた。

　実質彼が現在のブラックバードを牛ぎゆう耳じっているといっても、過言ではない。

「あまりよくない。早く月の涙を取り返してくれ……！」

　声は震ふるえていた。心の奥底からじりじりと迫せまりくる不安のせいだ。

　なぜこんな不安な気持ちになるのか、原因はわかっていた。

「あの月の涙は、唯ゆい一いつ父が私にくれたものだ。あれは私がこの世に存在していいという唯一の証明なんだ。あれがないと、夜も満足に眠ねむれない。……アルフレイめ！」

　月の涙を盗んだのは怪盗ルビィだが、盗むよう命じたのはアルフレイだ。

　傍かたわらにある鏡に目をやる。この国の皇太子であるアルフレイは異母兄だった。鏡に映る自分の顔は憎にくいアルフレイそっくりだ。違ちがうのは、母から受け継ついだくすんだ茶色い髪かみだけ。

　父親は同じスチュワート侯こう爵しやくだが母は違う。アルフレイの母は女王陛下で、自分の母は王室の召めし使いだった。女王陛下の夫という立場の父を持つ自分には、王位継けい承しよう権はなかった。

「アルフレイが憎い……！　あいつはいつでも皇太子として華はなやかな道を歩いてきた。私は養子にやられた先でうとまれて居場所もなかったのに。同じ顔をしたあいつは……！」

　憎しみと嫉しつ妬とがあふれ出て、胸を搔かきむしりたくなるほどの不安と怒いかりに苛さいなまれた。

　こんな時、父が唯一残してくれた月の涙なみだがはまった指輪を見て、そこに刻まれた父からのメッセージを読むと、何とか気持ちが落ち着いた。しかし、いまはもうその月の涙もアルフレイに奪うばわれた。

　青年がそっと肩に手を置いた。

「いま、ある計画を進行中だ。怪盗ルビィを捜し出して弱みを握にぎり、月の涙を盗ませよう。信頼しているルビィにアルフレイがしてやられれば、君の気持ちも少しはおさまるのでは？」

「前にもそう言っていたが、怪盗ルビィは正体不明なんだぞ。女だというのだけはわかっているが、それ以外は何もわからない。どうやってルビィを見付けるつもりだ」

　青年が微笑んだ。氷のような冷たい表情で。

「彼女に罠わなを仕し掛かけた。そろそろその罠に捕つかまりにくるはずだ。もう少し待っててくれ。必ず月の涙を取り戻してやる」

　いまはその言葉を信じるしかない。

　吐はき気がするような醜みにくい感情を何とか吞のみ込んで頷いた。
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「転入してきたメリル・ジャスミンです。よろしくお願いします」

　短い茶色のかつらを被かぶったメアリは、緊きん張ちようしつつ頭を下げた。

　教室にいる同じ制服を着た学生達は当たり前だが男ばかりだ。

　転入生が珍めずらしいのか、彼らは一いつ斉せいにこちらを見つめていた。

　じろじろ見られるのは仕方ないが、変装している身としてはあまり注目を浴びたくない。

（さあ、いよいよ男子校への潜入開始よ！　わたし……いや、僕はメリル・ジャスミン。十五歳。家族の不和で全ぜん寮りよう制せいのセンドリック学園に転入する事になった。気弱で人と話す事が苦手。恥はずかしがり屋で友達は少ない）

　できれば他人との接せつ触しよくは避さけたい。明るい性格よりは、内向的な方がいいと設定を作った。

　その設定通り、やや俯き加か減げんで歩いて、教師が教えてくれた一番後ろの席につく。

　みんなこそこそ話しつつこちらを見ているが、俯いたまま何も言わずにいた。

　何とか目立たないように教室に溶とけ込む。それが学園に潜入するのに一番重要な事だった。

「それでは、授業を始める。一時限目は政治学だ」

　教師の声が聞こえて、慌てて鞄かばんを探った。

（政治学!?　パブリックスクールってそんな授業をするの？）

　内心であたふたしていると、隣となりの席の生徒がこっそり声をかけてきた。

「もしかして、まだ教科書がないのかな。よかったら僕と一いつ緒しよに見よう」

　見ると、眼鏡をかけた小こ柄がらな少年だ。そばかすだらけの顔で、はにかんでいる。

「僕はジョシーだよ。よろしくね、メリル」

「う、うん。よろしく」

　机をくっつけて、ジョシーに教科書を見せてもらったが、心の中は激しく動どう揺ようしていた。

（学校ってこんな感じで教科書を見せ合っていいものなのかしら。まったくわからないわ。だって、学校なんて通った事ないんだもの！）

　貴族の男子はパブリックスクールで勉学と友情を学び、貴族の女子は家庭教師と母親から良き妻良き母になる為ためのすべてを学ぶ。それがイングテッド国の伝統だ。

　しかし貧びん乏ぼうなヒューストン家では家庭教師を雇やとう余よ裕ゆうもなく、学問は祖母からも教えてもらっていたが、ほとんど独学で学んだ。学校なんて通った事もないし、机を並べてみんなで授業を受けるというのも初めてだ。ジョシーがこっそり話しかけてきた。

「メリルは頭がいいんだね。センドリック学園の転入試験って、入学試験よりもはるかに難しいって噂うわさなのに、それに合格するなんてすごいってみんなで噂していたんだよ！」

　きらきらした目で見つめられて、顔が引きつった。なぜなら転入試験なんて受けていないし、教科書に書いてある事も教師が黒板に書いている事もまったくわからなかったからだ。

「え!?　いや、僕はそんなに賢くないんだけど……」

「そんな事あるはずないよ！　だって……」

「こら、静かに！」

　教師に叱しかられて、ジョシーがしまったと舌を出した。

　静かになってくれたのはよかったものの、まずいと心の中で焦あせっていた。

（どうしよう。いつのまにか賢いなんて噂が流れてる。実はまったく勉強についていけてないってわかったらあやしまれるわよね!?）

　学園生活は初めの一歩から躓つまずきそうになっていて、心の中で大きくため息をついた。
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「つ、疲つかれた……」

　寄宿舎の部屋に戻もどったメアリは、扉とびらを閉めて奥にあるベッドに倒たおれるように突つっ伏ぷした。

「声が女性に戻ってますよ。いくら一人部屋だからって気を抜ぬかないで」

　ふいに聞こえた声に慌てて顔を上げた。ベッドの傍らに、六十は過ぎているであろう老人が立っている。白しら髪が交じりの茶色の髪と、しわが刻まれた顔。燕えん尾び服ふくをまとった姿は、老ろう齢れいの執しつ事じに見えた。もちろん声もしわがれた老人のものだ。

「……エリック？」

　まさかと思いつつおずおず聞いてみる。すると老人が小さく頷うなずいた。

「ええっ!?　ぜんっぜんエリックに見えない！　いったいどうやって変装してるの？」

「ですから、声が女性になっています。気をつけてください」

　ぴしゃりと言われて、慌あわてて声こわ色いろを切り替かえた。

「だってどこからどう見てもおじいさん執事だ。どうやったらそんな変装ができるんだ？」

「もっと変装のスキルが上がったら、坊ぼつちゃまにも教えて差し上げます。それと私の事はエリオットと呼んでください」

　いつもはお嬢じよう様さまだが、変装している間は坊ちゃまと呼ばれるらしい。

　頷いて、ベッドから立ち上がった。

「わかったよ、エリオット。たとえ一人部屋でも気を抜かないようにするよ。それにしてもいつそんな変装をしたんだい。一緒に学園の門の前まで来た時は〝エリック〟だったよね」

　センドリック学園は人里離はなれた山奥で、ロードンからはエリックが操あやつる馬車で半日かかった。

　門の前まで来て、エリックは準備があるので先に行ってくださいと馬車ごと消えてしまったので、心配していた。

「馬車の中で変装して、この姿で学園に入ったんです。執事はあくまで生徒の身の回りの世話をする役目なので、校舎には入らないようにと規則で決まっているそうです。ですから裏門から入って、荷物を運び込んでおきました」

　エリックが示したクローゼットを開けると、着替えが入っていた。

「こちらのトランクを開けてみてください」

　クローゼットに入っているトランクを開けると、かつらや変装用の化け粧しよう道具が入っている。

「一通り変装用の道具をこちらにまとめておきました」

「ありがとう、助かるよ」

　エリックが頷いて、トランクから書類を取り出した。

「それから、学園長のルークについても調べておきました。こちらが報告書になります」

「ええ!?　いつのまにそんな事を？」

　ここに来るまでエリックは男装する為の訓練をつきっきりでやってくれた。

　寝ねる時くらいしか離れなかったのに、どこに調べる暇ひまがあったのかと目を丸くする。

「私は坊ちゃまと違ちがって、ぐーぐー惰だ眠みんをむさぼらないので」

　嫌いやみにしか聞こえなかったが、腹は立たなかった。

「……すまない。寝る間を削けずって調べてくれたんだな」

　何も知らずに夜はぐっすり休んでいた自分が恥ずかしかった。

　エリックがやや目を見開いたものの、苦く笑しようする。

「そう素す直なおにされると調子が狂くるいます。これが私の仕事なので気にしないでください。それより、ルイスによって盗ぬすみ出された宝物がこの学園にあるらしいという噂は、かなり広こう範はん囲いで流れているようです。……私の個人的な感想ですが、どうも嫌な感じがします」

「嫌な感じって？」

「いままで行方ゆくえ不明だったのに、急にこの学園にあるなんて噂が流れた事が何だかおかしな感じがして。残り十点の宝物はすべて美術品で、有名だったり高価だったりするものなので、見た人が得意げに噂にするといった状じよう況きようにはなりやすいとは思いますが」

　エリックは首を傾かしげて考え込みつつ、息をついた。

「まあ、宝物があるかどうかの調査を進めれば、おのずと真実も見えてくるとは思うので、とりあえずは調査を進めましょう。嫌な予感がするというだけで何もせずに帰るわけにはいきませんし。……ああ、それとは別にもう一つ気になる不ふ穏おんな噂がこの学園にはあるようです」

　真しん剣けんな表情を向けられて、思わず眉まゆ根ねを寄せた。

「不穏な噂？」

「この学園を卒業した生徒が数人、大学に進学したあと家を出て行方がわからなくなるという事件がここ数年起きているようです。全員成績が優ゆう秀しゆうで、学園内でもリーダー的存在だったようです。そして、全員が監督生プリーフエクトだったようで」

「監督生プリーフエクト？　なんだ、それ？」

「全寮制のパブリックスクールで下級生を監かん督とく・指導する上級生の事です。年とし頃ごろの少年達が集まる学園で、しかも貴族の子し弟ていで甘やかされて育った生徒達は、入学時はしつけが行き届いていない事も多いとか。そこで監督生が厳しい指導をして規律を学ばせるらしいです」

　なるほどと頷いた。年頃の少年達が集まるなら、確かにもめ事も多いだろう。

「監督生は成績優秀で、家いえ柄がらもよく規律を守る生徒が選ばれるようです。監督生になると、学園内でもさまざまな特権が得られるとか。大学に進む際も入試でかなり有利になるそうです。しかし卒業生が行方不明になっているせいで、センドリック学園の監督生になると神かみ隠かくしにあうと不穏な噂が流れていて」

「不気味な噂だな……。それでその行方不明の事件は、何か他ほかにも情報があるのか？」

「こちらの事件も詳くわしい事は何も。私個人の意見としては、そんなオカルトのような噂は信じられないですね。たまたま行方不明になったのがここの卒業生だっただけだと思いますが」

　確かにそれはそうかもしれないと頷いた。

「……行方不明事件も気になるけど、まずは宝物の調査に集中しよう。ここに来た目的はそれなんだから。エリオットが嫌な予感がするというなら、注意しないとね。それで宝物を持っているらしいと噂の学園長はどんな人物なんだ？」

　エリックが報告書に目を落とした。

「ルークという男は二年ほど前に学園長に就任したようです。でも人嫌ぎらいらしくて、学園の事は副学園長にほとんど任せていつもはロードンの屋や敷しきにいて、あまり学園には顔を見せないとか。美術品のコレクターで学園長室に美術品のコレクションがあるのは有名な話のようです」

　エリックはこの短い期間でかなりの事を調べてくれたようだった。

「なぜ学園に美術品のコレクションを置くのかな。自分の屋敷の方が警備も十分できるのに」

　不思議に思って首を傾げると、エリックがわずかに苦笑した。

「私が盗みに入るとしたら、街中のロードンにある屋敷よりも、山奥の全ぜん寮りよう制せいの学園の方がやっかいに感じます。まず学園の関係者以外の者が入り込んだら目立ちます。だから下調べが難しいですし、うまく潜せん入にゆうしても生徒がたくさんいるので動きにくい。坊ちゃまはアルフレイ皇太子が用意した偽にせの身分証がありますが、普ふ通つうはそう簡単には生徒になりすませないので」

　エリックが腕うで組ぐみをしつつ、話を続けた。

「この学園は大きな密室だと言ってもいい。入り込んで盗みを働くのは、ロードンの屋敷を狙ねらうよりも難しいです。しかも学園長は侯こう爵しやくの爵位を持ち、領地に鉱山があって裕ゆう福ふくだそうで、経済界や社交界にかなりの人脈を持っているとか。気に入られると、卒業後もバックアップをしてもらえるそうで、監督生は自主的に学園長の美術品を守る為ために警護をしているそうです」

「自主的に!?　すごいな。そんなに学園長に気に入られたいのかな？」

　社交界デビューしたばかりで、舞ぶ踏とう会に出たのもまだ一度だけ。だから学園長に気に入られるとさまざまなバックアップをしてもらえると言われても、ピンとこなかった。

「貴族だからといって、全員がお金持ちとはいえません。坊ちゃまが一番よくご存じでは？」

　うっと言葉に詰つまった。

　確かにヒューストン家は領地からの上納金も期待できない貧びん乏ぼう貴族だ。経済的に助けてくれると言われれば、その人に気に入られたいと思う気持ちはわからなくもなかった。

「じゃあ、学園長室の周りは監督生の見張りがいるわけだ」

「そういう事です。監督生は全員顔見知りでしょうから、彼らに紛まぎれ込むのは不可能です。学園長室に忍しのび込むのはなかなかの難題ですよ」

　確かにそうだと頷うなずいた。そして、ふとずっと疑問に思っていた事が頭をよぎる。

「宝物をこの学園に保管する理由はわかったよ。それにしてもいまの盗みのアドバイスはかなり的確だったね。前も聞いたけど、エリオットはいったい何者なんだ。変装は完かん璧ぺきだし、調査だって素す早ばやいし、昔はいったい何をして……？」

「ああ！　坊ちゃま、食事の時間です。食事は生徒全員揃そろって大食堂で召めし上がるそうですよ。遅おくれたら懲ちよう罰ばつがあるそうなので、急がないと！」

　さっと背を向けたエリックに、思わず口を尖とがらせた。

「またごまかそうとして……！」

　何とか聞き出そうと思ったものの、何度聞いてもごまかされるという事は、きっと話したくないのだと思った。だったら無理に聞き出すのは、はばかられる。エリックとは、彼が五年前にヒューストン家の執しつ事じとして屋敷に来てから、ずっと一いつ緒しよに暮らしている。

　大切な家族の一人だからこそ、彼の嫌がる事はしたくない。

「坊ぼつちゃま、今こ宵よいは月のない晩です。暗いので、秘密のお仕事をされるのには最適かと」

　エリックがこちらに向き直り、うやうやしくおじぎした。

「わかった。食事が終わってみんなが寝ね静しずまったら、行動を起こすとしよう」

　学園長室に忍び込む為に最適な時間まで、普通の生徒として過ごそうと、食堂へ向かった。
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　暗い校舎はしんとしていて、昼間の様子とずいぶん違っていて不気味だった。

　メアリは男装姿で校舎の渡わたり廊ろう下かを歩いていた。

「学園長室は職員棟とうの二階だって聞いたけど、昼間と違って遠く感じるな。やっぱりエリックに一緒に来てもらえばよかった。……いや、だめだめ。一人でできる事までエリックには頼たよらないって決めたばかりだし」

　誰だれもいないので素すの声になっていた。声は不安に満ちていたが、何とか気持ちをふるいおこす。エリックは執事としても怪かい盗とうルビィの相棒としても優秀で、彼に頼れば楽だし安全だとわかっている。それでも、祖母の跡あとを継ついで怪盗ルビィを名乗る以上、自分でできる事は自分でしたいという気持ちが強かった。

「こんな事でくじけていたら、女伯はく爵しやくになれないわ。……でもやっぱり夜の校舎は怖こわいな」

　本音を呟つぶやきつつも、校舎と渡り廊下で繫つながっている職員棟の入り口まで来た。

　分厚くて大きな両開きの扉とびらに手をかけて、やはり鍵かぎがかかっていると気付く。

「当たり前だな。夜なんだし。開けられるかな……？」

　解かい錠じよう術は勉強中だ。たいがいの錠は針金で開けられるほど成長していたが、異国で作られた錠やあまりにも難しい作りの錠はまだ無理だった。

　この扉はどうだろうとじっくり観察していて、ふいに背後で明かりが灯ともった。

「何をしている！」

　びくっとして慌あわてて振り返った。そこには制服を着て片手にランプを持った青年と、警棒のようなものを持った青年が立っている。彼らは腕うでに監督生の証あかしである青い腕わん章しようをつけていた。

（まずい。うまく言い訳しないと……！）

「夜間の外出は禁止だぞ！　どこのクラスの生徒だ！」

　大おお柄がらな青年二人がすぐにこちらに駆かけ寄った。後ろは扉で逃にげる場所はない。

　しかし慌てなかった。監督生が学園長室の周りを警護していると聞いていたので、見つかった時のいいわけは考えていた。

「すみません。明日あしたどうしても提出しなければならない宿題のノートを忘れたんで、教室に取りに行こうと思って」

　気弱な声で、わざと小刻みに震ふるえて怖がっている様子を見せた。

「こっちは職員棟だぞ」

「そうなんですか？　転入してきたばかりで、わからなかったんです……」

　これで信じてくれと心の中で願いつつ、青年達をそっと見上げた。

　ランプを持った青年が、傍かたわらの青年に顔を向ける。

「ハウゼン、こいつの言う事を信じるか？」

　警棒を持ったハウゼンが、じっくりとこちらを見つめて、にやりと笑った。

「いいや、ラテ。たまに職員棟に忍び込んで、テスト問題を盗ぬすみ出そうとする愚おろか者がいるからな。こいつもきっとそうだ」

　二人は不ふ穏おんな笑えみを浮うかべていた。ハウゼンが一歩こちらに歩みよる。

「夜間の無断外出は、五日間の懲ちよう罰ばつ房ぼう行きだ。よかったな、退学じゃなくて」

「五日間の懲罰房!?　そんな、困ります」

「お前が困る事なんか知るか。懲罰房が嫌いやなら……あれしかないな」

　ハウゼンが意味深にラテに目を向けた。

「ああ、あれだな。我が校伝統の、生意気で言う事をきかない生徒にするお仕置き」

　嫌な予感がした。じりじりと近づいてくる彼らから逃げられないかと辺りを見回す。

　だが後ろは扉で目の前には彼らがいる。走って左右に逃げてもすぐに捕つかまるだろう。

「……あれってなんですか？」

　絶対にとんでもない事だとわかっているのに、気になって聞いてしまった。

　男達のにやにや笑いは更さらにひどくなった。

「裸はだかにして、校舎の最上階にある塔とうの窓からつるすんだ」

「はぁ!?　無理っ。裸なんて絶対ムリムリムリ！」

　首を振って左手に逃げようとしたが、ハウゼンに猫ねこの子のように首根っこを摑つかまれた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。パンツだけは残してやる。そこまで俺達も鬼おにじゃないからな」

「いやだーっ。裸なんて絶対にだめだって！」

「……？　ずいぶん裸を嫌がるんだな。普通は裸より、あの校舎のてっぺんからつるされるのを嫌がるのに」

　ラテ達の目の先には、校舎があった。

　三つの尖せん塔とうがあって、おそらく彼らが言っているのは一番高い塔だと思われた。

（いや、塔からつるされるのも怖いけど、裸になるのはすっごくまずい！　女だってばれちゃうし、そもそも男に裸にむかれるなんて、そんなの絶対にだめーっ）

　知らない男に裸を見られるなんて、わずかに残っている乙女おとめ心ごころが絶対に許さなかった。

「そんな事をしたら、あなた達だって叱しかられますよ」

「叱られるもんか。俺達は監督生プリーフエクトだ。言う事をきかない下級生をしつけているのさ。年に数人は塔からつるされる生徒がいるが、それは生意気な生徒へのお仕置きだと暗あん黙もくのルールで決まっている。俺達にお咎とがめはないのさ」

　何とか身じろいでハウゼンの腕を振り解ほどく。ようやく自由になって、逃げようとした。

「待て！　逃がさないからな」

　目の前にラテが回り込む。左手に逃げようとしたら、ハウゼンが立ちはだかっていた。

「さあ、お仕置きの時間だ。楽しもうぜ。転入生」

「嫌だっ。誰か助けてーっ」

　じりじりと近寄られて、思わず叫さけんだ。

「何をしている」

　職員棟の扉がギィッと音を立てて開き、低い男の声がした。その声を聞いて我が耳を疑う。

（思いっきり聞き覚えがあるんだけど、いやでもまさか、そんなはず……）

　おそるおそる声の聞こえた方を見る。

　茶色の髪かみ、緑の瞳ひとみ。凜り々りしい立ち姿の男には、とても見覚えがあった。

（ハーバード！　どうしてここに!?）

　声が喉のどまで出かかったが、何とか吞のみ込んだ。いま自分は変装している。

　まさか見破られているはずはないと思うが、それでも油断はできない。
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「どなたですか？」

　ラテはいぶかしげな声だ。恰かつ好こうからして生徒ではないのに気付いたのか敬語になっていた。

　ハーバードは落ち着いた様子で、持っていた教科書を彼らに見えるように掲かかげた。

「今日赴ふ任にんしてきた、数学教師のハーバード・グレハムだ。明日からの授業の準備をしていたら、声が聞こえて」

（数学教師？　どういう事よ。だってハーバードは警察官でしょ!?）

　頭にいくつもの疑ぎ問もん符ふが浮かんだ。問いかけたいが、そうもいかない。

　自分は彼とは初対面の設定だ。彼が警察官なんてメリルは知るはずがなかった。

「こいつが夜間に無断外出をしていたんで、注意していたんです」

「いえ、忘れ物を取りに来ただけなんです。転入してきたばかりで、教室がどこにあるかわからなくなって迷ってしまって」

　弱々しい声は、メアリのものではない。それでもハーバードに正体を知られるのではと怖こわかった。ハーバードが監督生達とこちらに交こう互ごに目をやった。

「……夜間外出については、俺の方から注意をしておく。君達監督生は、夜の見回りを自主的にしているそうだな、ご苦労様。彼は置いていっていいから、見回りに戻もどるといい」

　監督生達は不満な顔を隠かくしもしていなかった。

「わかりました」

　だが渋しぶ々しぶといった表情になって背を向ける。さすがに教師には逆らえないようだ。

（よかったーっ。何とか裸にされるのだけは免まぬかれたけど、でも……）

　ちらりとハーバードを見上げる。この状じよう況きようで二人だけになってしまうのも、かなりまずい。

「ありがとうございました。以後夜間は外出しないよう気をつけますので」

　ここはさっさと逃にげるに限ると、頭を下げてその場を後にしようとした。

「待て」

　冷たくも聞こえる冷静な声で呼び止められてびくりとした。

　彼が何の目的でここにいるのかわからない。変装は完かん璧ぺきだから見破られるはずはないが、洞どう察さつ力の高い彼の事だから絶対とは言えなかった。

「何か？」

　逃げたらよけいにあやしまれるので、立ち止まって俯うつむき加か減げんに返事をした。

　心臓はばくばくしているが、何とか顔にはださなかった。

「……いじめられていたのではないか？　この学園は昔から上級生による下級生いじめがひどかった。裸なんて嫌だと聞こえてきたが、校舎から裸でつるすと言われたのではないか？」

　どうしてハーバードがそんな事を知っているのかと考えて、ふとある事を思い出した。

（ああ！　そういえばセンドリック学園って聞いた事があると思ったら、ハーバードが通っていたパブリックスクールだわ。という事は、ハーバードはここの卒業生なの？）

　心の動どう揺ようは顔には出さずに、少しだけ微笑ほほえんだ。

「いえ、夜間に外出していたのを咎められていただけです。心配かけてすみません」

「そうか。俺は卒業生で、在学していた時の同級生が監督生に目をつけられていじめられ、結局退学した。もっと相談にのってやればよかったと後こう悔かいしている。何かあったら必ず言え」

　曇くもった表情からは、ハーバードが本気でそれを悔くやんでいるのが伝わってきた。

（学生時代にそんな事があったのね。知らなかったわ。でも、ハーバードらしい。冷たくみえるけど、情に厚くて優やさしいのよね）

　心の中で呟つぶやいていると、ハーバードが腰こしに手を当てた。

「たとえ忘れ物があっても、もう夜間外出なんてするなよ。今回は助けてやれたが、次は庇かばってやれないかもしれないからな」

「はい、ありがとうございました」

　頭を下げて、慌あわててその場をあとにした。
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「ハーバード様がここに？」

　ハーバードと別れて自室に帰ったメアリは、さきほどの出来事をエリックに話して聞かせた。監督生に絡からまれたところを彼に助けてもらったと言うと、エリックは顔色を変えた。

「ええ。すごくびっくりしたわ。いったいどうして……」

「お嬢じよう様さま、言葉遣づかいが変わっています」

「エリックだって、お嬢様って呼んでるじゃない」

　お互たがい設定を忘れるほどの衝しよう撃げきだった。エリックが考え込むようにやや俯いた。

「ハーバード様は教師と名乗ったのですね。坊ぼつちゃま」

「ああ、そうなんだ。だけど、まさか警察官をやめたわけじゃないだろうし」

　声こわ色いろと口調をメリルに変えて、あごに手を当てて考え込む。

「きっと何らかの事情で教師と偽いつわっているんじゃないかな」

「あり得ますね。そういえば、ここはハーバード様の母校だと仰おつしやってましたよね。もしや、ここの生徒が卒業後に行方ゆくえ不明になっている件について、調べているのかもしれません」

　エリックが言っていた卒業生が行方不明になっているという事件を思い出した。

　全員がここの監督生だったという。その事を考えながら、やや首を傾かしげた。

「でも、学園が関係あるのかな。行方不明になったのは在学中じゃなくて卒業後だろう？」

「はい。ですが、行方不明になった生徒の家族は口を揃そろえて、卒業して帰ってきてから生徒達の様子がおかしくなったと言っているそうです。きっと学園で何かあったに違ちがいないけど、ここはごらんの通り外の世界とは完全に隔かく離りされているから、状況がわからないと」

　エリックがこちらに向き直って話を続けた。

「ここの卒業生であるハーバード様が教師として潜せん入にゆうして、学園で何があったのか探さぐろうと考えられたのかもしれません」

「それはあり得る話だな。もしそれがハーバードの目的だとしたら、大人しくしていれば僕の事には気付かれないだろうか」

「いえ、それは断言できません。極力近づかないようにするのが一番かと」

　確かにそうだと頷うなずいた。ハーバードは観察力があって勘かんが鋭するどい。彼を欺あざむくのは難しかった。

　ただでさえ学園長が持っている美術品のコレクションに王室の宝物があるか確かく認にんしないといけないのに、この上ハーバードの動向にも注意しないといけないとなると、なかなか大変だ。

「このままじゃ動きにくいな……」

「では、始末しますか？」

「え!?」

　一いつ瞬しゆん言われた意味がわからなかった。

　慌てて目をやると、エリックは見た事もないような表情をしていた。

　その顔は淡たん々たんとしたもので、まるで何の感情も持ち合わせていないように思えた。

「いま、何て言った？」

　おそるおそる聞くと、エリックがはっとした顔になった。

「……いいえ、何も言っておりません。ハーバード様がどういう目的で学園に潜入したのかは、私が探りましょう。坊ちゃまは学園長の方に集中してください」

　エリックは優しい笑えみを浮うかべている。

　不ふ穏おんな言葉が聞こえたと思ったが、聞き違いだったようだ。そう思ったものの、エリックの何の感情も持ち合わせていないような淡々とした表情が目に焼き付いて離はなれなかった。
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　エリックは教師達が暮らす棟とうの廊ろう下かを堂々と歩いていた。

　さきほど鏡で見た自分は、やせぎすの中年男性だ。金きん髪ぱつのかつらを被かぶって、化け粧しようで顔立ちも変えている。本来の自分を知っている者がみたら、まったく違う顔だと驚おどろく自信があった。

　変装術は一番の得意技わざだ。いままでの人生で変装を見破られたのは、一度しかなかった。

〝お前の変装の腕うでは超ちよう一流だ。それを悪事にしか使わないのはもったいないぞ〟

　そう言ったのは、口ひげを生やしたある伯はく爵しやくだった。彼は自分の変装を唯ゆい一いつ見破った男だ。

　その伯爵の事を思い出して、思わず苦く笑しようする。

「あなたの娘むすめはなかなかのおてんばですよ。まあ、面めん倒どうは見ますけど」

　苦笑しつつ、辺りに気を配った。思い出し笑いをしている場合ではない。

　変装して教師が住む棟にやってきたのは、ハーバードがこの学園にやってきた本当の目的を探る為ためだった。ハーバードの部屋はもう突つき止めてある。どう探りを入れようかと考えを巡めぐらせたものの、変装は完璧なので堂々と正面から行こうと決めた。

　廊下の角を曲がった一番奥がハーバードの部屋のはずだった。

　ふと、その辺りから人の気配がしたので立ち止まり、角から廊下の先を覗のぞく。

「……ご協力ありがとうございました」

　扉とびらの前で話をしているのは、ハーバードだった。彼の前には白しら髪が頭で小こ柄がらな老人が立っている。学園に潜入する前に、職員の資料を集めて目を通しておいた。だからその老人が数学科の教師だとすぐにわかった。

「いやいや、礼を言うのはこちらだ。卒業したあとに生徒が行方不明になったと父ふ兄けいから聞いて、心配しておった。優ゆう秀しゆうな生徒ばかりで将来は有望だったし、学園生活にも問題はなかった。彼らにいったい何があったのか気になっていてな。君が調べに来てくれて助かったよ」

　やはりハーバードの目的は行方不明になった生徒だとわかって、胸をなで下ろした。

　目的が違うので、さすがのハーバードでもまさかメアリが学園に男装して潜入しているなんて思わないはずだ。それならば、ハーバードに関かかわりさえしなければ大だい丈じよう夫ぶと思った。

「ええ。それについても全力で調べたいと思っています」

　そのひと言に眉まゆ根ねを寄せた。いまの言い方だと彼にはまだ違う目的があってこの学園に潜入してきたように聞こえた。息を殺して二人の会話に耳をすませる。

「ハーバード。君は私が教えた生徒の中でも一番優秀だった。ぜひ数学の教授の道に進んでもらいたかったのに、警察官なんて野や蛮ばんな職業について……」

「先生、それはここでは」

　ハーバードがたしなめるような声を出すと、老人はあっと口元に手を当てた。

「これは内ない緒しよだったな。君の正体がばれると、君を雇やとってくれと口くち添ぞえした私もまずい。では、ここで失礼しよう。何かあったら手を貸すからいくらでも言ってくれ」

「はい。ご迷めい惑わくをおかけしますが、よろしくお願いします」

　壁かべに隠かくれて、あごに手を当てる。顔つきが冷れい酷こくなものになるのが、自分でもわかった。

「目的は一つではないようだ。彼が怪かい盗とうルビィの事に気付いてここに来たのだとしたら……」

「誰だれだ！」

　ハーバードの厳しい声が近くで聞こえた。

　足音が近づいてきたので、すぐに俯き加減になって、猫ねこ背ぜに見えるような姿勢を取る。

「あ……す、すみません。迷ってしまって」

　廊下の角から顔を出すと、ハーバードはすぐ近くまで来ていた。

　怯おびえたような表情と声色を作ると、彼はわずかに眉根を寄せる。

「どなたですか？」

「今度採用試験を受ける者です。受かったらこちらに住まわせて頂くので、見学をしていて」

　ハーバードの後ろから、老教師がやってきた。そしてこちらをまじまじと見つめる。

「そういえば、来月の採用試験の前に、学園や寄宿舎を見学に来られる人がいるかもしれないから、見かけたらよろしくと言われていたな」

　心の中でにやりとした。採用試験の話も調べた上でこの噓うそをついた。

　見かけない人間がうろうろしていてもあやしまれないようにする為だ。

「申し訳ありませんが、外に出るにはどちらに行ったらいいか教えてください」

　気弱なふりをしつつ、きょろきょろ見回していると、老教師がハーバードに目を向けた。

「玄げん関かんまでお送りして差し上げなさい。私はちょっと用があるから」

「はい。では、こちらへ」

　願ってもない展開だった。ハーバードを探るには、彼と話をするのが一番だろう。ハーバードの案内で誰もいない廊下を歩く。老教師の姿が見えなくなってから、おずおず口を開いた。

「こちらに勤められて長いんですか？　ここはどういう雰ふん囲い気きの学園でしょうか？」

「実は俺も赴ふ任にんしてきたばかりです。もともとここの卒業生ですが、最近の学園の事はあまり知らなくて」

「そうなんですか。その前はいったいどこにお勤めで？」

「……教師として勤めるのはこの学園が初めてです」

　ハーバードも身分を隠しての潜入だ。根ね掘ほり葉掘り聞かれるとまずい事もあるだろう。

　噓をつくのにも慣れていない様子なのが、なかなか楽しかった。

「教師としては、という事は、その前は何か違うお仕事を？」

　つい彼の困った顔をもっと見たくなった。正直、ハーバードが嫌きらいだ。

　有能で身分も高く、誰からも尊敬されて一目置かれるカリスマ性があるのは認めている。

　メアリは祖母のシャーロットの跡あとを継ついで、怪盗ルビィとしてこれからも活かつ躍やくしていかねばならない。そんな彼女にとって、一番邪じや魔まなのは目の前のこの男だ。

　警察官であり、メアリが心を許しているハーバードの存在は、怪盗ルビィにとってはマイナスにしかならない。排はい除じよしなければ、という気持ちが心の奥底からわき上がってくる。

　冷酷な自分が顔を出しそうになっていると、ふとハーバードがこちらを見み据すえた。

　冴さえた緑の瞳ひとみでじっと見つめられると、なぜだか変装を見破られるのではないかと思った。

「あなたはいままで何をされていたのですか？」

「大学で生物の助教授として働いていました。学校教育に興味があったので、こちらの試験を受けようと思いまして」

「どちらの大学ですか？」

「ユーライブティ大学です」

　実際にある大学だが、ロードンからは離れている田舎いなか町にある。変装する以上設定は完かん璧ぺきに作るようにしている。この慎しん重ちようさがあったからこそ、いままで生き延びられたのだ。

「……あなたは誰かに似ている気がする」

　まじまじとこちらを見つめて、ふとハーバードが眉根を寄せた。

「それに生物が専せん攻こうだと仰おつしやいますが、ユーライブティ大学の生物科は、二年前になくなったはずです。友人がそこに行こうとして、生物科がないから行くのを断念して」

　しまったと心の中で舌打ちした。ユーライブティ大学の生物の助教授の設定は三年ほど前に作ったものだった。その時の下調べでは確かに生物科があったが、いまはないようだ。

　最近、執しつ事じとして平和に暮らしていたせいか、危機感が薄うすくなってきているようだ。

「そうです。生物科はなくなったんですが、どうしても習いたいという学生にだけ教えていて。でもそれもいよいよなくなるので、こちらに転職しようとしているんです」

　何とかごまかしたものの、ハーバードのうさんくさそうなものを見る目は変わらない。

「ああ、あちらが玄関ですね。では僕はここで」

　ここで慌あわてたりすると、よけいに不ふ審しんがられる。

　これまで培つちかった経験を総動員して、気弱で人当たりのいい生物の教師を演じた。

「気をつけて」

　ハーバードもこれ以上は何も言えないようで、軽く頭を下げてきた。

　慌てず騒がず彼の前から立ち去って、しばらく歩く。

　そしてハーバードの目が届かなくなったのを確かく認にんして、足を止めた。

「危ない危ない。やはり手て強ごわいな」

　勘かんがいい彼をごまかすのは一苦労だ。

　自分でさえこうなのだから、怪盗を始めたばかりのメアリには彼の相手は重荷だろう。

「お嬢じよう様さまの歩く道を閉とざすハーバード。……やはり始末するか」

　ルイスの事件の時は、アルフレイとシャーロットから、これは怪盗ルビィになる為のテストなので、必要以上にメアリの手伝いはするなと言われていた。

　メアリの危なっかしい行動に、口と表情にはださなかったが、かなりハラハラしていた。

　テストはもう終わったのだから、今度は全力でメアリをサポートするつもりだ。

　彼女の邪魔をするなら、ハーバードといえども排除した方がいいという思いがこみ上げる。

　たとえどんな手を使ってでも。

　そう囁ささやくのは、五年前のあの日に封ふうじたはずの心の闇やみだ。

「やはり、殺す方が手っ取り早いな。そうすればお嬢様は仕事がしやすくなる」

　幼なじみが死ねばメアリは泣くかもしれないが、ルビィとして仕事をする為には彼を排除した方がいいと心の闇がまたも囁く。その闇に身をゆだね、始末する方法にまで考えが及およんだ。

　暗い闇が身も心も侵しん食しよくしようとした時、ふいに頭の中で子どもの声が聞こえた。

〝悪い事はしちゃだめなのよ！〟

　五年前、自分を指さしながらそう言った金色の髪かみの少女を思い出す。

　太陽のような少女は天てん真しん爛らん漫まんで、日の当たる世界で暮らすなんて諦あきらめていた自分に、家族とは、優やさしさとは、人間らしさとは何かを教えてくれた。

　その少女の顔と声を思い出しただけで、闇は心の中からすうっと消えて行く。

　彼女に叱しかられたくないから、失望させたくないから、そしてずっと笑っていて欲しいから、眩まぶしさに戸と惑まどいつつも、太陽の下を歩く事を選んだ。

「そうですね、お嬢様。ハーバード様を始末するのは、きっとお嬢様が言う〝悪い事〟。……仕方ない。別の穏おだやかな方法で、彼に学園から退場して頂きますか。殺す方が簡単ですけど」

　悪い事をたくさんした。きっと人生の中で悪事を働いていない時の方が少ないくらいに。

　だけど、五年前に自分は変わった。

　変えてくれたのは、金色の髪をした少女。名前は、メアリ。

　彼女はいまも自分のそばにいて、明るい日の光をあててくれる。彼女がそうしてくれている限り、闇にのまれる事はないのだ。

　勘のいいハーバードを学園から遠ざけるのは大変だろう。

　だけど闇の囁きに負けて彼を傷付けたら、もう二度とメアリは微笑ほほえみかけてくれなくなる。

　それは死ぬよりも辛つらい事だと、エリックは思った。
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「それでこの方程式は……」

　低い美声は聞き惚ほれるほどだった。

　メアリは教科書を見るふりをしながら、教きよう壇だんに立つハーバードをこっそり見つめた。

　流りゆう暢ちように数式を語る様子は、とても警察官には見えない。ハーバードが何を言っているのか難しすぎてまったくわからなかったが、彼が教師としても優ゆう秀しゆうなのはよくわかった。

（ハーバードが勉強している姿なんて見た事がなかったけど、やっぱりそうとう賢かしこいのね。だって大学だって本当は四年行くのに、二年で卒業しちゃったし）

　見とれていると、授業終しゆう了りようの鐘かねがなった。ハーバードが教科書を閉じる。

「今日はここまでだ。次の授業までには予習してこいよ」

　とても警察官とは思えない見事な授業に感心していると、ジョシーが話しかけてきた。

「新任のグレハム先生って卒業生らしいよ。あの気むずかしい数学の主任教師、リチャード先生が自分が教えた中で最高の生徒だって褒ほめたんだって。すごいよね！　それにしても恰かつ好こういいな。同じ男として憧あこがれるよ。僕もあれくらい背が高くて顔立ちが整っていたらな」

（うんうん。確かにハーバードって恰好いいし、頭もいいし、生徒から人気が出るのもわかるわ。彼はわたしの幼なじみなのよ……！　って言いたい。すっごく言って自じ慢まんしたい。だけど言えない……！）

　いまは変装しているのだから、あくまで彼とは他人だ。ジョシーの言葉に頷うなずいただけで無言を貫つらぬいた。次は生物室への移動があるので、教科書を持って廊ろう下かに出る。

　そこで思わず足を止めた。廊下の前方にいたハーバードが、なぜかこちらに目を向けている。

（な、何で見てるの？　あれ、こっちに来る！　まさか、変装がばれたとか……!?）

　慌てて逃にげようとしたが、ハーバードが目の前に立つ方が一いつ瞬しゆん早かった。

「君、ちょっとこちらに」

　手で促うながされて、心臓はどきどきしたが、顔には出さずに何とか平静を装よそおった。

「僕が何か……」

　変装は完璧なはずだ。声こわ色いろだってまったく違ちがう。

　やたらびくびくしているとあやしまれると、無理に逃げない事にした。

　手招かれて、緊きん張ちようしつつ廊下の角を曲がった。人気がないのを確かめたのか、ハーバードが辺りを見回してから足を止めてすぐ間近で見つめてきた。

（うっ、近すぎるわ。ハーバード！　あんまり見つめないで！）

　そう思っても口には出せない。黙だまっていると、ハーバードが口を開いた。

「……昨夜ゆうべ、監督生プリーフエクトに囲まれていたのは君だな。メリルという名前のようだが。……メリル、もう一度会って話を聞こうと思っていた。彼らにいじめられているのではないか？」

　声は優しかった。心配してくれている気持ちが伝わってくる。

（ハーバードって冷たそうに見えるし、口調もぶっきらぼうな感じがするから誤解されやすいけど、優しいし面めん倒どう見みもいいのよね。わたしも小さな頃ころから散々お世話になってるし）

　おてんばすぎて、普ふ通つうの貴族の令れい嬢じようがやらないような事をして、よくハーバードに助けてもらった。木登りをして落ちたところを受け止めてくれた事もあったし、ピクニックに行ってはしゃぎすぎて迷まい子ごになったのを捜さがしてもくれた。彼のそんな優しいところが大好きだ。

　気にかけてくれて嬉うれしかったが、これ以上彼と近くで話すのはまずいと思った。

「大だい丈じよう夫ぶです。本当に僕が夜間に忘れ物を取りに校舎に行ったのを注意されただけなので」

　あまりよけいな事も言えないので、そういう返事しかできなかった。

「本当か？　監督生にもよるが、たちの悪い上級生に目をつけられると、何度も絡からまれたりする事がよくあるようだ。教師の間でも問題になっているらしい。何かされたら必ず言えよ」

　ハーバードは昔から弱い立場の人間には特に優しかった。

（気持ちはとってもありがたいけど、やたらに喋しやべると噓うそがばれるかもしれないし。ハーバードは勘が鋭するどいから、早く離はなれないと正体がばれるかもしれないわ）

「ありがとうございます。いまのところは大丈夫です。授業があるのでこれで」

　頭を下げて慌てて生物室に向かった。

　ハーバードは追いかけてこないが、じっと見つめられているのが背中越ごしにでもわかった。

「……心配してくれてありがとう」

　ハーバードの優しさが嬉しくて、思わずメアリの声で呟つぶやいていた。
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　午後一番の授業はスポーツだった。今日はポロの授業だと聞いて、メアリの心は弾はずんでいた。

　四人一組で馬に乗って、敵とスティックを使って小さな球を奪うばい合い、相手のゴールに入れると得点が入る。それがポロのルールだ。

　父がポロが好きで、小さな頃から教えてもらっていた。

　領地に住んでいた頃は、近所の子ども達とポロのゲームに夢中になっていた。

　男の子だったらポロの選手になれたのにと、よく父が言っていたのを覚えている。

　センドリック学園にはポロ用の芝しば生ふのグラウンドがあって、馬も学園で育てているようだ。

　黒い帽ぼう子しを被かぶりポロのユニフォームに着き替がえて、廏うまやから馬をひいてグラウンドに立ち、思わず歓かん声せいを上げた。

「広いグラウンドだな。これが本当にポロをする為ためだけのグラウンドなのかな」

「そうだよ」

　返事してくれたのは、同じくポロのユニフォームを着たジョシーだ。

「センドリック学園は、ポロの全国大会でも優勝した名門だからね。たとえ授業でも、かなり本格的なポロの練習ができるんだよ」

「そうなんだ。詳くわしいね、ジョシー」

「実は僕、去年まではポロのクラブに入ってたんだ。昔からポロが好きでさ。あんまりうまくはないんだけどね……」

　ジョシーの言葉は最後は小声になっていた。小こ柄がらなジョシーは女の自分よりも背が低い。

　腕うでも足も細くて、確かにあまりスポーツに向いている身体からだ付きではないかもしれない。

「去年まではって、もうやめたのか？」

「うん。やめたっていうか、やめさせられたっていうか……。下手へたすぎて足手まといだからって先せん輩ぱいに言われちゃって」

　明るい声を出しているが、あまり聞かれたくなかった事だろうと慌あわてた。

「ごめん。変な事を聞いて」

「いいんだ。下手なのは本当だし。それにレベルが高いポロのクラブで無理するより、授業とかでやるぐらいが楽しいし。……あ、そろそろ始まるよ。今日は試合形式でやるんだって。ねぇ、メリル。チームに入ってくれないかな。四人一組なんだけど、あと一人足りなくて」

　ジョシーの後ろにはクラスメートが二人いた。彼らも誘さそうように手招きしている。

「僕でよければ」

　思わず破顔した。広い芝生を小さな球を追いかけて馬で駆かけ抜ぬける。

　馬に乗るのは風を感じられるような気がして大好きだった。

　四人で集まって作戦会議をしていると、ふいに背後から声がした。

「おや、負け犬ジョシーじゃないか」

　からかうような声には覚えがあった。振ふり向くと、先日夜間の見回りをしていた監督生のラテとハウゼンだった。彼らもポロの授業らしく、ユニフォームを着て馬をひいている。

「先輩……」

　ジョシーの顔がみるみる曇くもった。

「クラブを途と中ちゆうでやめた負け犬のくせに、たとえ授業とはいえポロをやるなんておこがましいんだよ。さっさとグラウンドから出て行け」

　蔑さげすむような声にかちんとくる。思わず睨にらみつけると、ハウゼンがこちらに目をとめた。

「どこかで見た事があると思ったら、夜間無断外出の転入生じゃないか。この間は惜おしかったな。もうちょっとで塔とうから裸はだかでつるしてやれたのに。そうそう、そのお仕置きに関してはジョシーは先輩だぜ。なにせ去年、俺達が裸にむいて塔からつるしてやったからさ」

　げらげら笑う声に驚おどろいてジョシーに目をやった。

　彼は可哀かわい想そうなほど怯おびえた表情で唇くちびるを嚙かんでいる。ラテがこちらに顔を突つき出した。

「下手なんだから黙って俺達についてくればいいのに、よけいな事を言うからさ」

「よけいな事なんて。僕はただ、先輩達がポロがうまい下級生をいじめてクラブから追い出そうとしたから……」

「は？　なんだって？　きこえませーん。言いたい事があるならもっとでかい声で言え。もっとも、またよけいな事を喋ったら、どうなるかわかっているだろうな？」

　ジョシーが握にぎった拳こぶしを震ふるわせつつも、口を閉じた。

　彼らの様子を見ていて、腹の底からふつふつと怒いかりがわき起こった。

（なんか、すっごく嫌いやな感じだし、腹が立つわ！）

「いまから授業なので、関係ない人達は向こうにいってもらえませんか」

　ジョシーの前に立って、ラテとハウゼンを見返すように睨みつけた。

「なんだと？　俺達は監督生プリーフエクトだぞ。下級生のくせに生意気な」

「監かん督とくするのが役目なら、もっと礼れい儀ぎ正ただしくされた方がいいと思います。下級生の手本になったらどうですか？　その言葉遣づかいと態度では、とても上級生として敬おうなんて気になれませんけど」

　堂々と言い返すと、ラテとハウゼンが一瞬怯ひるんだような顔になる。

　二人でこそこそと何かを話して、こちらに顔をむけた。

　そのにやにやした顔を見て、嫌な予感がした。

「お前もかなり生意気だな。なぁ、授業だって言うなら、合同授業はどうだ？　一いつ緒しよにポロの試合で汗あせを流そうぜ」

「上級生との合同授業なんて、先生が許すはずありません」

「いいや、俺達の頼たのみなら、先生はたいがいの事は聞いてくれるんだぜ。なにせ俺達はセンドリック学園の中でも、家いえ柄がらも成績も超ちよう一流のエリートしかなれない監督生プリーフエクトなんだからな」

　ハウゼンがあごで促うながすと、ラテが教師の方へと駆けていく。

　二言、三言話して、すぐにこちらに向かって、両手で丸を作ってみせた。

「オッケーらしいぜ。さあ、一緒に試合をやろう。こてんぱんにしてやるから。まあ、負け犬ジョシーは逃にげたいかもしれないけどな」

　ふざけた様子で話しかけられて、ジョシーは顔を真っ赤にしていた。

　彼の悔くやしい気持ちが痛いほど伝わってくる。

（男の子だって、裸で塔からつるされるなんてとんでもない屈くつ辱じよくよね。しかも話を聞いていると、ジョシーは横暴な上級生に逆らっていじめられているような感じだわ。許せない……！）

　潜せん入にゆうしているのだから、大人しく目立たないようにと理性が囁ささやく。

　それでも我が慢まんができなかった。ラテとハウゼンに向かって、一歩踏ふみ出す。

「試合を受けて僕達が勝ったら、ジョシーを校舎からつるした事を謝罪してくれますか？」

「メリル……」

　驚いたように呟いたジョシーに目を向けた。

「勝手な事を言ってすまない。でも、どうしても許せなくて」

　ハウゼン達に顔を向け、強気な態度で彼らに迫せまった。

「まさか断って逃げたりしませんよね。それこそ負け犬ですし」

　わざとせせら笑うと、ハウゼン達が怒りに顔を染めた。

「いいだろう。やってやる。その代わり、お前達が負けたら俺達に生意気な口を利きいてすみませんと土下座だぞ！」

　ジョシーに目を向けた。彼は震えつつも、毅き然ぜんとした表情でそっと囁いた。

「試合をやりたい。あいつら大したことないよ。クラブでも万年補欠だし。上級生に逆らうと懲ちよう罰ばつを受けるけど、試合で負かす分には怒おこられたりしないはず」

　ジョシーとポロのチームを組んでいたクラスメートの二人が駆け寄って声を潜ひそめた。

「あいつら、監督生の中でも一番横暴なんだ。なにかっていうと、下級生をいじめてさ。こっちは逆らえないから言いなりになるしかないし。ポロの試合でぎゃふんと言わせられるなら、楽しそうだ。俺達はかなりポロはうまいぜ」

「そうそう、勉強が苦手だからクラブに入る余よ裕ゆうはないけど、俺もこいつも学校に入る前はポロの少年チームにいてかなり練習してたし。ジョシーはポロのクラブに入ってたし。あとはお前次し第だいだけど、ポロはどれぐらいできる。メリル」

　問いかけられて、にっと笑う。

「自信がないならこんな勝負言い出さないよ。子どもの頃ころからかなり練習してるんだ。あいつらを合法的にやっつけてやろう」

　四人で手を出して重ねた。そして気合いを入れる為に、雄お叫たけびを上げる。

「負けるもんかーっ」

「おう！」

　その様子を見ていたクラスメート達が駆け寄ってきた。

「まじで試合やるのか!?」

「頑がん張ばれよーっ。ジョシー」

　クラスメート達の声せい援えんを背にして、改めてラテとハウゼンを見つめる。

　ジョシーを侮ぶ辱じよくした彼らを絶対に許さないと心に誓ちかっていた。
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　ポロの競技時間は七分間で一区切りだ。

　それを六回繰くり返し、二本の旗が立つゴールに決めた得点で勝者を決める。

　メアリはスティックを思いっきり振って、相手のゴールに球をたたき込んだ。
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「よっしゃー！　メリルすごいぞ。リードしてるよ」

「いけーっ。メリル！　ジョシー！　やっつけろ！」

　監督生に圧力をかけられているのは一緒らしく、クラスメート達の応おう援えんには熱が入っていた。それに後押しされるように、こちらが勝負を牽けん引いんしていて、得点もリードをしていた。

「ちきしょう！」

　ラテが悔しさのあまりか、スティックを地面にたたき落とした。

「次のチャッカーで最後です。あと七分で、このリードを覆くつがえせるとは思いませんけど。土下座の用意をしておいた方がいいのでは？」

　近くにいたハウゼンに声をかけると、彼は憎にく々にくしげな表情でこちらを睨にらんだ。

「くっ！　ちょっと休きゆう憩けいだ。おい、みんな集まれ！」

　作戦会議の為ためか敵チームが馬から下りて、話を始めた。

「メリル、すごいよ！　本当にポロがうまいんだね。プロ級だよ。びっくりした！」

　馬で近寄ってきたジョシーに、尊敬の眼まな差ざしで見つめられた。

「ジョシーだって上手だよ。馬を自分の手足みたいに操あやつれるし。他ほかの二人もかなりうまいから、このままいけば勝てそうだ」

　試合はこちらがリードしているし、ジョシーが言った通りラテもハウゼンも口ほど大した事はなかった。

（ラテとハウゼンのジョシーに対する態度が許せなくてポロの試合を申し込んだけど、勝てそうでよかったわ。本当だったら大人しく目立たないようにしていないといけないんだけど……）

　傍かたわらのジョシーを見つめた。短いつきあいだが、転入してきた自分をなにくれとなく面めん倒どう見てくれた。世話好きで優やさしいジョシー。彼の事は友達だと思っている。

　友達を侮辱されて、黙だまっていられなかった。

「ジョシー、彼らに絶対に謝罪してもらうから。……塔とうからつるされるなんて怖こわかったね」

　その時の事を思い出したのか、ジョシーがやや目を伏ふせた。

「さっきも言ったけどあの二人はポロの腕うで前まえは大した事ないんだ。それでうまくてレギュラー入りしそうな下級生に目をつけて、いじめてクラブから追い出して。黙って見ていられなくてそれをコーチに訴うつたえようとしたら、あいつらに捕つかまって」

　ジョシーがハウゼン達を見る目は、正義感に溢あふれていた。

　気弱そうに見えるが、どうやらそうでもないようだ。

「それでよけいな事を言うなって、裸はだかにされて塔からつるされたんだ。いつのまにか、僕が彼らから盗ぬすみを働いたって事にされてて、みんなそれを信じてさ。僕がいくら違ちがうって言っても、誰だれも信用してくれなくて、クラブにもいられなくなって……」

　悔しさが伝わってきて、心が怒いかりで震ふるえた。

「ジョシーは何も悪くないのに。やっぱりあいつら許せない。敵かたきをとってやるよ、ジョシー」

　力強く言い切った。ジョシーが嬉うれしそうな顔になる。

「ありがとう。……メリルって僕と一いつ緒しよで気弱そうに見えたけど、本当はとっても強いんだね。君みたいに男らしくなりたいよ。憧あこがれるな！」

（お、男らしくって……！　いやいや、わたし、女なんですけど！）

　口まで出かかって、さすがにそれは言うわけにはいかずに何とか吞のみ込んだ。

　ジョシーがグラウンドの中央へと目をやる。

「あ、そろそろ始まるよ。戻もどらないと。……ん？」

　ジョシーのいぶかしげな声と視線が気になって、彼が見ている方へと顔を向けた。

「嫌いやな笑い方だな」

　思わず呟つぶやいてしまうくらい、敵チームはこちらを見ながらにやにやしていた。

「負けているのに、どうしてあんなに余裕なんだろう。あいつら、メリルを見ているよ」

　彼らの視線は、痛いほど感じていた。

　どうも嫌な予感がしたが、それが何か考える前に、試合再開のホイッスルが鳴る。

「頑張ろう、メリル！」

　ジョシーと頷きあい、馬でグラウンドの中央へと向かった。







　試合は接戦だった。得点ではこちらが有利だが、相手もなかなかしぶとい。

　メアリはジョシーがパスした球を追いかけて、馬を走らせていた。

「ああ！　とられたっ！」

　スティックで受け取ろうとすると、敵チームがさっと前方に飛び出してカットした。進行方向とは逆にあるゴールへ向かう敵を追いかける為に、手た綱づなを引いて馬の方向を変える。

　ジョシーが斜ななめ前を走っていた。

「ゴールまでいかせない！」

　ジョシーが球を持つハウゼンの前に飛び出した。ハウゼンとジョシーで球の奪うばい合いになる。

　助けに行こうと、馬を走らせてそちらに駆かけつけようとした。

「え!?」

　それは一いつ瞬しゆんの事だった。

　ジョシーと球を奪い合っていたハウゼンがなぜかこちらを見て、下げ卑びた笑いを浮うかべた。

　ジョシーに競せり勝ったハウゼンが、球を奪ってスティックで叩たたく。

　しかし球は彼らの目的であるゴールではなく、彼らを挟はさんで反対側にいたこちらに向かってまっすぐ飛んできた。

（このままだと、頭に当たる！）

　そうとっさに思って、固い素材でできた球が頭に当たったらどうなるか、一瞬で想像した。

　球を避よけようと馬上でのけぞるような無理な体勢を取る。

　驚おどろいた馬が暴れて前足を高く上げたせいで球は避けられたが、そのまま馬から落下した。

「きゃぁぁぁぁ！」

　つい素すのメアリの声で悲鳴を上げた。まずいと心の中で叫さけんだが、地面が目の前に迫せまって、すぐにそれどころではなくなった。とっさに頭を抱かかえて受け身を取る。どさっと大きな音とともに頭と背中に強きよう烈れつな痛みがやってきた。その痛みに耐たえきれずに、意識が遠くなっていく。

（気絶したらまずい……）

　そう思ったが、意識は暗い闇やみに引きずり込まれていった。
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「う……ん」

　メアリはがんがんと痛む頭に、思わず眉まゆ根ねを寄せた。周りでは聞き覚えのある声がする。

「うわぁっ！　メリル、大だい丈じよう夫ぶ！」

「おい、気を失っているぞ。医務室に運ぼう」

「いや、動かさない方がいいかも。頭を打っているかもしれないし。とにかく襟えり元もとを緩ゆるめて、楽な姿勢で寝ねかせて、それから医務室の先生を呼んで来よう」

　クラスメート達の声のようだ。近くでがやがや話していて、頭痛が更さらにひどくなった。

「うるさい……」

「あれ？　いまの声、誰？」

「女の子みたいな声だよな……」

　いぶかしむ声が聞こえて、一気に意識がはっきりした。

　自分はメリルという名の男子学生に変装していると思い出したのだ。

　ぱっと目を開くと、クラスメート達が集まって顔をのぞき込んでいた。

　どうやら倒たおれているらしく、彼らの背後には眩まぶしい太陽がある。

「おお、起きたぞ。よかった！」

「待ってて、いま服を脱ぬがせて楽にするから」

　ジョシーはきっと親切のつもりだろう。

　しかしそんな事をされたら、女だとばれてしまうと心の中で焦あせりに焦った。

（ちょ、ちょっと待ってよ！　脱がさないで！　ああ、腕うでが上がらないっ）

　襟元に伸のびた彼の手を摑つかんで止めようとしたが、指先一つ動かない。

　どうやら意識ははっきりしたが、身体からだはまだ覚かく醒せいしていないようだ。

「あ……う……」

　やめてと言いたかったが、声がメアリのものしか出なかった。

　まずいと口ごもっている間に、ジョシーが胸のボタンを一つ一つ外していく。

「服を脱がせて楽にしたら、医務室の先生を呼ぶからね……あれ？」

　ジョシーが不思議そうな声を上げた。

「何で、胸にバンドなんて巻いてるの？」

　胸は小さい方だが、さすがに男装しているのにそのままではまずいと、バンドを巻いて膨ふくらみを隠かくしていた。

「それに、ずいぶん白くて綺き麗れいな肌はだ……うわっ」

　ジョシーがいきなり背後に倒れ込んだ。何事かと彼の背後に目をやると、老執しつ事じに変装したエリックが立っている。冷たい表情でクラスメート達を見回して、威い圧あつ感かんのある声を上げた。

「どいてください」

「だ、誰ですか？　あなたは」

「メリル様の執事です」

　エリックがみんなに声をかけてから、傍かたわらに片かた膝ひざをつく。

「大丈夫ですか？」

　執事は校舎への出入りを禁止されている。それなのにどうしてここにいるのかと聞きたかったが、まだ話ができるほど回復はしていなかった。何とか小さく頷うなずくと、エリックがほっとした顔になった。そして周りのクラスメート達に目をやる。

「医務室へは私が連れて参ります」

　凜りんとした声を聞いて、心の底からほっとした。彼が来てくれたならもう大丈夫。エリックは口ではどんな事を言おうとも、いざという時は守ってくれる、自分の秘密を知る唯ゆい一いつの味方だ。

　エリックの両手が背中と腰こしの下に入れられた。彼は自分を横よこ抱だきにしたまま軽々と立ち上がる。

　エリックが敵チームの方へと目を向けた。

　いつも通り冷静な顔つきだが、目だけが異様に鋭するどい殺気を放っていた。

「な、何だよ、試合中の事故じゃないか。わざとやったわけじゃない。事故は思いも寄らない時に起こるもんだ」

　ラテがエリックの眼力に腰が引けつつも、うそぶいた。

　エリックが口角を上げた。まるで悪あく魔まのように、美しくも残ざん酷こくな笑えみを。

「全員顔は覚えました。……夜に一人で出歩かないよう。あなたの言う通り、〝事故〟は思いも寄らない時に起きますから」

　優やさしい声こわ色いろだが、かえってそれが恐おそろしかった。

　言葉を逆手にとってやり返されて、ラテがうっと言葉に詰つまっている。

「それでは失礼致いたします」

　人一人抱えているなんて信じられないほど、さっそうとした態度でエリックがその場をあとにした。彼が来てくれた安心のせいか、またしても意識が遠くなる。

「ありがとう、エリック……」

　囁ささやくと、彼がわずかに微笑ほほえんだ気がした。
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　メアリはふわふわと心地ここちいい感かん触しよくの中で目を覚ました。

　部屋の中は薄うす暗ぐらい。視界が狭せまいから、しっかり目は覚めていないのかもしれない。

　どうやらベッドにいるらしく、白い清潔なシーツが肩かたまでかかっていた。

　少し暑い気がしたから、シーツをはねのけたいけれど、手がまだ動かない。

　そういえばと思い出す。ポロの試合をしていて敵チームに狙ねらわれ、馬から落ちた。

　心配したジョシーに服を脱がされかけていたところを、エリックが助けてくれたのだ。

　あれもすべて夢だったのかと思ったが、頭痛がまだするので現実だったと改めてわかった。

（それにしても暑いわ。何とかしないと……）

　寝ね苦ぐるしさに身じろぎしていると、ひんやりと冷たい何かがおでこに乗せられた。

　誰だれかがシーツを少しはがしたようだ。首もとにも冷たい何かが挟まれる。

　それでずいぶんと気持ちがよくなった。

「少し熱が出ています。骨折はしていませんが打ち身があるので、今夜は熱が出るのは仕方ありません。明日あしたになればよくなります」

　エリックの声だった。どうやら冷たいタオルをおでこと首筋にあててくれたらしい。

　彼はそのまま傍らにある椅い子すに座った。

　心配そうな表情は、いつも嫌いやみばかりの彼にしては、珍めずらしい。

　そこまで観察していたが、どうにも瞼まぶたが重たくて目を瞑つぶった。

「眠ねむったんですか？」

　起きていると言いたいが、口も動かなかった。やはりかなり体力を消しよう耗もうしているらしい。

　エリックが息をつくのが聞こえた。

（うっ、きっと呆あきれているんだわ。落馬した上に、女だってばれそうになったんですもの。当然よね……）

　心の中で落ち込んでいると、ふいに右手を握にぎられた。突とつ然ぜんの事に驚おどろいたものの、身体はびくりとも動かなかった。その手を引き寄せたエリックが、手の甲こうにそっと唇くちびるを押し当てた。

　柔やわらかい感触の唇はわずかに震ふるえている。ふと気付いたが握った手も小刻みに震えていた。

「心臓が……止まったかと思いました。お嬢じよう様さまが落馬した時……」

　まるで蜂はち蜜みつのような甘さを含んだ声は密ひそやかなものだった。

「お嬢様は私の命の恩人です。お嬢様がいたから、日の光の下を歩けるようになりました。……この世で一番大切な人。お嬢様を傷付ける者は、誰であろうと容よう赦しやしない」

　最後の言葉だけが殺気に満ちていて、怖こわくて震えるほどだった。

（これって夢？　エリックはいつも嫌みしか言わないのに、こんな事を言うなんて。それにわたしはエリックの命の恩人なんかじゃ……）

　彼に助けられた事はあっても、助けた覚えはなかった。

　完かん璧ぺきな執事のエリックが自分の手を必要とする事なんて、いままで一度もなかったのだ。

　何の事なのか聞きたかったが、意識がまたしても遠くなっていく。

（聞きたい。いまの話って何って。だって、エリックが屋や敷しきに来る五年前までの事は何も知らないんだもの）

　エリックは謎なぞの男だった。完璧な執事であると同時に、怪かい盗とうルビィの有能な相棒だ。

　変装の腕も盗ぬすみの仕し掛かけを作るのも作戦を立てるのも素す早ばやくて超ちよう一流。

　きっと過去にいろんな経験をしたから、そんな事ができるのだろうと察してはいた。

　それが何か話してくれないのは、きっと完全に心を許してくれていないのだろうとも。

　それがとても悲しかった。

（わたしはエリックには隠し事なんてないのに。彼はわたしに過去を隠している）

　そう思うと、涙なみだが出そうになった。だが本当に涙が溢あふれるより早く、意識が遠くなった。

　暗い闇やみに沈しずんでいく意識の中で、ふと頰ほおに柔らかな感触を覚えた。

　もしかして、頰にキスをされたのではないかと思ったが、気のせいだろうか。

「ゆっくりお休みください。ここは……私のそばは世界一安全です」

　その言葉がお薬のように心に染しみて、メアリは心の底から安心して意識を手放した。
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　朝の目覚めはいつも以上に爽そう快かいだった。メアリはゆっくりと目を開けて大きく背せ伸のびする。

（よく寝ねたわ。学園に潜せん入にゆうしてから、ずっと緊きん張ちようしてて眠りが浅かったから、こんなにしっかり寝たのは久しぶりな気がする。気持ちいいなぁ）

　ぼんやりした頭で、昨夜ゆうべの夢か現実かわからない優しいエリックを思い出した。

「あれって、本当に夢だったのかな……？」

　呟つぶやいたと同時に、ベッドの天てん蓋がいが開いた。

　そう広くはない部屋は、朝の光で満ちていた。窓からは小鳥のさえずる声が聞こえている。

　眩しくて一いつ瞬しゆん目を瞑り、しばらくしてからゆっくりと目を開いた。

「ひっ！」

　思わず悲鳴を上げたのは、窓まど際ぎわに冷静な顔つきながらも、目は怒おこっているエリックがいたからだ。いままでの経験からすると、その表情は厳しい叱しつ責せきをする時のものだった。

「坊ぼつちゃま。遅おそいお目覚めで。急がないともうすぐ朝食の時間ですが」

「え!?　本当に？」

　食事の時間に遅おくれると罰ばつ則そくが科せられる。慌あわてて起き上がると、エリックがため息をついた。

「昨日の事故でまだ少し体調が悪いので、今日は朝食はいらないと連れん絡らくをしておきました。化け粧しようもかつらもまだなので、さっさと用意してください。朝食は簡単なものですが、準備してあります。急いで召めし上がって変装すれば授業には何とか間に合うでしょう」

　傍らのテーブルには、大好きなミルクティーとスコーンがある。

　形や香かおりからして、エリック手作りのようだ。

「どうやって作ったの？　ここは学園だし、キッチンだって勝手には使えないでしょ」

「それは秘密です」

　エリックが手早く着き替がえの為ための制服を出してくれる。

「さあ、早く着替えて朝食を食べて変装したら授業へどうぞ。……まったく、あれほど目立たないようにといってあったのに、ポロの試合で活かつ躍やくしたあげく、落馬するなんて。ずいぶん余よ裕ゆうがおありなんですね。その調子でしたら、さぞ宝物についても調査が進んだんでしょう」

　ぶすっと刺ささる矢のように痛みを伴ともなう嫌みを言われて、思わず口ごもる。

「いや……あの……」

「落馬した上に服を脱ぬがされかけてもわからないくらい気を失うなんて、潜入している身としてはあまりにも危機感がたりません。私がいなかったら、あのまま女だとばれていたと思いますが」

　どうやら落馬した時にエリックが助けてくれたのは、夢ではなかったようだ。

「坊ちゃま、くれぐれもくれぐれも用心してください。私と坊ちゃまは運命共同体です。坊ちゃまがミスすると、私にも危険が及およぶので、その辺りの事をよく考えて行動してくださいね」

　厳しい顔つきでこんこんと説教されて、思わず項うな垂だれた。

「はい。今度から気をつけます」

　そう言うしかなくて縮こまっていたが、エリックの嫌みは止まらなかった。

「坊ちゃまの正体がばれたら、私は一目散に逃にげるので、あとの始末は自分でしてください」

　きつい物言いに、更さらに縮こまるしかなかった。

「はい……」

「いいでしょう。では着替えて朝食をどうぞ。ミルクティーが冷めてしまいます」

　慌ててベッドから出て、着替えの準備を続ける為に背を向けたエリックを見てため息をつく。

（やっぱり昨日の事は夢だったんだわ。エリックがあんな事を言うなんてあるはずないし）

　そうは思ったが、昨日のエリックの言葉がふいに思い出されて、つい顔が赤くなった。

〝……この世で一番大切な人。お嬢様を傷付ける者は、誰であろうと容赦しない〟

　あんなに甘い声で囁ささやかれたのは初めてだった。

　しかも夢の中では、エリックは頰にキスをしてきたのだ。

　ぶんぶんと頭をふって、夢の中のエリックを追い払はらった。

「坊ちゃま、さっさと着替えて！」

「はい！」

　エリックから着替えを受け取って、ふと疑問に思った事を口にしてみる。

「そういえば、エリックはどうしてあの時グラウンドにいたの？」

　彼は執しつ事じとして、自分が授業に出ている間は部屋の掃そう除じやベッドメーキング、着る洋服などの準備をしている。執事は基本、寄宿舎からは出ないのがこの学園の決まりだった。

「必要なものを買い出しに行った帰りでした。ちょうどポロの練習をしていらしたので、しばらく様子を見ていたら、落馬されてクラスメート達が駆かけ寄っていたので、まずい状じよう況きようだと判断して助けに行きました」

「そうなんだ。……あの、ありがとう。エリック、助けてくれて」

　天蓋の中に戻もどって着替えながら、ずっと言いたかった事を口にした。あんな夢を見てしまったので、エリックの顔を面と向かって見るのは恥はずかしい気持ちもあった。

「……ずいぶんと素す直なおなんですね」

　苦く笑しよう混じりの声だった。

「だってエリックのおかげで女だってばれなかったし。そもそもエリックがいてくれたから、どうにかこの学園に潜入できたんだと思う。わたし一人じゃ絶対に無理だった。……いつもそばにいてくれてありがとう」

　彼がいてくれるおかげで、怪盗ルビィなんてとんでもない仕事も何とかやっていけているのは事実だ。

「エリックって本当にすごいわよね。変装術は完璧だし、声こわ色いろだっていくつも使い分けているし、わたしの変装術とはレベルが違ちがうわ。……前にも聞いたけど、エリックってうちに来る前は何をしていたの？」

　何度かこの質問はしていたが、いつもはぐらかされていた。

　五年間、ずっと一いつ緒しよに暮らしてきた。執事として嫌いやみばかり言いながらも、忠実に仕えてくれた。家族と同じだと思っているし、彼の事はとても大切だ。

　だから、エリックについてもっと知りたかった。

　着替えを終えて天蓋を開くと、すぐ近くにエリックが立っていた。

　多分またごまかされるだろうなと思っていたが、彼はじっとこちらを見つめている。

　その真しん剣けんな眼まな差ざしに、圧あつ倒とうされそうになった。

「……聞きたいんですか？」

　エリックはいつになく神しん妙みような顔になっている。

　喉のどをごくりと鳴らして頷うなずくと、エリックがわずかに微笑ほほえんだ。

「人にはとても言えないような悪い事をしていました。ですが、悪い事はしちゃだめだと、誰だれかの為になるような事をしようと言ってくださった人がいて」

　それを言われたのは、懐なつかしくて幸せな思い出なのかもしれない。

　エリックは見た事もないような穏おだやかな顔になっていた。

「……それっていったい誰が言ったの？」

　エリックとはずっと一緒にいたのに、彼にこんな顔をさせるくらい影えい響きようを与あたえた人物がいたなんてまったく知らなかった。なぜだか胸がもやもやとしたり、心臓がぎゅっと摑つかまれたような気分になったりと、自分でもよくわからない感情がこみ上げる。

　じっと見上げると、エリックがふいにいつものいじわるな笑えみを浮うかべた。

「本気にしたんですか？　冗じよう談だんですよ」

　くっくっと笑われて、かっと顔が赤くなった。

「はぁ!?　こんな時に冗談なんて、ふざけすぎよ、エリック！」

「すみません。ずいぶん真剣な表情をされていたので、ついからかいたくなって。そういうからかいがいのあるところが面おも白しろいから、安月給でもお屋や敷しきに勤めているんです。せいぜいずっと私にからかわれていてくださいね」

　珍めずらしく声を立てて笑うエリックにむっとしつつも、急がないと授業に間に合わない時間だと気付いて、慌てて朝食が並んだ机の前に座る。

　どこまで本気でどこまで冗談なのか、エリックの態度からはわからない。

　ただ、彼の過去がもっと気になったのは確かだった。
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　ハーバードは自室で数学の授業の準備をしながら、昨日の昼間の事を思い出していた。

　グラウンドで、ポロの練習試合をしていた生徒達が目に付いた。

　気になったのは、その中の一人の少年だ。

　あまり目立たない、茶色の髪かみをした少年はメリルという。

　転入してきたばかりで、先日監督生に絡からまれていた。止めに入って事情を聞こうとしたが、大だい丈じよう夫ぶだと逃げるように去って行った。あれからずっと気になっていて、教室で会った時にもいじめられているのではと聞いたが、また大丈夫だと言って、そそくさと離はなれていった。

　このセンドリック学園は、昔から高い身分の貴族の子し弟ていが通う名門校だった。

　自分が通っていた時も、横暴な監督生からクラスメート達を庇かばった事は数知れない。

　悪あしき伝統の校舎に裸はだかでつるされるというのも、昔から監督生が生意気な下級生をこらしめようと繰くり返し行ってきた事だった。

　学園内では悪ふざけですむかもしれないが、実際の社会で行えば犯罪だ。昔からそういう事に嫌けん悪お感かんがあって、何度も監督生とぶつかっていた。メリルは気弱そうで、目をつけられそうなタイプだった。だが昨日のポロの練習試合を見ていたら、まったく逆の性格に見えた。

　彼のプレイは強気で動きにも隙すきがなかった。ずいぶん最初と印象が違うなと目についたので観察していたら、ふとある男の存在に気付いた。執事の燕えん尾び服ふくを着た高こう齢れいの男性だ。

　彼は目立たないように校舎の陰かげからじっとグラウンドを観察していた。

　その隠かくれ方が絶ぜつ妙みようだった。目立たない場所で、気配を殺してうまく周りに溶とけ込んでいた。

　この学園には怪かい盗とうルビィの捜そう査さにきているから、辺りを観察するのが常になっている。

　だから執事の存在にも気付けたが、何も気にしないでただグラウンドを通り過ぎるだけだったら、執事の存在には気付かなかったと思う。

　彼は、まるで何かを見張るようにじっとグラウンドを見つめていた。

　微び動どうだにしなかった彼が動いたのは、メリルが落馬してからだ。その動きは素す早ばやくて、グラウンドに駆けつけてメリルを抱だき上げるまでの仕草に隙はなかった。

　その様子を見ていて、ふと気付いた。

「あの執事は、見た目通りの年ねん齢れいではないかもしれない……」

　観察力には自信がある。グラウンドを見ていた時の執事は姿勢や顔つきが確かに老人のものだった。しかしメリルが落馬してからの彼の動きは、まるで二十代の青年のように素早くてキレがあった。

「もし、あの執事が変装していたとしたらどうだ。メリルが落馬した事が予想外のもので、慌あわてたせいで見た目通りの老人のふりをする余よ裕ゆうがなかったとしたら？」

　そう呟つぶやいて、やや首を傾かしげる。

「だが、あの執事はルビィではない。靴くつや服装で体格を変えるのは可能だが、メリルを抱かかえて走れるだけの体力と力は女性にはない」

　怪盗ルビィは女性だ。それは以前の事件で確かく認にんしたから間違いない。

　身が軽いし体力も普通の女性よりはあると思うが、少年を抱えて走るのは難しいはずだ。

「あの執事は、メリルの執事のようだった。もしや……」

　視線が鋭するどくなるのが自分でもわかった。メリルは地味で気弱な印象がある少年だが、ポロの練習試合では違う顔を見せた。もしあれが彼の本当の顔だとしたらどうだろう。

「確かめる必要があるな。……今度は逃にがさないからな。ルビィ」

　一度は同じ目的の為ために協力した。そしてあろうことか警察官としての義務を果たさず、わざと逃がした。いまでもあの時の自分はどうかしていたと思う。

　今度ルビィと会ったら必ず捕つかまえ、彼女が王室と本当に関係があるのか調べたかった。

　メリルとその執しつ事じを調べ上げて、真実を突つき止めると心に決めていた。
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「大丈夫だった、メリル！」

　メアリが教室に入ると、ジョシーが駆かけ寄ってきた。

「うん。平気だよ。心配かけてごめん。昨日、あのあとどうなったんだ？」

「試合は中止になっちゃって。本当はあいつらをやっつけたかったから試合を続けたかったんだけど、授業も終わっちゃったから。でもあいつら許せないよ。わざとじゃないって言ってたけど、絶対狙ねらってメリルに球をぶつけようとしたんだ！」

　ジョシーの声は怒いかりと悔くやしさに満ちていた。そんな彼の肩かたにそっと手を置いた。

「きっとそうだけど証しよう拠こはないよ。ポロの試合では球が当たる事や落馬はよくある事だし。先生に訴うつたえても、監督生プリーフエクトの彼らを処分するのはなかなかできないみたいだし」

　悔しいのは同じだ。だが学園にいる本来の目的は監督生と戦う事ではなく、宝物を探す事だ。ここで更さらに騒さわぎを起こすのはさすがにまずいとわかっていた。学校に来る前も散々エリックに、もうよけいな事はせず学園長室にある美術品を確認する事に集中するように言われていた。

　教室の窓から見える職員棟とうにそっと目をやった。学園長室は職員棟の二階にあって、昼は一階の職員室に教師がたくさんいるし、夜は監督生が見回りをしていて潜せん入にゆうするのは難しい。

（何とか学園長に近づいて、美術品のコレクションを見せてもらえるよう頼たのめたら、それが一番確実で早いのに。でも学園長はあんまり学園には来ないって話だし……）

　机に近づいて椅い子すに座ると、ジョシーが隣となりの席に座り、憤ふん慨がいしたまま話しかけてくる。

「メリル。普ふ通つうの先生に訴えてもなかなかあの二人を処しよ罰ばつしてもらう事はできないんだ。あいつらかなり家いえ柄がらがいいから寄付金も莫ばく大だいで先生達は見て見ぬふりだし。だから僕、考えたんだけど、学園長に訴えないか？　学園長は優やさしくて、公平な方なんだ」

　まだ学園長の顔を見た事もないが、ジョシーの話からするとなかなか評判はいいようだ。

「でも学園長はいつも学園にいるわけじゃないんだろ」

「うん。だけど今日いらっしゃるらしいんだ。メリルにされた事は許せないから、直接学園長に訴えに行こうかってさっきクラスのみんなと話してて」

　ジョシーの話に思わず目を見開いて立ち上がった。

「えっ!?　学園長が今日来るのか？」

「うん、放課後にいらっしゃるらしくて。それでみんなで君がされた事を訴えに……」

「いや。ジョシー。気持ちはありがたいけど、僕は大丈夫。またあいつらが何か言ってくると面めん倒どうだし、今回は水に流そう」

　ジョシーの両肩に手を置いて、力強く説得した。ジョシーが戸と惑まどうような目になる。

「それでいいのかい？　君は怪け我がをさせられそうになったんだよ」

「ああ、みんなをこれ以上騒ぎには巻き込みたくないし。あいつらに関かかわると、また絡まれたりして面倒だ。僕達だけじゃなくて、クラスの誰だれかが睨にらまれて被ひ害がいに遭あうのは嫌いやだし。あいつらにはきっとそのうち天てん罰ばつが下るさ」

　ジョシーの気持ちはとても嬉うれしかったが、まずはこの学園に来た一番の目的を果たす必要がある。学園長が放課後に学園に来るのなら、接せつ触しよくを試みたいところだが、大人数で行くと何が起こるかわからなくなる。できたら一人でこっそり学園長に近づきたい。

　ジョシーが驚おどろいた顔をしつつも、くすっと笑った。

「天罰ね。確かに神様がああいう奴やつらを許すはずないよね。怪我させられそうになった君がそう言うなら仕方ないけど、また何かされたら言って。クラスのみんなも、メリルの事を大切に思っているからさ」

　微笑ほほえんだジョシーと、こちらを見て頷うなずいているクラスメート達を見てちくりと心が痛んだ。

（みんな優しいな。わたしの事を心配してくれる。だけどわたしはみんなに噓うそをついている）

　変装していなければ、関わる事はなかったであろう男子学生達。

　彼らの優しさに触ふれて、騙だましている事への罪悪感が大きく膨ふくらんで、胸が苦しくなった。
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　放課後になって、メアリは学園長室がある職員棟の入り口を建物の陰から見張っていた。

「学園長のルーク・サルカス。ようやく会えるな」

　彼に関しては、さすがのエリックをもってしてもあまり情報が集まらなかったようだ。

　できたら写真で顔を確認しておきたかったが、それすら手に入らなかったらしい。

　しばらく待っていると、数人の生徒達が歩いて来るのが見えてきた。

　彼らの中心にフロックコートを着こなして、山高帽ぼうを被かぶった細身の紳しん士しがいる。

　彼は穏おだやかな物もの腰ごしで青い腕わん章しようをつけた監督生達と話をしていた。

「ラテとハウゼンがいるな。僕に対する態度と違ちがって、ずいぶん腰が低いものだ。学園長にはさすがに逆らえないらしい」

　監督生達の一番後ろにラテとハウゼンがいた。二人とも愛あい想そ笑いを浮うかべている。

（どうしよう。学園長に近づきたいけど、ハウゼン達がいると、ちょっと面倒だわ。だけど滅めつ多たに学園に来ないんだから、このチャンスを逃のがしたくない）

　ここで話ができなかったら、次はいつ会えるかわからない。

　思い切って、ルークに向かって駆け出した。

「あの、すみません」

　ルークの前で立ち止まり、頭を下げた。ハウゼンとラテが目を剝むいていたが、無視した。

「なんだ！　お前は」

　監督生の一人が怒ど鳴なり声を上げたが、ルークがそれを手で制した。

「大きな声はいけないよ。……君は？」

「先日転入してきたメリル・ジャスミンです」

　近くで改めて見ると、ルークはまだ若いようだった。

　おそらく二十代半ばくらいで、すらりと背が高い。まっすぐな黒くろ髪かみを背中まで伸のばしていて、一つに結んでいた。顔立ちは整っていて、優ゆう雅がという言葉が似合いそうな雰ふん囲い気きだ。

　透すき通るような緑の瞳ひとみが、印象的だった。

「突とつ然ぜんすみません。学園長が来られると聞いて、お願いがあってきました」

　ルークがやや首を傾げて微笑んだ。

「なんだい？」

「学園長はとても立派な美術品のコレクションをもっていらっしゃると聞きました。僕はとても美術品が好きで、いろんなものを見て、目を肥やしたいと思っているんです。大変失礼なんですが、学園長の美術品を見せてもらえないでしょうか？」

　あたって砕くだけろの精神で、思い切って願いを口にした。

　ルークの後ろにいた監督生達がまなじりを決する。

「生意気な奴だな！　学園長のコレクションは我われ々われだって見た事がないんだぞ！」

「そうだぞ！　お前なんかに見せるはずがないだろう！」

　監督生達の怒鳴り声は、ルークが片手を上げただけでぴたっとやんだ。

「残念だけど、コレクションは生徒に見せない決まりを作っているんだ。美術品に興味があるなら見せてあげたいけど、一人に許可を出すと他ほかの生徒に示しが付かなくて。申し訳ないね」

　断られたものの、柔やわらかな物腰は好感を覚えた。どうしようかと一いつ瞬しゆん悩なやんだが、食い下がっても許可をもらうのは難しいと判断して、頭を下げる。

「わかりました。無理を言ってすみません」

　ルークの後ろにいる監督生達が邪じや魔まだった。彼らはまるでルークを崇すう拝はいでもするかのような眼まな差ざしを向け、彼に近づく自分には鋭するどい敵意を向けている。これ以上ルークに話しかけると監督生達に八つ裂ざきにされそうな雰囲気だ。頭を下げると、ルークが片手を上げた。

「じゃあ、勉強を頑がん張ばりたまえ」

　ルークがさっそうとその場をあとにする。監督生達はこちらを睨みつつも、彼に続いた。

　しかし、その場に残った者達がいた。

「お前は本当に生意気だな。学園長に声をかけるなんて、恐おそれ多い事なんだぞ」

　ハウゼンが前に立った。後ずさりすると、ラテが背後にさっと回り込む。

（何でここに残るのよ！　まずいわ。周りに誰もいないし……！）

　職員棟の入り口の付近にいるが、棟から誰かが出てくる気配はなかった。

　慌あわてて逃にげようとすると、ハウゼンに腕うでを摑つかまれる。

「放せ！」

「いいから、こっちに来い！」

　引きずられるようにして連れて行かれたのは、職員棟とうの裏手だった。

　ハウゼンに乱暴に、壁かべに押しつけられた。

「昨日は残念だったな。球が頭に当たるか落馬で大おお怪け我がでもすればよかったのに」

　にやにや笑うラテを睨みつけた。

「わざとやったんだな！」

「当たり前だ。気に入らないんだよ、お前は。ジョシーもお前も正義漢ぶって俺達に意見しやがる。やっぱりお前もジョシーと同じように裸はだかで塔とうからつるしてやろうか？」

　彼らの言い分に、腹の底から怒いかりがこみ上げた。

「あなた達のやっている事は、ただのいじめだ。ジョシーになんてひどい事をしたんだ！　彼に謝れ！」

　潜入しているのだから大人しく、さっさと逃げろと理性は囁ささやくが、怒りはおさまらなかった。偽いつわりの姿ではあるが、ジョシーとは友達のつもりだ。その友を傷付けた彼らを許せなかった。

「ジョシーを辱はずかしめて、練習試合で僕にわざと球をぶつけようとするなんて、恥はずかしいと思わないんですか？　あなた達のやっている事は立場の弱い者をよってたかっていたぶっているのと一いつ緒しよです。どれだけジョシーが心に傷を負っていると思うんですか！」

　鋭い視線と堂々とした態度で言い放つと、彼らが驚いたように一歩下がった。

「本当にお前は生意気だな！　もう塔から裸でつるすくらいじゃ許さない」

　ハウゼンがジャケットの内ポケットから取り出したのは、折りたたみ式のナイフだった。

　さすがに驚いて息を吞のむ。

「殺しまではしない。だがしばらく入院でもして俺達の前から消えろよ。目め障ざわりだから」

　じりじり近寄られた。背後は職員棟の壁で逃げるなら彼らの方に向かわなければいけない。

　しかしナイフをちらつかせられていては、そう簡単に彼らの横を通って逃げられなかった。

（まさかここまで卑ひ怯きような事をするなんて……！　どうしよう。ここで怪我をするのはまずい）

　相手は男二人。戦って勝てるほどの腕わん力りよくはない。やはり逃げるしかないと覚かく悟ごを決めた。

「どけっ！」

　何とか隙すきをついて逃げようとしたが、さっと腕を摑まれる。

「おっと。まだ話は終わっていないぞ。下級生が監督生の話の途と中ちゆうで帰るなんて、このセンドリック学園ではマナー違い反はんだ。お仕置きしないとな」

「放せっ！」

　かなりまずい状じよう況きようだと悟さとった。逃げたいが、腕を放してもらえそうもない。

　それでも身じろぎしていると、男はにやにやとした。

「細い腕だな。女なんじゃないか？　ナイフの傷だとあやしまれるから、この腕をぽっきり折ってやろうか。ああ、俺達にやられたって言っても無む駄だだぞ。お前なんか知らないって言うから。俺達は監督生プリーフエクトだ。みんな俺達の言う事を信じるさ」

　閉へい鎖さされた空間でもあるパブリックスクールなら、そうやって暴行事件が起きても闇やみに葬ほうむられるかもしれない。ぞっとしつつ、何とかラテの隙をついて、腹に一発渾こん身しんの蹴けりを入れる。

「うっ！」

「このやろう！」

　逃げようとしたがすぐにハウゼンに腕を摑まれた。

（どうしよう……！　怖こわい。誰だれか助けて！）

「やめろ！　何をしている……！」

　怒鳴り声が聞こえて顔を向けると、ハーバードが駆かけ寄ってくるところだった。

「またお前達か。下級生をいじめるなんて、恥はじを知れ！」

「何を！」

　相手が教師だとわかっていても、興奮したハウゼン達はとまらなかったらしい。

　二人はハーバードに向かって殴なぐりかかる。ハーバードは二人の攻こう撃げきを軽くかわして、両手を構えた。そして目にもとまらぬ速さで、男達の腹を続けざまに殴りつける。

「ううっ……！」

「さっさと帰れ。お前達じゃ十人束になったって俺には勝てない。ああ、俺にやられたって言っても無駄だぞ。お前なんか知らないって言うから。俺は教師だからな。みんな俺の言う事を信じるさ」

　さきほどのハウゼン達の言葉を聞いていたのか、ハーバードが逆手にとって笑えみを浮かべた。

「ちっ！　覚えていろよ」

　よろけつつ、ハウゼンとラテがこの場をあとにする。

　姿が見えなくなってから、ハーバードがこちらに向き直った。

　何とか気持ちを落ち着けて頭を下げる。

「ありがとうございました。二回も危ないところに居合わせるなんて、すごい偶ぐう然ぜんですね」

　正直な感想だった。彼の表情を見て、ふと違い和わ感かんを覚える。

　彼は自分がいじめられているのではと心配していた。その時の顔は優やさしげだったのに、いま目の前にいる彼は、その時とはまったく違ちがう厳しい表情をしていた。

「偶然じゃない。お前をつけていたんだ。そうしたらあの二人とお前がもめ始めたから、止めにきたんだ」

　声は淡たん々たんとしていた。その口調には覚えがある。それは警察官としての……そう、獲え物ものを追う狩人かりゆうどの声だった。嫌いやな予感がしつつ、何とか知らぬ振ふりで首を傾かしげた。

「どうして僕をつけたりなんかするんですか？」

　驚おどろいて目を見張った。自然な表情のはずだ。それでも彼は厳しい顔つきのままだった。

「お前がなぜこの学園に変装して潜せん入にゆうしたのか突つき止めようと思ったからだ。久しぶりだな、〝ルビィ〟」

　自信のある声だった。彼は確信を持っていると悟ったものの、頷うなずくわけにはいかない。

「ルビィ？　誰の事ですか？　僕はメリルですけど」

　とぼけたものの、それで納なつ得とくしてくれるハーバードではないとわかっていた。

　案の定、彼は薄うすく笑った。

「男に変装して男子学生しかいないパブリックスクールに潜入なんて、いい度胸だな。前にあった時は、マリアという女性だった。二十代前半だと思っていたが、いまは完全に十代に見える。顔立ちも声こわ色いろもまったく違う。いったい、どれがお前の素す顔がおに一番近いんだろうな」

　観察するような視線を向けられて、思わず俯うつむきたくなった。

　しかしそんな自分を叱しつ咤たする。

　気を張ってまっすぐ彼を見つめると、ハーバードがゆっくりとこちらに近づいた。

「俺が教師としてここに来たからさぞ驚いただろう。どうしてここに俺が来たかわかるか？」

　それは謎なぞだった。まだ目的のものがここにあるかどうかもわからないので、予告状だって出していない。それなのに彼は自分がここにいるのを見み抜ぬいていた。

　ハーバードが腕うで組ぐみして、口角を上げた。

「俺はお前が盗ぬすむ物にある共通点を見付けた。その共通点を探さぐって、ここに辿たどり着いたんだ」

　共通点と聞いてどきっとした。無言でいると、ハーバードは話を続ける。

「お前が盗むものは、先日の事件でルイスが身につけていた月の涙なみだ以外は、すべて彼が王室から盗んだ物ばかりだ。単刀直入に聞こう。ルビィ、お前は王室から盗まれたものを取り戻もどしているのではないか？」

　鋭い指し摘てきに思わず声を上げそうになった。しかしそれを何とか吞み込む。

（どうしてハーバードがそれを……！　怪かい盗とうルビィと王室との関かかわりは、絶対に知られてはならないトップシークレットだわ。アルフレイ皇太子とも、もし捕つかまっても王室の名前は絶対に出さないと約束しているし）

　動どう揺ようしたが、拳こぶしを握にぎって何とか平静を保った。

　ハーバードがこちらをじっと観察するように見つめて、話を続ける。

「そうなると、お前は王室の命令で盗みを働いている事になる。国がひっくり返るぐらいのスキャンダルだ。慎しん重ちように捜そう査さする必要がある。だから俺は休きゆう暇かをとって恩師に頼たのんでここに潜入した。この学園に王室から盗まれたものがあるらしいと情報が入ったからな」

　どうやらハーバードはアルフレイが摑つかんだ情報と同じものを知ったようだ。事情はわかったが、ルビィと王室の関わりまで気付かれているとなると、かなりの非常事態だった。

「……何度も言いますが、僕はルビィなんて名前ではありません。もう帰らないといけないので失礼します」

　逃にげようとすると、ハーバードに腕うでを摑まれて引き寄せられた。

　彼の顔が息がかかるほど間近に寄せられる。

　鋭するどい瞳ひとみは、以前〝マリア〟として接した狩人としての彼のものだった。

　捕まったら最後、正体を暴あばかれて頭から食べられてしまうような錯さつ覚かくがあった。

「いいや。お前はルビィだ。……お前があやしいと気付いてから、調べさせてもらった。お前はジャスミン家の子息だと学園の資料には書いてあった。警察の仲間に調べてもらったが、ジャスミン家という公こう爵しやく家はあるが、そこには息子むすこなんていない」

　思わず眉まゆ根ねが動いた。ハーバードがほくそ笑む。

「ジャスミン家には、両親と女の子三人が仲なか睦むつまじく暮らしている。他ほかに子どもはいないそうだ。さて。それでは身分を偽いつわって学園に潜入したお前はルビィではないならいったい誰だ？」

　アルフレイが用意してくれた身分は、イングテッドでもかなり地方に領地を持つ公爵のものだから、短い潜入期間ではまずばれないだろうと踏ふんでいた。

　しかし、相手がハーバードではそうもいかなかったようだ。

（どうしよう。何とかごまかさないと。でも……）

　身分を詐さ称しようしているのがばれた以上、どう言い訳しても彼は納得しないだろうと思った。

　何より、彼はルビィと王室の関係に気付いている。

（王室とルビィが関係しているっていうのは、絶対に隠かくさなくては。だったら……！）

　あえて、まっすぐにハーバードを見つめた。挑ちよう戦せん的で強気な目に見えるよう意識した。

　ハーバードが驚いたように一いつ瞬しゆん目を瞬またたかせた。

「そうよ、わたしはルビィ。それともマリアといった方があなたにはわかりやすいかしら」

　ハスキーな声はマリアのものだ。言葉遣づかいも、妖よう艶えんに見える表情もすべて。

　ハーバードが目を見開いたが、すぐに口角を上げて握っている手に力を込めた。

「ずいぶんあっさり認めたものだな。もっとあたふたごまかすかと思ったが」

「ごまかしたってあなたはもう確信を持っているんでしょう？　だったら時間の無駄だわ。わたし、無駄な事をするのは嫌きらいなの。ねぇ、腕が痛いわ。逃げないから放してよ。レディに対して失礼じゃない？」

　首を傾げると、ハーバードが息をついて腕を放してくれた。

　彼に向き直って、腰こしに手を当ててにっこり笑う。

「わたしの変装に気付くなんてさすがね。だけど、わたしと王室が関係あるなんて突とつ拍ぴよう子しもない推理は頂けないわ。確かにわたしはルイスが王室から盗んで売った物を盗んでいるわ。でもそれは王室に……アルフレイ皇太子にちょっぴり腹が立っているから、仕返しのつもりなの」

　片目を瞑つぶって、いたずらっぽい笑みを浮うかべた。

　王室から盗まれた物をまた盗んでいるのが偶然だと言っても、ハーバードはそう簡単には信じないだろう。だったら、違う話をでっち上げるしかなかった。

「アルフレイ皇太子に腹を立てている？」

　眉根を寄せたハーバードに大きく頷いた。

「そう。彼ったら、わたしが王室のパーティに出席した時に、ダンスに誘さそったら断ったのよ。そんな事をされたのは初めてよ。ひどい屈くつ辱じよくだわ！」

　いろんなでっち上げの理由が頭に浮かんでいたが、どれも賢かしこくて勘かんが鋭いハーバードを納得させるほど信しん憑ぴよう性せいはなかった。

　一番彼が信じそうな理由はこれではないかと怒おこった顔でまくしたてた。

「ダンスの誘い……？」

　ハーバードが理解不能だという顔をしている。その顔をさせるのが狙ねらいだった。

（ハーバードって、賢いし理論立てて話を進めていくのが得意なのよね。その彼が唯ゆい一いつ理解しにくいのが人の感情よ。特に女性の感情的な理由だったら、理論立てて説明できないから、納得はできないかもだけど、否定もできないはず）

　幼なじみの彼とは十年のつきあいになる。

　彼の性格をよく知っているからこそ、この理由が一番ではないかと考えた。

　ダンス嫌ぎらいで家族以外をエスコートするのも嫌だと言うアルフレイならありそうな話だ。

　それにハーバードが知っているルビィ……つまりマリアは妖艶な大人の女性で、小こ悪あく魔ま的な性質を持っている。その前提を踏まえて、彼が信じてくれるかもしれないストーリーはこれしかないと思った。

「いままで男性をダンスに誘って断られた事なんて一度もなかったのよ。ものすごーく腹が立ったから、アルフレイ皇太子にいじわるしてやろうと思って。ルイスが彼になりすまして盗んだ宝物を彼が内密で買い戻しているって情報を手に入れたから、その邪じや魔まをしているの」

　ハーバードは、アルフレイが宝物を内密に買い戻している話を知っていたのか、いまの話には驚いた顔を見せなかった。

「ルイスに盗まれたってスキャンダルを王室は隠したいみたい。だけど買い戻す前にわたしが盗めば、彼は困るでしょう。あの綺き麗れいな顔が困っているところを見てみたくない？」

　くすっと楽しそうに笑うと、ハーバードが半信半疑な顔をした。

「ただ、それだけの為ために……？」

「そうよ。わたしが彼の大切な物を持っていると知ったら、彼はどうすると思う？　きっとわたしに媚こびるはずよ。わたしに頭を下げて踊おどってくださいって、彼の方から言わせてやるの」

　余よ裕ゆうありげな笑えみを浮かべているが、心臓はばくばくしているし、背中は汗あせびっしょりだ。

（お願いお願いお願い！　信じて！）

　ハーバードに理り屈くつの通った偽にせの話をするのは、自分には無理だろう。

　だったら感情の部分で攻める方がいいと思って賭かけに出た。

　個人的な感情で王室のものを盗んでいるんだと言えば、ハーバードもそれが真実かは調べようがない。そして彼が知る〝マリア〟はそういう個人的な感情で動きそうな女性だった。

　男に振ふられて腹が立ったから、その男のものを盗んで困らせてやる。

　マリアなら言いそうだと彼が思ってくれれば成功だった。

「……そんな個人的な理由で本当に盗んでいるのか？」

　まったく信じていないわけではないと、ハーバードの表情が物語っていた。

「ええ、そうよ。それにルイスが王室から盗み出したものは、わたしの好みにぴったりの宝物達なの。大好きな宝物が手に入ってアルフレイ皇太子を困らせてやれるなら一石二鳥だわ」

　あまり長く話すとよけいな事を言って、ハーバードに何か感づかれてしまうかと思った。

　心の中では焦あせりつつ、妖艶な笑みを浮かべた。

「ハーバード。あなたはとってもいい人よ、敵にはしたくないわ。だから邪魔しないでちょうだい。……あなただって、警察だって身分を隠して教師になりすましてるなんてばれたらまずいんじゃない。手引きしてくれた恩師にだって迷めい惑わくがかかるわよ」

　最後のひと言は、鋭い視線と声で放った。

　さすがにハーバードがぐっとあごを引く。やはりそれが彼の弱みのようだ。

「恩師には迷惑をかけられないんでしょう？　それにしても、よくその恩師は潜せん入にゆうの手引きなんかしたわね。ばれたらその人の立場だって危あやういのに」

　ハーバードがわずかに顔を曇くもらせた。

「恩師が俺をここに招き入れたのは、この学園に問題があるからだ」

「問題？……あ、もしかして、ここの卒業生が行方ゆくえ不明になっているって話？」

　ハーバードの眉根がわずかに動いた。

「当たりみたいね。その話なら聞いているわ。ここを卒業したあと、大学に入ってから何人か行方不明になっている人達がいるんでしょう？　みんなここの監督生だったって話よね」

「……それ以上に何か情報を知っているのか？」

　探さぐるような目つきを向けられて、肩かたを竦すくめる。

「さあ、どうかしら。恩師はなんて仰おつしやってるの？」

　ハーバードが戸と惑まどうように口を閉じた。

「ここまで話したんだから、言ってみたら。わたしは違ちがう立場でアドバイスできるかもしれないし」

（母校の卒業生が行方不明になるって、ハーバードにとったらきっとかなり気になる事件よね。大した役には立てないけど、何か力になれる事があったら……）

　本来の目的とずれているし、関かかわってはいけないとわかっているが、幼なじみでいつも心配して面めん倒どうを見てくれるハーバードを少しでも助けたいという気持ちがあった。

　ハーバードは悩なやむそぶりをみせたが、やがて顔を上げる。

「確かにお前は、俺とは違うルートから情報を手に入れられるかもしれないな。……卒業生の行方不明事件は、もちろんたまたま行方不明者がここの卒業生だったというだけの偶ぐう然ぜんかもしれない。しかし恩師は気にされている。行方不明になったのは、優ゆう秀しゆうで恩師が目をかけていた生徒ばかりだそうだ」

「その卒業生達は、何か学園で問題を抱かかえていたの？」

「それを調べる為に俺はここに来たんだ。彼らは身分の高い貴族の子し弟ていばかりで、成績も優秀で将来を期待されていたらしい。恩師は行方不明者の全員が監督生だったという共通点があるのが気になっているそうだ。学園で何かあったのかもしれないから調べてほしいと言われた」

　息をついたハーバードを、腰に手を当ててゆっくりと見み据すえた。

「事情はわかったわ。……ねぇ、提案があるんだけど」

　微笑ほほえむと、ハーバードがやや眉まゆ根ねを寄せた。

「その行方不明の卒業生の事はわたしの方でも調べてみるわ。何か情報があったらあなたにも伝える。だからわたしの正体は黙だまっていてほしいの」

「そんなわけにいくか！　ようやく見付けたんだ。ここで捕つかまえてやる！」

　じりじりとにじりよろうとするハーバードを手で制した。

「待ってよ。まだ予告状だって出してないし、盗ぬすみだって働いてないのよ。もしわたしの正体をばらしたりしたら、あなたの正体も遠えん慮りよなく話させてもらう。あなたを警察官だと知っていて招き入れた恩師はまずい事になるんじゃない？」

　ハーバードがややあごを引いた。そんな彼に向かって話を続ける。

「あなたも行方不明の卒業生の事を調べたいだろうし、お互たがいもう少し学園に潜入していたいじゃない。下調べしたら予告状を出すから、華はな々ばなしい舞ぶ台たいを調ととのえて、怪かい盗とうと警部として対決しましょう。その方が楽しいわ」

　享きよう楽らく的だとハーバードに思ってもらえるよう、微笑みつつ提案した。

　恩師の立場を守りたいのか、ハーバードは無言でまっすぐこちらを見つめるだけだった。

「何も言わないのを返事ととらせてもらうわね。大だい丈じよう夫ぶ、勝手に逃にげたりしないから。わたしももう少しこの学園を調べる時間が欲しいもの。じゃあ、ごきげんよう。ハーバード」

　優ゆう雅がな仕草で礼をして、堂々と彼の隣となりを歩いて立ち去ろうとした。

「……待て」

　呼び止められて、足を止める。顔だけを向けると、ハーバードが薄うすく笑った。

「個人的な感情で盗みを働いているというのは、確かにお前なら言いそうだ。だが、俺は王室とお前が繫つながっているという推理を曲げるつもりはない。必ずその証しよう拠こを突つき止めてやる。それまではお前を泳がせてやろう。せいぜい行動には気をつけろ」

　それは警察官であるハーバードからの宣戦布告だった。

　こちらの話を全部信用したわけではないと、緑の瞳ひとみが物語っていた。

「好きなだけ調べたらいいわ。わたしと王室が関係あるなんて証拠は何も出てこないし」

　自信のある態度で答えると、ハーバードが一度目を伏ふせた。

「……あの執しつ事じは」

「え？」

　聞き取れなくて首を傾かしげると、ハーバードが何か決心したように顔を上げた。

「お前に仕えているあの執事は誰だれだ？　お前があやしいとわかってから見張っていたが、いつもあいつが人知れずお前の事を見ていた。身のこなしや気配の消し方はただ者ではない。お前の仲間なのか？」

　どうやらエリックの事を言っているようだった。

（エリックがいつも人知れず見ていたって、本当かしら。もしかしてエリックはいつもわたしを見守ってくれているのかな。だから昨日落馬した時もすぐに助けに来られたとか……？）

「彼は……」

　何と言うべきか迷ってやや顔を伏せた。

「何……！」

　突とつ然ぜんハーバードがこちらを見つめて声を上げた。何事かと思う間もなく、老執事に変装したエリックが突然現れ、身にまとっている黒いマントで背後から身体からだを覆おおった。驚おどろいていると、マントの中で身体を優やさしく引き寄せられ、エリックに抱だき締しめられるような形になった。

　エリックが微笑みつつも、鋭するどい視線をハーバードに向ける。

「私は怪盗ルビィの影かげです。彼女の邪じや魔まをする者は、私が許しません。ルビィは優しいですが、私はそう優しくはありませんよ」

　声は落ち着いていたものの、ぞっとするほどの怖こわさを感じた。ハーバードが睨にらみつけた。

「なるほど。お前はやはり仲間か」

「仲間とはまた違います。私とルビィは一心同体。ハーバード。影である私はあなたを見張っています。くれぐれもルビィの行く道を塞ふさぐ事のないよう。それが身の為ためです。では」

　目の前で煙けむりが上がった。同時にエリックに手を引かれてその場を後にする。

「待て！　まだ話は終わっていない！」

　ハーバードの声が聞こえたが、足を止めずにエリックと二人で走った。
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　職員用の寄宿舎にある自室に戻もどったハーバードは、乱暴に上着を脱ぬいで椅い子すに放ほうり投げた。

　なぜかいらいらが止まらない。椅子に座って大きく息をつく。

「怪盗ルビィの影だと……！」

　ルビィと話していて、突然執事が現れた。老ろう齢れいのように見えるが、ルビィが落馬して倒たおれた時、軽々と抱き上げて走っていった。あの動きはどう見ても年寄りのものではない。

　観察した限りでは、おそらく二十代から三十代の男性だと思われた。

　靴くつをじっくり観察したが、底上げはしていないようなので、背が高いのも本当だろう。

　しかし顔立ちは変装を解いたらまったく違うだろうと思われた。あの執事が現れた時、ルビィは明らかにほっとした顔になり、信しん頼らいしている目と表情を惜おしげもなく向けていた。

　自分はルビィの真実の顔さえ知らない。

　彼女は本当はどういう育ちで、どこに住んで、どんな理由で盗みを働いているのかも。

　しかしあの執事は、きっとルビィの何もかもを知っているのだろう。

　だからこそ、ルビィも噓うそをつかなくていい執事の前では、あんなに無防備な表情になるのだ。

　そう思ったとたん、胸の内に黒いもやがあふれ出て、心を覆い尽つくそうとした。

「何を考えているんだ。俺は……！」

　感情的にならないように、いつも自分を律している。それなのに、あの執事とルビィの様子を見た時に、感情の波が一気に押し寄せて息苦しささえ感じた。

「これは……この気持ちは……」

　嫉しつ妬とだとわかっていた。しかしそれを認めるわけにはいかなかった。

　ルビィとはルイスの事件の時に共きよう闘とうした。

　妖よう艶えんで、だけどどこか素す直なおで憎にくめない。それがルビィの印象だ。

　しかし彼女は怪盗で、自分は警察官だ。この感情は絶対にもってはいけないものだった。

　ルビィの何もかもを知っているであろう執事の事を思うと、胸が苦しくなった。

　そんな気持ちを深呼吸してどうにか追い払はらう。

「俺は怪盗を捕まえる警察だ。絶対にルビィを捕まえる。あの執事も一いつ緒しよに」

　決意を声にして、もうよけいな事は考えないようにしようと思った。

　自分がいま考えなければならない事は、ルビィと王室は本当に関係がないのか、だ。

　ルビィはアルフレイに対する嫌いやがらせだと言っていた。彼女なら確かにそんな事を言ってもおかしくなかった。しかし本当にそうかと疑問は残る。

「ルビィは、そんな事の為にあんなに必死に盗みを働いているのか？」

　享楽的な女性ならそれもあり得るかもしれない。しかしルビィは見かけは派手だが、話した感じや内面は、実は少女のように純じゆん粋すいではないかと思っていた。マリアと名乗っていた女性は二十代前半だったが、学園に男子学生として潜せん入にゆうしているルビィは、十代にしか見えない。

「もしや、ルビィは思っていたより若いのかもしれない」

　しかしその推理には矛む盾じゆんがある。ルビィが盗みを働き始めたのは、三年前だ。

「三年前に完かん璧ぺきに盗みをやってのけたのなら、ぎりぎり十代だと思えなくもないが、やはり二十代の可能性が高いだろう。だが話した感じでは時々少女のような印象を受ける。……ルビィの素す顔がおを暴あばくのは難しそうだな」

　素顔を暴くのと同じくらい難しいのは、彼女が盗みをする理由を暴く事だろう。

　ルビィの顔を思い出す。彼女の真実とはなんだろうと考えて、美しい紫むらさきの瞳を思い出した。

「……だから、何でメアリの顔が浮うかぶんだ！」

　自分に対して呆あきれた声を出した。同じ紫の瞳をしているせいか、ルビィの事を考えると、時々メアリの事を思い出してしまう。顔立ちも性格も言葉遣づかいもまったく違ちがう二人。

　共通しているのは紫の瞳だけだ。だがこの国の民たみの約三分の一はみんな紫の瞳をしていた。

　メアリの事は大事だ。可愛かわいい妹のような存在で、守ってやりたいと心から思う。

　王室のパーティで自分達が婚こん約やく者同士だとわかった時、メアリはずいぶん慌あわてていた。

　突然の事だったので驚いたのだろうが、あの様子だと自分との結婚を嫌がっているように見えた。女伯はく爵しやくになるという彼女の夢を尊重するなら、いまは結婚するべきではない。

「メアリには幸せになってほしい……」

　兄のせいで、メアリの両親が事件に巻き込まれた。事故で死んだ事になっているが、生きている可能性はあると思っている。彼女から両親を奪うばう原因になったある組織の事を思い出して、傍かたわらの机の引き出しを開けて、小さな箱を取り出した。

　開けると、鳥が翼つばさを広げた様子が彫ほられた金の徽き章しようがある。

　これはブラックバードという反王室派組織のものだ。ルイスはブラックバードの一員だった。月の涙を盗ぬすむとルビィから予告状が来た事件の時にこの徽章を拾った。

　三年前、兄はブラックバードを捜さがしていてメアリの両親と一緒に行方ゆくえ不明になった。

　そしてそれからしばらくして、兄の筆ひつ跡せきで捜すなと書かれた手紙が届いた。

　その手紙にはこの徽章と同じ鳥の姿が描かかれていた。

　おそらく兄のシリウスはブラックバードを調べていて捕とらわれたのだと思う。そしてメアリの両親はそれに巻き込まれたのだろう。その事件の真相を調べたくて警察官になった。

　メアリは天てん真しん爛らん漫まんで、そばにいてほっとする少女だ。

　誰よりも幸せになってほしいと思うから、自分との結婚を嫌だと思っているなら、自由にさせてやりたかった。自分としても、メアリを可愛いと思っているが、それが恋こいなのかと聞かれるとよくわからない。しかし彼女が大切なのは確かだ。

「この件が終わったら、もう一度母上と父上を説得しないとな。だが結婚を断ったら、メアリは将来誰かと結ばれる事があるんだろうか……？」

　メアリとの結婚生活なんて想像もつかない。

　しかし彼女が違う誰かと結ばれるのかと思うと、それはそれで嫌な気持ちになった。

「いったい、どうしたいんだ。俺は」

　ルビィに対しても、メアリに対しても、自分より強い結びつきのある相手がいるかもしれないと思うと、複雑な気持ちになった。

　自分の気持ちがよくわからなくて、ハーバードは深いため息をついていた。
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「坊ぼつちゃま、準備はよろしいですか？」

　朝の支し度たくを終えて、メアリは鏡を確かく認にんする。

「ああ。今日も〝メリル〟の変装は完璧だ。……学園生活にも男装にもやっと慣れて来たけど、学園にあるという宝物の事はなかなかわからないな。ハーバードに正体を気付かれた以上、急がないとまずいだろう」

　昨日、ハーバードにルビィと呼ばれた。何とかその場は乗り切ったものの、彼がどういう行動に出るかはわからないので、計画を早める必要があった。

「学園長が二、三日学園に逗とう留りゆうされるようですが、近づく事はできませんか？」

　エリックの問いかけに、思わず顔を顰しかめる。

「監督生プリーフエクトが周りを固めていて近づくのは難しいな。昨日は頑がん張ばって声をかけたけど、監督生の二人に絡からまれたし。あの二人にはどうも目をつけられたみたいだから、これ以上学園長に正面きって近づくのは厳しいかも。やっぱり学園長室に直接忍しのび込むしかないかもしれないな」

　エリックが鞄かばんに今日の授業の教科書を入れつつ、頷うなずいた。

「そうですね。学園長室の奥にある私室に美術品のコレクションがあるという噂うわさです。学園長室に無断で忍び込むのは一度失敗しているので、違う手で行きたかったのですが、ハーバード様に気付かれたのならやはり少々危険でもすぐに行動に移した方がいいかと」

「ああ。だけど問題はどうやって学園長室を見張っている監督生を追い払うかだな」

　腕うで組ぐみして考え込んでいると、エリックがうやうやしくおじぎした。

「お任せください。私は怪かい盗とうルビィの相棒です。見張りは何とかしましょう。放課後までに準備を整えておきますので、坊ちゃまは授業にどうぞ」

　力強くて頼たのもしい言葉だった。鞄を受け取って大きく頷く。

「ありがとう。では見張りの監督生の事は任せるよ。放課後さっそく行動に移すとしよう……では、行ってくる」

　そろそろ授業の始まる時間だと、扉とびらを開いた。

　しかしすぐ目の前で壁かべに凭もたれている人物を見て、目が飛び出そうなほど驚おどろいた。

「ハ、ハーバード……」

「グレハム先生だろう？」

　いじわるな笑えみを浮かべている彼を見てはっとした。廊ろう下かには自室から出てくる生徒達が数人いる。教師である彼を呼び捨てにしたら、不ふ審しんがられるだろう。

「おはようございます。グレハム先生……」

「お前に用事がある。先日の数学のテスト、赤点だったぞ。特別に個人授業してやろう。その上でもう一度テストをやりなおすぞ。二人だけでじっくりとな」

（そんなっ！　個人授業なんて名ばかりで、本当はわたしが学園に潜入した目的を探さぐる気が満々なのに、それがわかってて彼と二人っきりになんてなれないわ！）

　どうするべきかと悩なやんでいると、ふいに背後から声が聞こえた。

「個人授業をやる意味がわかりませんが」

　エリックが扉から出てさっと隣となりに立ち、堂々とハーバードを見返した。

　ハーバードの表情がやや険しくなる。

「テストを受ける前の説明を兼かねた授業だ。執しつ事じは寄宿舎での身の回りの世話をするのが仕事だろう。学校の事には口を出すな」

　ハーバードにしては、珍めずらしく険のある言い方だった。

「主人が不当な扱あつかいを受けるのを黙だまって見てはいられません。赤点は問題でしょうが、他ほかにも成績が悪かった者達がいるはずです。彼らと一緒に補習を受ければいいのでは？」

　二人の言い合いはまるで、槍やりの応おう酬しゆうのようだ。

　鋭するどい刃やいばが相手に向かって放たれるのが見えるようだった。

（ふ、二人ともいつも冷静なのに、どうしたの!?　まるで喧けん嘩かしているみたいだけど！）

　二人とも笑みを浮かべているが、言葉も態度も刺とげ々とげしくて、怖こわくてのけぞりたくなった。

　睨にらみ合った様子を見ていると、まるで火花が散りそうな勢いだ。

「執事が口を出すなと言っているだろう。メリルに話があるんだ」

「主人の一大事。黙ってはいられません。どうしても個人授業をしたいなら、私も参ります」

「来るな。学校の事だぞ」

　言い合いは止まらない。周りにいた学生達が何事かと集まってきた。

　こちらを見て、ひそひそと話をしている生徒達に気付いて、思わず二人に囁ささやく。

「二人とも、場所をわきまえて！」

　二人がはっとした顔になって、ようやく生徒達の注目の的になっているのに気付いたのか、押し黙る。慌てて二人の間に割って入り、ハーバードに顔を向けた。

「グレハム先生。補習授業の話はまたあとで聞きます。ここではちょっと」

　周りでじろじろ見ている生徒達に目をやると、ハーバードがようやく口を噤つぐんだ。そしてエリックを一度睨みつけてから、背を向ける。彼が遠ざかっていくのを見てほっとしたものの、まだざわざわしながらこちらに目を向けている生徒達に気付いて、エリックの背に手を当てた。

「ちょっと、忘れ物をしたから」

　エリックを部屋に押しやって扉を閉め、ようやく大きく息をついた。

「どうしてあんなに喧けん嘩か腰ごしなの？　屋や敷しきにハーバードが遊びに来た時は丁てい寧ねいなのに」

　つい、口調がメアリに戻もどっていた。ハーバードの物言いにも驚いたが、エリックがそれに対たい抗こうするように発言したのは更さらに驚きだ。

「ヒューストン家では、お客様には最高のもてなしをとシャーロット様から言われております。ですがいま私はメリル様の執事のエリオット。だから違ちがう対応をさせてもらいました。警察官のハーバード様には正直あまりいい感情はもっておりませんので、あれが素すの対応になります」

　どうやらそれが滅めつ多たに聞けないエリックの本音のようだ。

「どうしてそんな言い方するの？　それじゃまるで嫌きらっているみたいよ」

「はっきり言いますが嫌いです。子どもの頃ころから、警察官は敵で見たら倒たおせと教わりました」

　思っていたより、エリックの過去はハードなようだ。

「いったい誰だれがそんな事を教えたのよ」

「それは秘密です。お嬢じよう様さま、怪盗ルビィにとっても警察官であるハーバード様は敵です。くれぐれもそれを忘れないでください」

　久しぶりにお嬢様と呼ばれて驚いた。エリックもどうやら、変装の設定を忘れているようだ。

　確かに彼の言う事はもっともだと思う。しかしわずかに首を傾かしげた。

（確かにハーバードは敵である警察官だけど……でも、さっきのエリックの態度はどうもそれだけが理由じゃないような気がしたけど……）

　二人の様子はまるでお互たがいがライバルでもあるかのようだった。しかし何に対してのライバルなのかはよくわからない。

　考え込んでいると、エリックが懐かい中ちゆう時計を取り出した。

「そろそろ時間です。遅ち刻こくしますよ」

　頷いて、とりあえず気になっている事はあとで考えようと、慌あわてて扉を出た。
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　放課後、メアリは何とか誰にも気付かれずに職員棟とうに忍び込む事に成功していた。辺りに目を配りながら階段を上がり、廊下の角から学園長室に通じる扉に目をやる。

　そこには青い腕わん章しようをつけた監督生が二人、見張るように立っていた。

（学園長のルークはとても裕ゆう福ふくで、彼に気に入られたら、社交界に出た時にかなりバックアップをしてもらえるとか。だから監督生達はこぞって気に入られようと彼の美術品を守ったり彼の警護をしてるって聞いたけど）

　ルークは職員会議に出ているはずだった。いまの時間なら学園長室は誰もいないと調べてきてある。そのまましばらくじっと待っていると、廊下の反対から生徒が走ってきた。

「大変だ！　火事だっ」

「何だと！」

「まだぼやだけど、早く消火しないとまずい。手伝ってくれ！」

　見張り達を呼んだ生徒は、彼らを先に行かせてちらりとこちらに目を向け、ふっと笑った。

　生徒は、黒い瞳ひとみをしていた。

（あれってエリックの変装した姿よね。すごい、さっきまでおじいちゃん執事だったのに、いまは十代の少年にしか見えない。やっぱり変装術では敵かなわないな）

　見張りを追い払はらってくれたエリックに心の中で感謝しつつ、そっと扉の方へと進んだ。

　ノブに手をやると、鍵かぎがかかっている。鍵穴を確かく認にんして、持っていた針金を取り出した。

　鍵穴に針金を入れると、しばらくしてガチャリと鍵が外れる音がする。

「よし！」

　小声で囁いて、そっと扉を開いた。そろそろ夕暮れ時だが、カーテンが開いているので部屋の中は明るかった。分厚い本が並んだ本ほん棚だなと、大きな机と椅い子す。どっしりとしたえんじ色のソファと同じ色をした絨じゆう毯たんが敷しかれている。そして机の背後に小さな扉があった。

「学園長室の奥の私室に美術品のコレクションがあるって言ってたわね」

　近づいてノブを握にぎるとやはり鍵がかかっていた。

　もう一度針金を取り出して鍵穴に入れ、全神経を指先に集中した。




　ガチャリ！




「開いたっ！」

　思わず声を上げて、慌てて口元を押さえた。

「静かにしなくちゃ。……でもこれでようやく宝物があるかを確かめられるのね……！」

　期待を込めて、扉とびらを開けた。中はそう広くはない部屋だった。

「これ……！　全部そうよね……!?」

　作り付けられた棚に並ぶ彫ちよう刻こくや壁かべにかけられた絵画、それらはすべて見覚えがある。ルイスが盗ぬすんだ王室の宝物だと、アルフレイに見せてもらった資料に写真が載のっていたものばかりだ。

「一、二、三……全部で十点。間違いないわ。やった……！　これを全部取り戻せたら、アルフレイ皇太子との約束を果たした事になるわ。女伯はく爵しやくの特許状がもらえる……！」

　心の底からの喜びと興奮で、頭も心もいっぱいだ。宝物の在あり処かさえ見つかったら、あとはどう盗むかだけ考えればいい。女伯爵になるという夢は、すぐ手の届くところまできていた。

「このまま持って帰りたいけど、やっぱり怪かい盗とうルビィとして予告状を出さないといけないのよね。うーん。惜おしいな……あれ？」

　ふと閉じた扉の向こうで音が聞こえた気がした。学園長室に誰かが入ってきたらしい。

　一気に緊きん張ちよう感かんが高まって、慌てて身を低くした。

（まずいわ……）

　宝物がある部屋は小さな明かり取りの窓が一つあるだけ。そこから出られない事はないが、ここは二階で外から確認した時には窓の外に足場もなかった。何の用意もなく、窓から逃にげるのはかなり困難だ。いまの状じよう況きようでは、扉から出られないなら逃げる場所はない。

　どうしようかと思ったが、そっと扉の方に近づいた。そして鍵穴から外を覗のぞいてみる。

　扉の向こうがどういう状況なのか、まずは把は握あくする必要があると思った。

　鍵穴から見える範はん囲いにえんじ色のソファがあった。

　そこに青い腕章をつけた生徒が座っている。

　よく見たら、ハウゼンだった。

　そしてハウゼンと向かいあって椅子に座っているのは、学園長のルークだ。ルークは優やさしげな笑えみを浮うかべていた。ハウゼンが興奮したように前のめりになる。

「光栄です！　学園長室に招待して頂けるなんて！」

「君は成績も優ゆう秀しゆうで、監督生としても素す晴ばらしいと聞いているよ」

「ありがとうございます！」

　緊きん張ちようしつつ満面に笑みを浮かべているハウゼンを見て、思わず腹が立った。

（ぜんっぜん優秀じゃないわよ。下級生はいじめるし、わたしにわざとポロの球をぶつけようとしたし、ひどい奴やつなのに！）

　ルークに教えたかったが、さすがにこの状況ではできなくて、じっとしているしかなかった。

（何とか隙すきをついて逃げないと。……それにしても、どうしてハウゼンと学園長が二人だけで学園長室にいるのかしら）

　頭に疑ぎ問もん符ふが浮かんだが、とりあえずはじっとして様子をみようと二人の会話に耳を傾かたむけた。

「君は最上級生だろう。卒業後の進路は決まっているのか？」

「はい。ハイロクリー大学に行く予定です」

　ハイロクリー大学はイングテッドでも有数の大学だ。頭がいいというのは本当らしい。

「そうか。優秀な生徒を持って私も誇ほこらしいよ」

　ルークが立ち上がった。そしてソファに座るハウゼンの傍かたわらに立ち、肩かたに手を置く。

「……ところでハウゼン。私はある特別な仕事をしているんだ。よかったら君にその仕事を手伝って欲しいんだが」

「お、俺……いや、僕がですか？　お役に立てるならどんな事でも……！」

　ルークに気に入られたいのか、ハウゼンは精いっぱいの愛あい想そ笑いを浮かべている。

「ハウゼン、君はいまのこの国をどう思う？」

「どう、と言いますと？」

　予想外の質問だったようで、ハウゼンがやや首を傾かしげた。

「貴族全員が女王の顔色を窺うかがい、みんなが彼女の前に跪ひざまずく。女王が右を向けと言ったらみんな右を向いて、左と言ったら左を向く」

「女王陛下に従うのは、イングテッド国の国民としての義務です」

「じゃあ、女王が死ねと言ったら死ぬのかい？」

　そう言い返されて、ハウゼンが目を見開いた。

「それは……」

　口ごもったハウゼンを見て、ルークはゆっくりと笑みを浮かべた。

「私はこの国の真実を知っている。女王はとんでもない女性だ。君のように優秀な者が従うほどの器うつわもない。……君のように素晴らしい人格と賢かしこさを持つ者にはもっと違ちがう道がある。女王に媚こびをうるよりも、もっと君にしかできない事をしないか？」

　ルークの優しげな笑みとはうらはらな不ふ穏おんな言葉の数々に驚おどろくしかなかった。

（何を言っているの？　これじゃまるで、女王陛下に逆らってるみたい。ううん、みたいじゃなくて、ルークは女王陛下が治めるこの国に不満を持ってて、その考えをハウゼンに押しつけているんだわ）

　言葉づかいは穏おだやかだし優しげだが、ルークは間違いなくハウゼンに女王への不信を植え付けようとしていた。ハウゼンが戸と惑まどうような声を上げる。

「僕にしかできない事……ですか？」

「そうだよ。君は公爵家の次男だろう。長男がいるなら領地は継つげないし、いい大学を出ても未来はそう明るくはないだろう」

　図星なのか、ハウゼンがやや目を伏ふせた。

　確かに領地を継げない次男、三男などは、財産を分けてもらって慎つつましく生活するか、金持ちの貴族の娘むすめと結けつ婚こんして婿むこに行くくらいしか将来の展望はない。

　働く事は紳しん士しにあるまじき行こう為いというイングテッド国の貴族の常識のせいで、能力があったとしても外で働く事もできないのだ。ハーバードは警察官として働いているが、それを陰かげでこそこそと言うやからがいる事も知っていた。

　ルークがハウゼンの耳に口を近づけた。

「一いつ緒しよにこの国を変える為ために働かないか。実は君のように優秀な監督生が何人か、私の話を理解して一緒に行動してくれている。彼らも君のように領地を継げない次男や三男ばかりだ。君も長男じゃない事で、辛つらい思いをしているんじゃないか？」

　思うところがあるのか、ハウゼンが考え込むそぶりを見せた。

「ハウゼン。一緒にこの国を変えよう。女王のいない新しい国を作るんだ。そうしたら君も領地を持つ事ができる。長男や父親を気にせず、君の自由にできる領地の当主になる事ができるんだ。我われ々われと一緒に行動すれば、それは必ず現実となる」

　力強い言葉に、ハウゼンが戸惑うように目を動かした。

「だけど、そんな事が実際にできるはずがないです。女王陛下のいない新しい国なんて」

「いいや、できる。女王陛下を廃はいして、我々ブラックバードが新しい国を作るんだ」

　思わず悲鳴を上げそうになった。自分の口を塞ふさいで、息を吞のむ。

（いま、ブラックバードって言ったわよね！　まさか……）

　いろんな事が頭の中でパズルのように繫つながって、一つになった気がした。

　鍵かぎ穴あなから目を離はなして扉に背をつけて、その場にへたり込む。

（さっき、優秀な監督生が何人か、私の話を理解して一緒に行動してくれているって言ってたわ。それってまさか、大学に進学したあと、行方ゆくえ不明になってる監督生の事じゃないかしら。彼らがいまみたいにルークに説得されてブラックバードに取り込まれたのだとしたら……）

　優秀で若い貴族の青年達に、学園内で女王陛下への不信を植え付けて洗脳し、仲間に引き込んでいるのだとしたら。それなら突とつ然ぜんいなくなった卒業生達の事も説明がついた。

　ブラックバードとは反王室派組織だ。

　ハーバードの兄と自分の両親が彼らによって捕とらわれている可能性があった。

（いまの話しぶりだと、ルークがブラックバードに関かかわりがあるのは間違いないわ。彼を捕つかまえられたら父様と母様の行方がわかるかもしれない……！）

　ブラックバードは、アルフレイの異母弟であるルイスを使って、王室の乗っ取りというだいそれた計画を立てていた。ハーバードと協力してどうにかその計画は潰つぶしたが、彼らがどんな手を使うかわからない恐おそろしい組織だというのはよくわかっている。

　怖こわくてたまらないが、両親の行方を探さぐりたいという気持ちが勝った。

（落ち着いて。ルークがブラックバードの一員だとわかったのなら、ハーバードに話して捕まえてもらえばいいのよ。まずはここを逃げ出さなきゃ。もう一度彼らの様子を探って……）

　再び鍵穴に向き合って、隣となりの学園長室をのぞき込んだ。

「ひっ……！」

　今度は我が慢まんできなくて声を上げてしまった。鍵穴の向こうに青い瞳ひとみがあって、こちらを覗いていたのだ。驚きすぎて尻しり餅もちをつく。扉とびらがギィィと音を立てて開いた。

「ルイス！」

　青い瞳と茶の髪かみを持つ、アルフレイそっくりのルイスがこちらを見て、ほくそ笑んだ。

「やあ、やっと捕まえたよ。ルビィ」

　彼はここに自分がいた事に驚きもしていない。彼の後ろにいるルークもだ。

　部屋には二人だけで、いつのまにかハウゼンはいなくなっていた。

「顔がまったく違うな。マリアの顔が好きだったから、もう一度見たかったのに残念だ。それにしても君をおびき寄せるには、ずいぶん手間がかかったよ」

（おびき寄せた……ですって？）

　頭は混乱していたが、このままここにいてはまずいと言う事だけはわかった。

　すぐに立ち上がって彼の横をすり抜ぬけようとした。

「おっと、君に頼たのみがあるんだ。まずは、少しばかり眠ねむっていてくれ」

　ルイスが片手にもった布を口元に当ててきた。息を吸い込んだとたん、頭がくらりとする。

　あっという間に意識がなくなり、暗い闇やみに誘さそわれるように眠りに落ちた。




[image: ]




「どういう事だ……！」

　エリックは廊ろう下かの角から学園長室を窺っていた。

　計画通り火事騒さわぎを起こして、見張りを追い払はらった。実際にぼやを起こしたので、見張りが火を消して学園長室に戻もどるまではたっぷり時間があったはずだ。しかし学園長室を調べて自室に戻ってくる時間のはずなのに、メアリはまだ帰って来ない。

　心配になって学園長室を見に来たが、見張りの監督生達の様子に異変はない。さきほど教科書の業者のふりをして見張りの監督生に声をかけたが、学園長室には誰だれもいないと言われた。

「学園長室を調べてもう出ていったのか？　いや、それなら部屋に戻るはず」

　嫌いやな予感がしてならなかった。

　ルイスの事件の時、メアリはさらわれて朝方まで帰ってこなかった。手を尽つくして捜さがしたが見つからず、屋や敷しきに戻って来てくれる事を信じて、じっと門の前で明かりを片手に待っていた。

　メアリに何かあったらと思うと、生きた心地ここちがしなかった。

　帰って来た彼女を見付けた時、自分の立場を忘れてつい抱だき締しめてしまった。

　それほど、心の底から心配していた。

　あんな気持ちは二度と味わいたくない。どうするべきかと頭が混乱していた。

　いつもならどんな状じよう況きように陥おちいろうと、冷静に判断する事ができた。

　しかしメアリの事になると、自分でもどうかしているのではと思うほど動どう揺ようする。

　それだけ彼女が大事なのだと認めるまでに、数年かかった。

「まずい状況かもしれない。もしや誰かに正体を知られて、監かん禁きんされているのかも」

　それはあり得ない話ではなかった。怪かい盗とうという裏稼か業ぎようの事は自分が一番よく知っている。

　常に危険と隣となり合わせで、綱つな渡わたりの生活だ。できたらメアリには、そんな危険な事はしてほしくなかった。しかし彼女は女伯はく爵しやくになるという夢を叶かなえる為に、怪盗という険しい道を選んでしまった。選んだ以上は付き従うのが自分の役目だと思っている。

「一刻も早く、お嬢じよう様さまを助けるには……」

　広い学園内を一人で捜し回るのは時間もかかるだろう。

　ある人物の顔が頭に浮うかんだ。正直、話すのも嫌なほど憎にくんでいる人物だ。

　この世から消えてしまえと、彼に対して微笑ほほえみながらもいつも思っていた。

　しかしこんな状況ではもっとも頼たよりになると、その実力を認めてもいた。

「あいつに頭を下げるのは死ぬよりごめんだ。だが……」

　自分の命よりも大切なものがあった。

　それを守る為に、エリックは走り出した。
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　自室で授業の準備をしていたハーバードは、ノックの音に気付いた。

「どなたですか？」

　扉を開けると、思いがけない人物がいた。ルビィの相棒であるエリオットという老執しつ事じだ。

「何の用だ？」

　こいつは油断ならないと勘かんが囁ささやいていた。

　身構えると、エリオットは素す早ばやく部屋に入り、扉を閉めた。

「何のつもりだ。さっさと出て……」

「ルビィが行方不明です」

　エリオットは真っ青な顔をしていた。その口ぶりからも緊きん急きゆう事態だと伝わってくる。

「どういう事だ？」

「正直にお答えします。学園長室にあると思われる宝物を探しに行ったまま、ルビィが帰って来ません。連れん絡らくもとれません。何かに巻き込まれたのだと思います」

　エリオットが唇くちびるを嚙かみしめつつ、頭を下げた。

「お願いします。一いつ緒しよに捜してください。早く助け出さないと命が危ないかもしれません」

　悔くやしそうな様子ではあるが、エリオットの真しん剣けんな気持ちも伝わってくる。

「……よく俺に頭を下げられたな。あれだけ俺を牽けん制せいしていたくせに」

　驚おどろいたというのが正直な感想だ。エリオットのような男は、執事という仕事がら冷静で穏おだやかそうに見せてはいるが、その実かなりプライドが高いと思っていた。

　そんな彼が敵である自分に頭を下げるなんて、死んでも嫌なはずだ。

「はっきり言います。あなたが嫌きらいです。ルビィに近づいてほしくない。殺したいとすら思っていました」

　驚きはなかった。彼から殺気を感じた事は何度もあった。

「ですが、私にとってルビィは命よりも大切な方です。助ける為ためならどんな事でもします。あなたに頭だって下げるし、土下座したってかまわない。……悔しいが、あなたはこの状況では誰よりも頼りになる」

　彼の本気を感じた。彼が醸かもし出す空気に飲まれそうになりつつも、足を踏ふみしめた。

「それで、俺が手伝うとでも？」

　ルビィが危機だと知って、助けに行きたいと心がざわついている。だが、警察官としての自分がブレーキをかけた。エリオットが顔を上げて、わずかに口元を緩ゆるめた。

「ここでルビィに何かあったら、あなたの手で捕つかまえられなくなるのでは？」

　痛いところを突つかれた気がした。

　そして彼の言葉は、自分の中でルビィを捜す正当な理由を見付ける為に役立った。

「……ああ、そうだ。怪盗ルビィを捕まえるのは俺の使命だ。それまでは誰にも彼女に手は出させない」

　エリオットの策略にのってしまったかもと思ったが、足は勝手に扉へと向かっていた。

「行くぞ」

　エリオットと二人で並んで廊下を走る。無事でいろと心の中で祈いのりながら。
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「うん……」

　目は覚めたが、身体からだはまったく動かなかった。メアリは身じろごうとして、身体が縄なわで椅い子すに縛しばりつけられているのに気付く。すぐにルイスに襲おそわれた時の事を思い出した。

「目が覚めたか？」

　声は左手から聞こえた。慌あわてて顔を向けると椅子に茶の髪かみをした見覚えのない男が座っていた。さっと辺りに目をやったが、見知らぬ部屋だ。自分がどこにいるのか見当もつかなかった。

「誰……？」

「さあ、誰だろうね」

　聞いた事のない声だった。男はなぜか楽しそうだ。緑の瞳ひとみがじっとこちらを見つめている。

　その瞳を見て、ふとある人物を思い出した。

「……ルーク？」

　学園長と目の前の彼は、体格は似ていたが、顔立ちはまったく違ちがっていた。

　ルークが穏やかそうな顔つきだったのに対して、目の前の男は精せい悍かんで眉まゆも目元もきりりとしている。まったく別人のはずなのに、目つきが同じだと思った。

「そう。よくわかったね。変装術は君だけの得意技わざじゃないんだよ」

　声ががらりと変わって、ルークのものになった。

「それが素す顔がおなのか？」

「そうだ。滅めつ多たに見せないんだが、君には特別だ」

　声はまたしてもさきほどの男のものになっていた。

　変装術も声こわ色いろの変え方も完かん璧ぺきだ。エリック並みの技術だと舌を巻いた。

　そしてもう一つ驚く事がある。目の前の男はとてもよく知っているある男性に似ていた。

「……まさかと思うけど、あなたはシリウスか？」

　シリウス・グレハム。それはブラックバードに連れ去られたはずの近この衛え隊の隊長だ。

　そして、ハーバードの兄でもあった。目の前の彼とハーバードはとても顔立ちが似ていた。

「おや、どうして私の名前を知っているのかな」

　予想外だったようで、シリウスは目を瞬またたかせている。

（そんな……！　ハーバードのお兄さんのシリウスは、ブラックバードを調べていて、彼らに拉ら致ちされたはずじゃ……）

　ヒューストン家に遊びにくるのはいつもハーバードだけで、二人いるという彼の兄には会った事がなかった。だからシリウスに会うのは初めてだ。

　ソファにゆったり座った彼の様子からすると、とても拉致されているようには見えない。

　ハウゼンを説得していた時の口調からすると、彼は王室に敵意を持っているように見えた。

　いままでの状況を総合すると、彼は敵だと頭の中で囁く声がした。

「……ハーバードによく似ているからすぐにわかった。ルイスの事件の時にいろいろあって、彼からあなたの話を聞いたんだ。でもどういう事だ？　ハーバードはあなたがブラックバードに拉致されたと言っていたのに」

　自分がヒューストン家のメアリだと知られるわけにはいかないから、よけいな事は言わないようにした。しかし彼がなぜこんな行動をとるのかはどうしても知りたかった。

「拉致された……ね。私は望んでブラックバードに入ったんだ。いまでは古参の幹部達を牛ぎゆう耳じれるほどの地位まで上り詰つめた。女王からこの国を奪うばってやる為にね」

　頭が混乱していた。彼は女王を守る近衛隊の隊長だったはずで、アルフレイもシリウスの事をよく覚えているほど職務に忠実だったはずだ。

「どうしてそんな事をするんだ？　あなたは近衛隊の隊長だったんだろう？」

　シリウスの顔からふいに笑えみが消えた。立ち上がって、すぐ傍かたわらまで歩みよる。

「そう、近衛隊の隊長だった。国の為に尽つくしたさ。命をかけてね。だけど、同じく命をかけた部下は死んだ。女王のせいでね」

　口調は静かだが、シリウスの顔は怒いかりに染まっていた。

「その部下は私の親友だった。名前はレオン。気のいい奴やつだったよ。若くして近衛隊の隊長になった私をずっと支えてくれた。全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを私に置いてくれた。そして職務に忠実だった」

　シリウスが、怒りを静めようとしたのかぎゅっと拳こぶしを握にぎる。

「レオンは女王陛下の暗殺を阻そ止ししようとして死んだ。犯人を捕まえようとしたら、王室に止められたよ。犯人はバッファロー侯こう爵しやくの手の者だった。侯爵は女王陛下と仲が悪いが親類だ。彼が女王を暗殺しようとしたなんて世間に知られたら、とんでもないスキャンダルになるとね」

　バッファロー侯爵の事は知っている。王位継けい承しよう権第一位がアルフレイで、その次が妹のハンナ王女。そしてその次が、バッファロー侯爵の子息だ。女王とバッファロー侯爵の子息の不仲は有名で、異国と繫つながりがあると噂うわさのバッファロー侯爵が王位を継つぐ事になったら、この国は異国に乗っ取られるのではとまことしやかに囁ささやかれていた。

　女王とバッファロー侯爵は不仲だが、お互たがいに騒さわぎを起こさないように絶ぜつ妙みようなバランスを保っていた。そのバッファロー侯爵が女王を暗殺しようとしたなんて公表されたら、確かに国中が大騒ぎになるだろう。バッファロー侯爵を支持する貴族も多いらしいので、国が二分するような事態に陥おちいるかもしれない。シリウスが緑の瞳に怒りを滲にじませる。

「私はレオンの敵かたきをとる。女王からもバッファロー侯爵からも、彼らが一番大事なもの……そう、このイングテッド国を奪ってやるんだ。そしてあいつらに大切なものを奪われた気持ちを思い知らせてやる……！」

　憎にく々にくしげな表情からは、決意の固さが伝わってきた。

　シリウスはそっと身を屈かがめて、顔を近づけてくる。

「その目的の為にブラックバードの持つ権力と人脈を利用している。だけどちょっとした問題が持ち上がっていてね。それを解決するには、君の協力が必要なんだよ、だから君に会いたくて、罠わなを仕し掛かけた。この学園にルイスが王室から盗ぬすんだ宝物があるという噂を流してね」

　宝物がセンドリック学園にあるという噂はかなり広こう範はん囲いで流れていた。

　ハーバードもその噂を聞いて、学園に潜せん入にゆうしてきたのだ。そして噂の広がり方がどうも嫌いやな感じがすると、エリックも言っていた。その嫌な感じはこれだったのかと、唇を嚙む。

「わざと噂を流したのか……？」

「そうだ。学園長室の隣となりの部屋にあった宝物はまだ売りに出していなかった。君はこれを狙ねらっているようだから、噂が立てば必ずやってくるだろうと思った。この学園は全ぜん寮りよう制せいで外から人が来ればすぐにわかる。そして噂を流してから学園にやってきたのは、二人」

　シリウスがやや困った顔になった。

「一人は私もよく知っている男だ。私の弟のハーバード。あいつがここにいると知って、変装していてよかったと心から思ったよ。あいつが警察官になったのも知っている。おそらく王室とルビィの関係に気付いて、宝物があるという噂を聞いて来たんだろう」

　シリウスが自信ありげな視線を向けてきた。

「そしてもう一人が君だ。君の様子をじっくり観察させてもらったよ。落馬して服を脱ぬがされかけて、執しつ事じが慌てて助けに来ていたね。女性だとばれてはまずいからだろう。それを見て確信したよ。君が怪かい盗とうルビィだ。君を待っていたよ。頼たのみがあってね」

　ここまで彼が知っていたら、もう逃にげられないと思った。

　何より、彼の目的が知りたくて覚かく悟ごを決めた。

「……なかなかやるじゃない。頼みって何かしら？」

　マリアの口調で尋たずねると、シリウスが驚おどろいたようにやや目を見開いて、ふっと笑った。

「なかなか色っぽい声だな。私の好みだ。……では、ルビィ。お願いがある。アルフレイからルイスの指輪を盗んできてもらいたい。アルフレイの信頼を得ている君なら可能だろう？」

　思わず目を見張った。ルイスの指輪とは、女王陛下の夫でいまは亡なきスチュワート侯爵からルイスがもらった指輪の事だ。スチュワートはルイスの父親で、指輪にはその証しよう拠この文字が刻まれている。つまり、指輪はルイスが王族と関かかわりがあるという唯ゆい一いつの証拠でもあった。

「そんな事できないわ！　ルイスはアルフレイ皇太子を失しつ脚きやくさせようとして、あの指輪を使って王室の乗っ取りを謀はかったのよ。あなた達に指輪が渡わたったら、同じ事を画策するでしょう！」

　強い口調で拒きよ否ひしたが、シリウスの余よ裕ゆうの表情は変わらない。

「断るつもりか。この状じよう況きようで？」

　縛しばられて身動きもできない。このまま殺されるかもしれない。

　わかっていたけれど、絶対に頷うなずけなかった。

「ええ、わたしは王室に忠誠を誓ちかっているの。社交界デビューの時に、女王陛下に仕えると手に誓いのキスをさせて頂いたのよ。わたしの夢は女伯はく爵しやくになって、先祖代々そうしてきたように女王陛下に命をかけて仕える事よ。たとえ死んだって、あなた達の言う事は聞かない！」

　はっきりと言い切った。シリウスを射い貫ぬくように視線を強くする。

「あんなくだらない王室に命をかけるなんて、お前は騙だまされている……！」

　ふいに、シリウスの余裕の表情が一変して、怒りの表情になった。

「そうやって拒否するならそれでもいい。では、お前の正体を暴あばいてやろう。素顔のお前には家族も大切な人もいるだろう。彼らを人ひと質じちにとって、言う事を聞かせてやる」

　シリウスに乱暴に頭を摑つかまれた。何とか逃げようとしたが、縛られた状態ではどうにもできなかった。かつらを強ごう引いんに取られて、金の髪かみが頰ほおにあたる。

　シリウスが傍らにあったテーブルにある水差しをとって、タオルを水で浸ひたした。

「なかなか手間のかかった化け粧しようだな。お前の素す顔がおはいったい、どんなものだろうな？」

　あごを摑まれて、しめらせたタオルで強引に顔を拭ふかれた。白いタオルが化粧で汚よごれる。

「さあ、素顔を見せてもらおうか」

　シリウスがタオルを置いて、あごを摑んだ手に力を込めた。

　彼の手によって、顔を上げさせられる。まずいと思ったが、逃げる術すべはなかった。

　シリウスと正面から目を合わせた。彼はじっと見つめて、やや戸と惑まどうような表情になった。

（顔を見られてしまった……！）

　心の中で叫さけぶと、シリウスがあごから手を放した。

「お前は……見た事があるぞ。ゴードンの娘むすめだろう。確か、名前はメアリだったな」

　父の名を聞いて、大きく目を見開いた。両親は事故で亡くなったと聞いていたが、シリウスと一いつ緒しよに行方ゆくえ不明になった可能性が高いとハーバードは言っていた。

　つまり、シリウスは両親がどこにいるのか知っているかもしれないのだ。

　それに……と心の中で呟つぶやく。

（顔と素す性じようを知られた以上、覚悟を決めるしかないわ。まずは彼を止める事を一番に考えなくては！　そして父様達がどこにいるのか突つき止めなくては！）

　シリウスがやろうとしている事はクーデターだ。ここで止めないと、国中を巻き込んでの争いへと発展するだろう。それだけは絶対にさせてはならないと思った。

「そうよ。わたしの両親はあなたと一緒にブラックバードにさらわれたって聞いたわ。父様と母様はどこにいるの！」

　素の声を出し、思いのたけを言葉に込めた。ずっと両親は死んだと思っていた。

　ハーバードの話を聞いて生きている可能性もあると知って、嬉うれしくてたまらなかった。

　怪盗ルビィとして危険をおかしてでも行動すると決めたのは、女伯爵になりたいのはもちろんだが、両親の行方を探さぐりたいという気持ちも大きかった。

　そしていま目の前に、両親がどこにいるのか知っているかもしれない人物がいる。

　このチャンスを逃のがすわけにはいかなかった。

　シリウスが迫はく力りよくに押されたようにやや後ずさった。

　しかしすぐに気を取り直したかのように息を一つついて、ゆっくりと笑みを浮うかべる。

「では、君の両親の居場所を教えるのと引き替かえに、アルフレイから指輪を盗んでくるというのはどうだ？　お互い悪い話じゃないだろう。君は両親とまた会えるし、私は目的のものを手に入れられる」

　確かにお互いに利がある取引だ。

　しかしシリウスのまるで絵画のような美しい笑みを見て、何かおかしいと感じた。

「……居場所を教えるって事は、あなたが父様と母様を捕つかまえているの？」

「そうだ。君の父親は、私がブラックバードの傘さん下かに入ろうとしたのに気付いて、止めに来たんだ。いろいろとうるさかったのでそのまま捕まえてある場所に閉じ込めてある。一緒にいた君の母親もね」

　父のゴードンは王室の秘密の仕事をしていた。ルビィが怪盗として名を馳はせたのは祖母のシャーロットからで、父がルビィだった時は諜ちよう報ほう活動が主な仕事だったという。

（王室の諜報員として仕事をしていた父様が、反王室派組織のブラックバードにシリウスが入ろうとしたのに気付いて止めようとして、彼に捕まった。すごくあり得る話だわ。もし父様達が捕まっているなら一刻も早く助けてあげたい。だけど……）

　シリウスの表情を見つめた。余裕ありげな顔だし、言葉によどみもない。

　そんな彼を見て、やはり何かが引っかかった。

（何だろう。何かがおかしい……）

　心の中で呟いて、ふとある事に気付いた。

「……噓うそよ。あなたは父様と母様がどこにいるか知らないんだわ」

　わざと自信ありげに声を出した。強気な表情も添そえて。

　彼は表情は変えなかったが、やや眉まゆ根ねを寄せた。その顔を見て自分の考えに確信を持った。

「あなたは目的の為ためならどんな犠ぎ牲せいも厭いとわない強い精神を持っている。そんなあなたがわたしに言う事を聞かせたかったら、居場所を教えるなんて中ちゆう途と半はん端ぱな事は言わずに、両親の命と引き替えに月の涙なみだを盗んで来いと言うはず。だけどそうは言わなかった。なぜなら、あなたは両親の居場所を知らないからよ」

　半ば当てずっぽうだったが、彼はまだ社会に出た事もない学生を、裏社会の組織に引き入れるような冷れい酷こくさを持つ。

　そんな彼が自分の両親という切り札を持っているなら、もっと有効に使うと思った。

　もし本当に監かん禁きんしているのなら、そこに自分を連れて行って、父と母の首筋にナイフを当てるぐらいの事はしそうだ。

　そこまでして完かん璧ぺきに自分を屈くつ服ぷくさせて支配下に置き、盗ぬすみをさせるはずだと思った。

　それなのに、シリウスはその切り札を隠かくしたまま交こう渉しようを進めようとしている。

　彼はとても優ゆう秀しゆうだ。優秀だからこそ、その中途半端なやり方が気になった。

　じっと見つめると、シリウスが苦く笑しようした。

「やれやれ。ゴードンも手て強ごわいが娘も手強い」

「やっぱりそうなのね。三年前、両親はあなたと一緒にいなくなったって聞いたわ。その時、いったい何があったの？」

　答えてくれるとは思わなかったが、どうしても聞きたかった。

　シリウスがやや考え込むような表情になって、小さく息をつく。

「ゴードンは三年前に私がブラックバードに入ろうとした時、止めに来た。だから殺した」

　それは衝しよう撃げきのひと言だった。大きく目を見開いて、身体からだを震ふるわせた。

　動どう揺ようするなと冷静に頭が囁ささやくが、心は引き裂さかれたような痛みで思考さえ止まっていた。

　あまりの衝撃に、涙が一筋あふれ出た。シリウスがこちらを見て、すぐに目を伏ふせる。

「……殺した、つもりだったが、どうやら逃にげたようだ。私の目をごまかす為に、偽にせの死体まで用意してな。それがあの馬車の事故だ。君もその事故の事は知っているだろう？」

　三年前、両親は崖がけから馬車で転落して死んだはずだった。

　どうやら彼が言っているのはその時の事のようだと、しばらくして気付いた。

「……本当に？」

「ああ。噓をついてもいいが、目的もなく女性を泣かせるのはあまり好きじゃない。特にお前はまだ十代の少女だろう。女子どもを泣かせて喜ぶ趣しゆ味みはない」

（あ……！　いまの言い方、すごくハーバードに似ているわ）

　ぶっきらぼうだけど、いつもこちらの事を考えてくれている、優やさしいハーバード。

　同じ緑の瞳ひとみを持つシリウスとハーバードはやはり外見だけでなく中身も似ていると思った。

（さっき親友が女王陛下のせいで亡なくなったと言っていたけど、それは本当なのかもしれない。ハーバードはとても正義感が強いわ。彼は警察官としてそれを発揮しているけど、シリウスは間ま違ちがった方向でそれを発揮してしまっているのだとしたら……）

「……じゃあ、父様と母様はどこにいるの？」

　シリウスは噓をついていないと思った。

　そしてもしや彼は、そんなに悪人でもないのかもしれないと気付いた。

　素す直なおな気持ちを言葉に込めて尋たずねると、シリウスがため息をついた。

「さあな。馬車の事故で崖下から見つかった遺体は、ゴードン達じゃなかった。葬そう式しきが終わったあとに墓場から遺体を掘ほり起こして確かめたから間違いない。彼らを捜さがしたが、どうやっても見つからなかった。おそらく国外に逃げたんだろう」

　再び希望の光が見えてきた。思わず縛しばられた状態で前のめりになる。

「じゃあ、本当に父様達は生きているのね」

「ああ、生きてはいるだろうが、私が目を光らせている限り、この国に帰っては来られない。ゴードンはどうやら王室から何か命令を受けているようだった。私の邪じや魔まをしに戻もどってくるなら、見付け次し第だい殺す」

　冷酷な笑えみだった。彼は必ず言葉通りに行動するだろうと確信させるほどに。

　両親が生きているのはわかったが、やはり居場所はわからないままだ。

（ブラックバードはイングテッド国の重要な機関に根を張ってるって聞いたわ。父様達が国外に逃げていて、たとえ内密に帰って来たとしてもきっとすぐ彼らに知られてしまう。だからシリウスが目を光らせている限りは帰って来られないというのは本当なんだと思う。でも……）

　そっとシリウスを見つめた。

（裏を返せば、彼を捕まえられたら父様達は帰って来られるのではないのかしら。きっと父様達もシリウスの監かん視しが和やわらぐ時を狙ねらっているはず。彼さえ捕まえられたら、父様達に会えるかもしれない……！）

「何を考えているんだ？」

　シリウスの冷静な声にはっとした。

　考えている事を彼に悟さとられないように、わざと弱々しげな表情になって、目を伏せた。

「父様達に会いたいの。殺すなんて言わないで……」

　唇くちびるを震わせたが、シリウスの表情は変わらない。

「残念だが、ゴードンは私がブラックバードに加わった事を知っている。口外されては困るんだ。そして……」

　シリウスの手が伸のびてきて、ゆっくりと頰ほおを撫なでた。

「君も私の事を知ってしまった。頼たのみを断るなら君も始末するしかない。できたら女性は殺したくないから、君には是ぜが非ひでも言う事を聞いてもらう。さきほどなぜ私があっさり君の両親の事を話したと思う？　手の内にあると言い張れば月の涙を盗ませる交こう換かん条件にできたのに」

　シリウスの笑みが深くなる。それを見て、とても嫌いやな予感がした。

「君に言う事を聞かせる、もっといい条件を思いついたからだよ。メアリ・ヒューストン伯はく爵しやく令れい嬢じよう。婚こん約やく者のハーバード・グレハムは君の正体を知っているのかな？」

　思わず心臓が止まりそうになった。

「それは……」

　狼ろう狽ばいしたのを隠せなかった。シリウスが満足げな表情になる。

「弟と君が婚約者同士だというのは、当人達にはまだ秘密だと言われていたが、私は知っていたよ。君が社交界デビューしたら話すと聞いていたけど、もう知っているよね？　ハーバードが警察官になったのは意外だった。しかもこの学園に教師として入り込んでいたし」

　シリウスがため息をついた。

「ハーバードは私の事に気付いていない。そして君がルビィだという事も、あいつは気付いていないんだろう？　あいつは頭はいいがまっすぐで、一度信じるとずっと信じ続けるからな」

　シリウスの手が肩かたに移動した。そして悪あく魔まの囁きが耳に届く。

「さあ、メアリ。ハーバードに正体を知られたくなかったら、言う事を聞くんだ。アルフレイから月の涙を盗んでこい」

　頭の中がぐちゃぐちゃで何も考えられなかった。ハーバードには絶対に秘密を知られたくない。もしルビィが幼なじみのメアリだと知ったら、彼はどんな顔をするだろう。

（嫌よ。犯罪者として捕つかまるよりも、ハーバードに嫌きらわれる方がずっと嫌……！）

　あふれ出た自分の気持ちに自分で驚おどろいた。捕まるよりハーバードに嫌われる事を恐おそれるなんて、どういう事だと自分でも思う。だけど、心はハーバードに嫌われたくないと叫さけんでいた。

　そんな動揺が顔に出たのか、シリウスがほくそ笑む。
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「メアリ、月の涙なみだをとってきさえすれば、君の事はハーバードには秘密にしておこう。大だい丈じよう夫ぶ、アルフレイから盗む時に、君が盗んだとばれなければいい。そうすれば君はずっとルビィという裏の顔を隠しつつ、メアリという表の顔でハーバードと仲良くしていける」

　ハーバードとはしょっちゅうお茶会をして、いろんな話をした。

　助けてもらった事は数知れず、優しい彼の事を頼たよりにもしている。

　婚約者だとわかって、どう接していいかわからなくて、おかしな態度をとったりもしたが、彼を拒きよ絶ぜつするつもりなんてまったくなかった。

　そこまで考えて、ふと気付いた。

（あれ……わたしってもしかして、ハーバードの事が好きなんじゃ……？）

　そう思った瞬しゆん間かん、心の中にある大きなつっかえがすっと取れて、大きく息ができたような気がした。〝マリア〟には男としての違う顔を見せたハーバードに、ずっともやもやしていたのはなぜか、ようやくわかった。

（そうか……。わたし、ハーバードが好きだったんだわ。わたしには見せた事のない顔をマリアには見せたハーバードがずっと気になっていたけど、それってマリアに嫉しつ妬としてたんだ）

　きっと、ずっと前から好きだったのだと思う。

　幼なじみで厳しくて心配性しようで、でも優しいハーバードを。

　その気持ちを自分で認めたとたん、楽になった気がした。

　肩の力が抜ぬけて、そしていままでの自分が馬ば鹿かみたいだと思った。

　マリアも自分なのに、嫉妬してあたふたしていたなんて。

「メアリ、話を聞いているのか？　君の正体をハーバードに知られたくなかったら、私の言う事を聞け」

　シリウスの声にはっとした。

　初めて気付いた気持ちにいっぱいいっぱいになっていたが、いまはそれどころではない。

（ハーバードにわたしがルビィだって知られたくないわ。絶対に。だってそんな事になったら、きっと嫌われる。彼の手で捕まえられる事だってあり得るわ。そんな事、想像するだけでも怖こわいし、辛つらい。でも……）

　大きく息を吸い込んで、シリウスの目をまっすぐ見つめた。

「いいえ。あなたの頼み事はきかない。わたしは絶対に月の涙を盗ぬすんだりしないわ！」

　言い切って強い視線を向けると、シリウスが一瞬たじろいだような顔になる。

「秘密をハーバードに知られてもいいのか？」

「知られたくないわ。だけど月の涙を盗んできたら、あなたはアルフレイ皇太子を失しつ脚きやくさせてルイスを王位につかせる気でしょう。そんな事になったら、この国はあなた達ブラックバードの思いのままになってしまう。それだけは何があっても止めるわ！」

　強い意志を言葉に乗せた。

　ハーバードには嫌われたくない。だけど、彼らの思いのままに話を進めるわけにはいかなかった。シリウスがしばらくこちらを見つめていたが、やがてため息をついた。

「こちらの要求をのんでくれないなら、君をここから帰せなくなる。女子どもを泣かせるのは趣しゆ味みじゃないと言ったが、必要があれば君の命だってもらうぞ」

　脅おどしではないとわかっていた。だけど、大きく首を横に振ふった。

「何を言われても、あなたの言う事はきかない……！」

　シリウスが小さくため息をついた。

「仕方ない。少し痛い目を見てもらう事にしよう。本当はやりたくないんだが」

　何をされるのか怖かった。だけど、負けたくなくて、気を強く持った。

　シリウスが懐ふところから銀色に光るナイフを出す。切り裂さかれる自分を想像してぞっとした。

「可愛かわいらしい顔を傷付けるのは不本意だが」

　ナイフがこちらに突つきつけられた。恐きよう怖ふは絶頂に達していたが、目は瞑つぶらなかった。

　気持ちだけでも負けたくない。




　ガシャーン！




　ナイフがいままさに頰に当てられようとした時、左ひだり隣どなりにあった窓ガラスが大きな音を立てて割れた。驚いて顔を向けたのは、自分とシリウス、同時だった。

　窓から飛びこんできたのは、黒くろ装しよう束ぞくにマントを身につけた背の高い男だ。

　顔には、目元を隠かくす黒い仮面がある。その姿を見て、すぐにエリックだと気付いた。椅い子すに縛しばられた身体からだをエリックの大きなマントがすっぽりと覆おおう。顔を隠された状態でマントの外から声が聞こえた。

「なんだ！　お前は……！」

「私は怪かい盗とうルビィの影かげです。あなたのお相手は私ではありませんよ」

　エリックの声と同時に扉とびらをどんどんと叩たたく音がする。

　そしてバキッと音を立てて、どうやら扉が破られたようだった。

「動くな……あっ……！」

　声はハーバードだった。初めて聞くような動どう揺ようした声だった。

（ハーバード、シリウスの顔を見てしまったのね……）

　捜さがしていた兄が突とつ然ぜん目の前に現れたら、どんな気持ちだろう。そして彼が敵だったと知ったら、彼はどれだけ傷付くだろうと思うと、胸が張り裂けそうだった。

「お嬢じよう様さま、一いつ旦たん引きましょう」

　いつのまにか身体を縛っていた縄なわが切られていた。マントで姿を覆われたまま、立ち上がる。

　ハーバードを置いていきたくないが、変装を解いた姿を見られるわけにはいかなかった。

　きっとエリックはハーバードが乗りこんでくるのを知っていて、素す顔がおの自分をとっさにマントで隠したのだろう。

「わかったわ」

　マントで顔と身体を覆ったまま、エリックに軽々と抱かかえ上げられた。そのまま窓へとエリックが足をかける。マントを少しだけ開いて、縄を目の前に持って来た。

「摑つかまって」

　頷うなずいて摑まると、エリックと二人で窓から飛び出した。
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　エリオットがルビィを連れて、屋上から垂らした縄を使って窓から外へ飛び出した。

　ハーバードはそれを横目で確かく認にんする。二人の行動は予定通りだ。

　しかし予想外の事が目の前にあった。

「シリウス、兄さん……」

　ルビィがいなくなったと聞いて、エリオットと二人で学園長室に向かった。近くまで行くと、監督生のハウゼンが廊下の隅に隠れるようにして学園長室を見張っていたのに気付いた。

　食い入るように学園長室を見つめているハウゼンの様子が気になって声をかけた。

　最初はとぼけていたが、彼の様子から何か隠していると直感して、知っている事を話さないとメリルをいじめていた事を公にして問題にするぞとすごんだら、渋々口を開いた。

　ルークと話していたら、いきなり知らない男が入ってきて、無言で部屋を追い出されたらしい。彼が言うには、その男はアルフレイ皇太子にそっくりだったそうだが、髪かみの色と長さが違ちがっていた。部屋を出る際にこっそりルークに彼の事は秘密にしろと言われたようだ。

　部屋に戻ったものの、男があまりにアルフレイ皇太子にそっくりなのでもしや本人ではないかと思い、王族に顔を覚えてもらえるチャンスだとまた戻って学園長室を窺っていたと言う。

　アルフレイ皇太子そっくりの男と聞いて、ある人物の顔が頭に浮うかんだ。

　月の涙の持ち主であるルイス・ヘルベルトだ。彼はブラックバードの幹部だった。ルイスが学園長室にいたのなら、ブラックバードが学園に何らかの形で関かかわっている可能性が高い。

　兄であるシリウスが、ブラックバードにさらわれた可能性があると知って捜していた。ルイスをもう一度捕まえられたら、再びブラックバードの情報を手に入れられるかもしれない。

　職員の寄宿舎にあるルークの私室に彼らが向かうというような事をこっそり話していたとハウゼンから聞き出して、エリオットと二人で準備して侵しん入にゆうした。

　エリオットは窓から。自分は扉を蹴け破やぶって。

　そして部屋の中にいた人物を見て、我が目を疑うほどの衝しよう撃げきを覚えた。

　茶の肩かたまでの髪。緑の瞳ひとみ。優やさしげな眼まな差ざしと意志の強そうなきりりとした目元と口元。

　それはずっと捜していた兄のシリウスだった。

　混乱していた。どうしてここに兄がいるのかと。

「久しぶりだな、ハーバード。警察官になったようだな」

　声も確かに兄だった。目の前の状じよう況きようが信じられなかったが、何とか頷いた。

「ああ、そうだよ。兄さん」

「なるほど。では警察の情報を持ってきてくれ。ブラックバードに関して、どのくらい捜そう査さが進んでいるかがいい。それと、ルイスの指名手配を取り消せるよう知ち恵えを絞しぼってくれ」

　子どもの頃ころに、庭に咲さいている花を摘つんできてくれと頼たのまれた時と同じ口調で、シリウスは信じられない事を口にした。

「何を言っているんだ。そんな事ができるはずがないだろう。それより、いままでどこにいたんだ。父上も母上も心配している。家に帰ろう！」

　右手を差し出した。頭では、シリウスは応じないとわかっていた。

　シリウスはブラックバードの捜査がどれだけ進んでいるのか知りたいと言い、ルイスの指名手配を取り消せるよう知恵を絞れと言った。つまり、彼はブラックバード側の人間だ。

　それは警察官である自分とは敵対している事を意味していた。

　それがわかっているのに、心ではそんなはずはない、何かの間違いだと叫さけぶ自分がいる。

　シリウスが笑った。冷れい酷こくな笑えみは、見た事がないものだった。

「私の家はブラックバードだ。いまや私がブラックバードを牛ぎゆう耳じっているといってもいいんだぞ。ここまでくるのにかなりの苦労をしたというのに、そう簡単に帰るはずがないだろう」

　シリウスの言葉があまりに衝撃過ぎて、思考が停止していた。

「手紙が……手紙が来た。ブラックバードの徽き章しようにある鳥が翼つばさを広げた絵が描かかれた便せんに、捜すなと書かれていて……」

「ああ、そうだ。私はブラックバードに身も心も捧ささげるから、もう捜すなという意味だ」

　愕がく然ぜんとした。無む理り矢や理り書かされた物だろうと思っていたのに、真実はまったく違っていた。

　捕とらわれているであろう兄を捜す為ために警察官になったというのに、ブラックバードの一員になっていたなんてと思うと、悲しみや怒いかりや驚おどろきを通り越こして、なぜだか笑えてきた。

「……くっ、あはは。馬ば鹿かだな、俺は」

　本当に愚おろかだと思った。いままで信じていたものが一気に崩くずれ去って、自分の足もとさえわからなくなる。笑いがこみ上げてきていたが、何とか冷静さを取り戻もどそうとした。

　自分を支えていた、〝兄を捜す〟という行動理念がなくなり、いったいこれからどうしたらいいのだろうと考えて、崩れ去った足もとに一つ大きく残っている足場を見付けた。

　どうにか気を取り直して、シリウスを見つめる。

「ブラックバードは反王室派組織だ。そしてルイスは指名手配されている。その組織にいるというなら、投降してくれ、兄さん」

　警察官としての矜きよう持じが、いまの自分を支えていた。もともと兄を捜す為に警察官になった。

　しかし、犯罪を暴あばき悪人を捕らえる仕事は思いのほか、自分に向いていた。

　警察官としての自分をまっとうする為に、シリウスに一歩近づいた。

「投降しないなら、逮たい捕ほしないといけない。それはできたら避さけたい」

　シリウスは、ゆっくりと微笑ほほえんで首を横に振ふった。

「いいや、それはできない。女王にわからせてやらねばならない。レオンがどれだけ苦しんで死んでいったかを」

「レオン……？　昔、よくうちに遊びに来ていた？」

　大おお柄がらでよく日に焼けていて、大きな口で豪ごう快かいに笑う、それが覚えているレオンだ。

　シリウスは近衛隊の隊長だった。その隊の副隊長がレオンだ。

　レオンは貴族としてはかなり身分が低い方で、シリウスよりも五つほど年上だった。

　地道に手て柄がらを上げて副隊長にまでなり、年下だが隊長というシリウスとも親しくしていた。

　子どもの頃、屋や敷しきに遊びに来たレオンに、よく馬に乗せてもらったりゲームを教えてもらったりしたのを覚えている。

「そう。レオンは年下だが隊長である私を立てて、とてもよくしてくれていた。現場経験のない私にいろんな事を教えてくれた。大切な部下で親友だった……」

　レオンが死んだ時の事を思い出した。確か四年ほど前、事故で亡なくなったはずだ。

　彼の事は大好きだった。

　そしてシリウスが、彼の事を何より頼たよりにしていたのは子どもの頃から知っていた。

「レオンは事故で亡くなったと聞いたが……？」

「違う！　女王陛下を暗殺しようとした奴やつらがいて、それを阻そ止ししようとして死んだのさ。しかし女王は彼の名めい誉よを踏ふみにじった……！」

　強い怒りがシリウスから感じられた。シリウスは憎にく々にくしげに口を開く。

「私はレオンの敵かたきをとる。女王に正式な謝罪をさせてやる。その為にブラックバードに入ったんだ。たとえ弟のお前でも邪じや魔まはさせない」

　強い意志と、憎しみが伝わってきた。それに押されないように気を強く持った。

「どういう事なのか、もっと詳くわしく話してくれ」

「詳しい話を聞きたかったら、そうだな……」

　シリウスの口角がにっと上がった。嫌いやな笑い方で、兄のそんな表情を見るのは初めてだ。

「お前の婚こん約やく者に聞いてみるといい。さきほどまでここにいて、レオンの話もしたからな」

　婚約者と聞いて、一いつ瞬しゆん誰だれの事だかわからなかった。戸惑っていると、シリウスがふっと笑う。

「お前の婚約者は、アルフレイ皇太子とも親しいようだ。二人から話を聞けば、すべてが繫つながるぞ」

　どういう事だかわからなかった。婚約者といえばメアリしかいない。

　しかしここは男子しかいないパブリックスクールで、メアリがいるはずはなかった。

　それに社交界デビューしたばかりで、舞ぶ踏とう会にもほとんど出席した事がないメアリが、アルフレイ皇太子と親しいはずがない。

　自分が知るメアリは、庭いじりが大好きで、いつも泥どろだらけ。

　馬もスポーツも大好きで天てん真しん爛らん漫まん。よく言えば行動的で、悪く言えばおてんばだ。

　噓うそが嫌きらいでまじめで正義感が強い少女、それがメアリだ。

　彼女がいったい何を知っているのかわからなかった。

　メアリの顔を思い出す。可愛かわいらしい笑みは、見ているとほっとする。

　紫むらさきの大きな瞳が驚いたように見開かれたり、涙なみだを浮かべたり細められたり……。

　そこまで考えて、ふと思考が停止した。




　紫の瞳の女性をもう一人知っている。




　顔立ちも雰ふん囲い気きも年ねん齢れいもまったく違う。声だって似ても似つかない。

　だけどなぜかその女性の事を考えると、メアリの顔が浮うかぶ事があった。

「まさか……」

　半信半疑の声が出た。さすがに自分でも馬鹿な事を考えていると思った。

　シリウスは意味深に微笑んだままだ。

「お前に真実を知る時間を少しだけやろう。騙だまされたままでは可哀かわい想そうだ。すべてを知ったら、私に会いに来い。私の手助けをするか、敵になるか、楽しみに待っている」

　余よ裕ゆうの表情でシリウスが背を向けた。慌あわてて追いかけようとすると、扉とびらから大柄な男が二人入ってくる。制服を着ているが、明らかに学生ではない。

「じゃあな、ハーバード」

　シリウスが手を振って扉から出ると同時に、男達が襲おそいかかってきた。

　彼らの相手をしつつ、シリウスの言葉の意味をよく考えた。
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　メアリは寄宿舎にある物置小屋の中で、エリックが持って来た変装道具が入ったトランクを開けた。手早くかつらをつけて化け粧しようを施ほどこし、再びメリルの姿になる。

　鏡でじっくりと確かく認にんしてから、背後に立つ老執しつ事じに変装したエリックに向き直った。

「シリウスがブラックバードだったなんて。ハーバードは真実を知って、ショックだっただろうな……」

　彼の気持ちを思うと胸が痛んだ。さきほどのシリウスとのやりとりは、すでにエリックに伝えてあった。エリックが頷うなずきつつ、一歩前に出る。

「ハーバード様のお兄様が原因で、ご主人様達が国外に逃にげているとは……。ご主人様達はいったいどこにおられるのでしょうか？」

「わからない。だけど、生きているのは本当のようだ。事故のあと、シリウスが遺体を確認したけど、父様達じゃなかったと言っていた。父様と母様は、国外で無事に生活できているのだろうか……？」

　エリックがわずかに微笑んで頷いた。

「ご主人様は、先々代のルビィとしてかなりの凄すご腕うででした。生きておられるのなら、たとえ国外にいても十分生活していけるだけの語学力と知ち恵えをお持ちです。……なにしろ、私を捕つかまえられたのはあの人だけですから」

　最後の言葉に引っかかって思わずエリックを見つめた。

「エリックは父様に捕まったのか!?」

　しまったというようにエリックがやや顔を顰しかめた。

「よけいな事を言いました。……それよりシリウスが目を光らせている限り、ご主人様達がイングテッド国に戻もどれないというなら、彼を捕まえる為ために策を練るべきです」

「わかっている。さすがに素す顔がおで学園をうろうろするのはまずいからこの物置に隠かくれたけど、変装もしたしこのまま一いつ旦たん学園を離はなれよう。アルフレイ皇太子に会って事情を話さないと」

　きっとシリウスは自分達を捜さがしているだろう。

　彼らに見つかる前に何とか穏おん便びんに学園を脱だつ出しゆつしたかった。

「では、まず退路を確保して参ります。もう少しだけ、ここに隠れていてください」

　頷くと、エリックが物置から出ていった。

　静かになった物置で、シリウスの事を考える。彼に正体を知られてしまった。逃げ出したあと、部屋に乗りこんできたハーバードに、シリウスが秘密を教えたとしたら……。

　そう思うと怖こわくて怖くて仕方なかった。

　トントン！

　ノックの音が聞こえて、扉に目をやった。身構えると、少しだけ扉が開く。

　顔を出したのは、口元に血を滲にじませたハーバードだった。

　彼は厳しい表情でじっとこちらを見つめている。その顔を見て、心臓が苦しくなった。

（シリウスは、わたしの事をハーバードに話したのかしら……？）

　どちらかは彼の表情からはわからない。しかしシリウスは秘密を切り札としてとっておく可能性もある。それならハーバードにはまだ教えていないとも考えられた。

　彼の表情をじっと観察しつつ、マリアの声を出す。

「ハーバード、どうしてここが？　それに血が出ているわ。大だい丈じよう夫ぶ？」

　ハーバードは軽く頷いて、物置に入ってきて扉を閉める。

「お前の執事と、何かあったらここに集合するよう話し合っていた。……シリウスがブラックバードの幹部になっていた。ルビィ、ここの卒業生が行方ゆくえ不明になっている事件も、シリウスが何らかの形で関かかわっている可能性が高い」

　声や態度はいつも通りだった。

（あれ……!?　やっぱりシリウスはハーバードにわたしの秘密を教えなかったのかも。秘密にしたままでいれば、またわたしを脅おどす材料に使えると思ったのかもしれないわね）

　心の底からほっとした。シリウスの要求を吞のむつもりはまったくないが、いまはハーバードに秘密を漏もらさなかった事に、心から感謝した。

（よかった。これでずっとメアリとして彼のそばにいられるわ。彼の事が好き。絶対に嫌われたくない。幼なじみとしてでもいいから、そばにいたい……！）

　それは心からの願いだった。怪かい盗とうルビィとしていつかは捕まる日が来るかもしれない。

　それでも、少しでも長く彼の笑え顔がおを見ていたかった。

「ハーバード。……何を言っていいのかわからないけど、シリウスの事はまたあとで考える事にして一度この学園から出ましょう。あなたもここにいたら危険だわ。一いつ緒しよに逃げましょう」

　捜していたシリウスが敵だった事で、きっと大きなショックを受けたに違ちがいない。

　だけどいまはまず、身の安全を確保する事が大切だと思った。

「シリウスは、この学園の監督生プリーフエクトの中から優ゆう秀しゆうな生徒を選んでブラックバードに引き入れているようなの。卒業後に行方不明になった生徒は、ブラックバードと行動をともにしている可能性が高いわ。一度ここを脱出して、証しよう拠こを摑つかんで彼らを捜し出しましょう」

　学園にある宝物も手に入れたいが、それ自体が罠わなだとするなら、やはりアルフレイに一度報告した方がいいと思った。

　行方不明の卒業生も早く見つけ出さないと、犯罪の片棒を担かつがされるだろう。

　学園にいては何もできないので、やはり一度ここを出て対策を練るべきだ。

　ハーバードは無言だった。ただ、じっとこちらを見つめている。

　その眼まな差ざしがいつもと違っているとふと気付いた。

（変ね。ハーバードがいつもマリアを見る時は獲え物ものを捕とらえる狩人かりゆうどみたいな目をしているのに、何だか今日は違うわ）

　どう違うのかはうまく言葉に表せなかった。首を傾かしげつつ、話を続ける。

「ハーバード。あなたはここから出たらどうするの？」

「兄を捕まえるつもりだ。あのまま放ほうってはおけない」

「わかったわ。わたしもできる限りの事をする。彼が持っている宝物も欲しいし」

　両親を助けたいからとは言えなくて、宝物の話を持ち出した。

「お互たがい目的は違うけど、協力しましょうよ。わたしは役に立つわよ」

　強気な態度と言葉を向けると、ハーバードがやや目を伏ふせた。

「危ないから、お前は何もするな。……これ以上、危険な事はしないでくれ」

　協力しようと言って、頷くか拒きよ否ひされるかだろうと身構えていたのに、ハーバードは予想外の反応をした。まるで心配でもしているかのような表情をしたのだ。

「なにを言っているの。わたしは怪盗ルビィ。危険な事をするのが仕事よ。あなたに心配されなくても大丈夫。わたしの事はあなたが一番よく知っているのではなくて？」

　ハーバードの様子がおかしいと思いつつ、強気な態度を貫つらぬいた。

「もう、いい」

「何がもういいの？　変よ、ハーバード。一緒にブラックバードを捕まえましょうよ」

「それがアルフレイ皇太子の命令なのか？」

　まるで尖とがったナイフのように、鋭するどい声での質問だった。

「……なにを言っているの？　アルフレイ皇太子なんて関係ないわ。彼にはダンスを断られたから嫌いやがらせしているだけ。ブラックバードはわたしの大好きな宝物を持っているから、彼らからその宝物を手に入れたいだけよ」

　享きよう楽らく的なマリアなら言いそうな事を、妖よう艶えんな笑みを添そえて口にした。

　いつもなら、それでハーバードは納なつ得とくはしないまでも、とりあえずは黙だまるはずだった。

　しかし今日の彼は違った。

「もういいと言っているだろう。そんな芝しば居いはしなくていい！」

　強い口調はまるで怒ど鳴なっているかのようだった。

　ハーバードは常に冷静で、感情的に声を上げるなんてほとんどない。

　思わず目を見開いて、呆ぼう然ぜんとした。ハーバードがはっとしたように、口元に手を当てる。

「すまない、大きな声を出して」

「別にかまわないわ。だけど、本当にどうしたの？　わたしは芝居なんてしていないわ」

　大人の女性がむっとすると、こういう顔になる、というのを最近研究してできるようになった。その顔でじっと見つめると、ハーバードはため息をつく。

「そんな顔もするんだな。初めて見た」

　落ち込んだような声を聞いて、頭の中で疑ぎ問もん符ふがいくつも浮うかんだ。

（今日のハーバード、やっぱり変。いままでマリアと話した時とはまったく違う反応をするわ。……まさか！）

　最悪な事を考えついて、立っていられないほど動どう揺ようした。

　それを顔に出さないようにするのに精いっぱいだ。

　ハーバードは物置に入ってきてから、ルビィとして自分と接していた。

　だから秘密を知らないのだろうと思ったが、まさか……という気持ちが強くなる。

　ハーバードがこちらに一歩近づいた。彼の目つきは犯罪者を見るものではなかった。

　それは幼なじみの優やさしいハーバードが自分メアリに向ける視線と同じだと気付いて、愕がく然ぜんとする。

　今度こそ立っていられないくらいの衝しよう撃げきを受けて、思わず足の力が抜ぬけて跪ひざまずいた。

　ハーバードが慌あわてたように駆かけ寄る。

「大丈夫か？　メアリ……！」

　耳を疑った。その名前をこの姿の時に彼が口にするはずがないのに。

「ち、ちが……」

　違うと言いたいのに、声が出なかった。

　ハスキーなマリアとしての声。少年らしく凜り々りしいメリルとしての声。

　そして中性的な怪盗ルビィとしての声。

　いろんな声を使い分けてきたのに、いざとなるとそのどの声も出せなくなっていた。

　呼吸が苦しくて仕方なかった。

　息ができなくなってきて、ひゅっと喉のどを鳴らすと、ハーバードが背中をさすった。

「大丈夫だ。ゆっくり息をしろ。……昔、お前とまだ会ったばかりの頃ころ、緊きん張ちようしすぎて呼吸ができなくなった事があったな。あの時もこうやって背中をさすった。覚えているか？」

　ハーバードの声は優しかった。怪盗ルビィだと知られたら嫌きらわれると思っていた。

　二度と笑顔を見せてもくれなくなるだろうし、口も利きいてくれなくなるだろうと。

　それが死ぬほど怖かった。

　だけど、彼の声こわ色いろは優しくて、表情もいつもの自分メアリに見せる穏おだやかなものだった。

「話をしよう。ちゃんとお前の口から事情を聞かせてくれ。どんな話でも俺は聞くから。そして一番お前の為ためになるように動くから。お前は……俺が守ってやる」

　ぎゅっと抱だき締しめられた。温かくて大きな腕うでは、とても安心できた。

　彼の腕に抱かれていると、自然と呼吸ができるようになって、楽になっていった。







　メアリは座り込んだまま、大きく息をついた。

　そこへ扉とびらを軽くノックする音がして、エリックが入ってくる。

　物置にハーバードがいるのを見て、やや目を見開いた。

「さきほどは協力して頂いてありがとうございました。学園の馬車を失敬してきたので、逃にげましょう。ハーバード様も一緒にいかれた方がいいのでは？」

「そうさせてもらおう。急いでここを出た方がいい。それと……」

　ハーバードがじっくりとエリックを見つめた。

「怪盗ルビィの影かげか……。見事な変装だな、エリック」

　鋭い視線を受けても、エリックは表情一つ変えなかった。

「何の事でしょうか？」

「そういう化かし合いはもうたくさんだ。とにかく逃げるぞ、メアリ」

　腕を引かれて立ち上がった。エリックがこちらに目を向ける。

「……もう隠かくしきれないわ」

　素すの声を出すと、エリックが何もかも承知したように頷うなずいた。

「かしこまりました。では、詳くわしい事はまたあとで。学園に明らかに生徒ではない者達が入り込んでいるようです。ひとまずここを離はなれた方がよいかと」

　エリックもいつもの彼の声になっていた。

　頷いて一いつ緒しよに走り出す。これからどうなるのか、自分でもそれはわからない。

　ただ、ハーバードが秘密を知っても、守ってやると言ってくれた事が何より嬉うれしかった。
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　メアリはエリックが用意してくれた馬車を目指して、夜の闇やみに隠れて学園を移動した。

　もう消灯時間を過ぎているはずなのに、制服を着た数人の男達が寄宿舎や校庭をうろうろしている。彼らはよく見ると、十代の少年ではなく成人した大人だった。

　先頭を行くエリックが、足を止めて前方の様子を窺うかがった。

「彼らはブラックバードでしょう。生徒のふりをして私達を捜さがしているようです。裏門を出たところに、馬車を用意しました。そこまで何とか見つからないように移動してください」

　エリックとハーバードと一緒に、身を低くしながら、裏門へと急ぐ。

　裏門は鉄の大きな扉で閉じられていたが、エリックがすでに錠じようを開けていたようで、すんなり開いた。裏門を出た先にある木々の向こうに、二頭立ての馬車が用意されている。

　何とか見つからずに馬車に乗りこむと、エリックが御ぎよ者しやとして馬を操あやつり、出発させた。

　あっという間に学園から遠ざかり、建物が見えなくなったのを窓から確かく認にんして、ようやく息をつく。対面に座ったハーバードが厳しい表情で腕うで組ぐみした。

「さあ、聞かせてもらおう。何がどうなったらお前が怪かい盗とうルビィになるんだ？　ルビィが現れたのは三年前だ。お前は十七歳になったばかり。十四歳の頃からルビィだった事になるが、完かん璧ぺきな盗ぬすみをその年頃に行うのは無理がある。考えるにお前はルビィの二代目なんじゃないか？」

　さすがだと思った。どうしようと考えていると、ハーバードが少しだけ微笑ほほえんだ。

「お前を守ると言っただろう。信用しろ。すべてを知らないと、お前を守る為の最善の策を見付けられなくなる。真実を話してみろ」

　優しい声だった。ハーバードになら話しても大だい丈じよう夫ぶだと囁ささやく自分がいる。

「……もともとの怪盗ルビィは、おばあさまだったの」

　ハーバードがさすがに目を見開いた。

「シャーロット伯はく爵しやくが？　そんな馬ば鹿かな。シャーロット伯爵は、もう六十歳だろう」

「わたしもそう思ったんだけど、本当なの。おばあさまは馬術も剣けん術じゆつもたしなまれるし、わたし達が思っている以上に体力もおありみたい。わたしも知らなかったけど、変装の名人でいろんな声色を使い分けられるそうよ」

　ハーバードがまだ信じられないという表情で、やや首を捻ひねった。

「だが、俺が知るシャーロット伯爵もお前も、自分の利益の為に盗みをやる人間じゃない。事情があるんだろう？……もしかして、それは王室に関かかわる事じゃないのか？」

　彼は怪盗ルビィが盗む物が、ルイスが王室から盗んだ物と一いつ致ちすると前から指し摘てきしていた。おそらく、ある程度真実に近い事情を想像していると思う。

　ここまできたら、もう噓うそをつかない方がいいと思った。

「ええ。おばあさまもわたしも、ルイスが王室から盗んだ物を取り戻もどしているの。アルフレイ皇太子の命令でね」

　ハーバードは驚おどろいていなかった。やはり彼はある程度事情を察しているようだ。

「ルイスはアルフレイ皇太子の弟なの。母親違ちがいのね。それで、アルフレイ皇太子はできたらルイスを庇かばいたいみたい。彼が盗んだ物を秘ひ密みつ裏りに取り戻して、彼の罪をなかった事にしようとしたのよ」

　ハーバードはやや驚いたように目を見開いたものの、すぐに頷いた。

「ルイスがアルフレイ皇太子の弟か。なるほど、だからあんなに顔がそっくりなんだな。あの顔ではまったくの他人ではないだろうと思っていたが、やはり血けつ縁えん者だったのか。それで、どうしてお前やシャーロット伯爵がアルフレイ皇太子からそんな命令を受けたんだ？」

　確かにそれは疑問に思うだろうと思った。彼をまっすぐに見つめた。

「それが、ヒューストン家の当主が代々担になう〝秘密の仕事〟だからよ」

　意味がわからなかったのか、ハーバードが眉まゆ根ねを寄せた。

「秘密の仕事とは、どういう事だ？」

「うちの領地のパドグランの事は知っているでしょ。災害が多くて土地も瘦やせていて、裕ゆう福ふくでは決してないわ。領民達は一いつ生しよう懸けん命めい働いてくれているけど、それでも救貧院や病院にはいつも人がいっぱいで」

　生まれ育った領地には、大好きな人達がたくさんいる。

　子どもの頃冒ぼう険けんの旅と称しようして家出して、道に迷って泣いていた自分を助けてくれたウィンストンおじさんや、一緒にポロをやって遊んだ近所の子ども達。

　ケーキの焼き方を教えてくれたのも、野原を駆かけ回って一緒に遊んだのもみんな領地にいる領民達だった。彼らはみんな自分の家族だ。

「救貧院や病院を維い持じする為に寄付をするのは領主の務めだけど、ヒューストン家にそんな蓄たくわえはない。だから代々王室から秘密の仕事を請うけ負って報ほう酬しゆうをもらい、領地の運営をしていたの。おばあさまは女伯爵になって領民を守る為に怪盗ルビィになった。でも体調を崩くずされて」

「それは知っている。ぜんそくの発ほつ作さが出ると聞いて、俺も心配していたからな」

「おばあさまはやっぱり無理をされていたんだと思う。それでわたしが後を引き継つぐ事になったの。怪盗ルビィとしてルイスが盗んだ宝物をすべて取り戻せたら、わたしを女伯爵だと認める特許状を与あたえるって、アルフレイ皇太子が約束してくれて」

　ハーバードが納なつ得とくしたかのように頷いた。

「なるほど。それでようやく理解した。俺が知っているお前は、何があっても罪をおかすはずがない。だが領地と領民を守る為なら何でもするかもしれないな。お前は昔から、女にしておくのはもったいないほど度胸があって、一度決めたら曲げない意志の強さもあるから」

　馬車はがらがらと音を立てて進んでいる。揺ゆられながら、膝ひざに置いた手を握にぎり締めた。

「黙だまっていてごめんなさい」

　ハーバードはしばらく無言だった。

「メアリ。どんな理由があろうとも、お前がやった事は犯罪だ」

　そのひと言が、胸を切り裂さくぐらいにショックだった。

　唇くちびるも握った拳こぶしもカタカタと震ふるえ出す。その手をハーバードがそっと握った。

「厳しいようだが、それが現実だ。俺はお前にそんな危険な事はしてほしくない。領地の問題も絡からんでいるから、すぐには答えは出せないだろう。だが俺もお前と一緒に領地を守る為ために精いっぱいの事をして協力するから、もう怪盗ルビィとして盗みをするのはやめてくれ」

　ハーバードが握った手に、力を込めた。

「俺は……お前を捕つかまえたくない。お前が大切なんだ、メアリ」

　声に強い気持ちがこもっていた。ハーバードをじっと見つめた。そしてそっと頷く。

「……秘密を知られた以上、このまま怪盗ルビィを続けられないわ。罪を償つぐなう覚かく悟ごもできてる。だけど、もう少しだけ待ってほしいの」

　かつらをとると、金の髪かみが頰ほおにこぼれてきた。手元にあったハンカチで顔をこする。

　素す顔がおで彼と話がしたかった。化け粧しようを落として顔を上げると、ハーバードが目を見開いた。

「わかっていたはずなのに、実際に見ると驚くな」

　ハーバードが戸と惑まどいの声を上げつつも、苦く笑しようした。

「ハーバード、父様も王室から秘密の仕事を請け負っていたの。ルイスが盗んだ物を取り戻す為に、おばあさまは怪盗ルビィと名乗ったけど、父様が〝ルビィ〟という裏の名前で仕事をしていた時は、諜ちよう報ほう活動がメインだったんですって」

「ゴードン伯爵か……。いたずら好きで気のいい伯爵だと思っていたが」

　ハーバードの両親と父は親友だったので、もちろん彼も父の事は知っていた。

「父様はシリウスがブラックバードに入ろうとしたのを知って、止めようとしたみたい。シリウスに命を狙ねらわれたみたいだけど、国外に逃にげたようなの。シリウスが目を光らせている間は、イングテッド国に戻ってこられないみたい。だから……」

　そこで言葉を詰つまらせた。シリウスを捕まえたいと言いたかった。

　しかし彼にとってシリウスは兄だ。さすがにそれを言うのは躊ちゆう躇ちよした。

　ハーバードが顔をのぞき込んでくる。そして再び、手を握った。

「────捕まえよう、兄さんを」

　声は凜りんとしていた。目には惑いはない。彼は本気でそう思っているようだった。

「いいの？」

「ああ、ブラックバードから離はなれてくれればと思うが、どちらにしろ説得には時間がかかりそうだ。兄さんはもうすでに罪をおかしている。卒業して行方ゆくえ不明になった生徒達の居所も兄さんなら知っているだろう。捕まえて、彼らを捜し出さないと」

　辛つらそうな表情だった。だけど、言葉にはよどみはなかった。

「ハーバードだって辛いよね。お兄さんなんだもの……」

「辛くないといえば噓になる。だが、俺は警察官だ。最初は兄さんを捜さがす為に警察官になったが、いまはこの仕事が天職だと思っている。警察官として、兄さんを捕まえなければならない。あのまま放ほうっておけば、犠ぎ牲せい者しやは増えるばかりだ」

　ハーバードの決意は固いようだった。

「メアリ。兄さん……いや、シリウスを捕まえられたら、国外にいるゴードン伯爵達が帰ってこられるかもしれないんだろう。そうしたら、またお前は両親に会える。捕まえよう、シリウスを。そしてゴードン伯爵達にまた会おう」

　力強い言葉だった。嬉うれしくて思わず頷うなずく。

「ハーバード。シリウスを捕まえるまでは、まだルビィでいさせて。お願い」

「だめだ。危険だからお前は屋や敷しきに戻れ。……いや、シリウスもお前の事を知っている。屋敷は危ない。どこか隠かくれられる場所を探すから……」

「一人だけ安全なところに逃げるなんてできないわ。父様と母様の無事を確かめるまででいいの。……これは幼なじみのメアリとしてではなく、怪かい盗とうルビィとしての願いよ」

　声こわ色いろと表情をがらりとマリアに切り替かえた。

「お願い、ハーバード。わたしがどんな事ができるかを、あなたは知っているはず」

　大人っぽい口調とハスキーな声。そして妖よう艶えんな笑えみに、ハーバードが目を見開いた。

「……だが」

　ハーバードが何かを言いつのろうとした。

　彼の手をぎゅっと握り返す。声をメアリのものに戻した。

「シリウスはルイスを使って王室の転てん覆ぷくを謀はかっているわ。止められるのはわたし達だけ。ルイスの月の涙なみだを覚えているでしょう。あれはいま、アルフレイ皇太子が持っているの。あの指輪の台座には、ルイスが王室と関かかわりがあると示す文言が刻まれているわ」

「そうか。だからルビィはルイスから月の涙を盗ぬすんだんだな。あの指輪だけが王室から盗まれたものではないからおかしいと思っていた」

「シリウスにアルフレイ皇太子からあの指輪を盗んでこいと言われたわ。もちろん拒きよ否ひしたけど、彼らはルイスを使って王室を乗っ取ろうとした事を諦あきらめてはいない。止めないとこの国は大変な事になるわ。だからお願い、わたしにもできる事をさせて……！」

　願いを言葉に乗せた。ハーバードに届いてほしい、そう祈いのりながら。

　ハーバードはしばらく無言だった。じっとこちらを見つめて、やがて息をつく。

「……俺から離れるな。わかった事はすべて俺に報告しろ。誓ちかえるか？」

「ええ！　誓うわ」

　ハーバードが仕方なさそうにもう一度息をついた。

「シリウスは放っておけないし、事情を一番知っているお前が協力してくれれば、確かに助かる。しかし、これからどうするかな」

　ハーバードが手を離して、腕うで組ぐみした。

　これからの事については、さきほどから考えていた。

　背もたれに凭もたれて、まっすぐにハーバードを見つめる。

「シリウスは手て強ごわいわ。もてる力のすべてを使って対たい抗こうしないといけないと思う。もう一人、口も態度も性格もすっごく悪いけど、とても頼たよれる人がいるわ。彼と会って、これからの計画を練った方がいいと思うの」

　ハーバードがわずかに苦笑した。

「口も態度も性格も悪いとは、またそうとう人格に難がありそうだな。その人物は」

「ええ、でも本当は優やさしい……はずだから、大だい丈じよう夫ぶだと思う。多分」

　人格に難があると言われて否定できなかったが、やはり彼に会うしかないと心を決めて、馬車の窓を開けた。

「エリック、宮きゆう殿でんにお願い」

「はい」

　馬車を操あやつるエリックの返事を聞いて、窓の外に広がる暗い闇やみを見つめ、これからどうするかを改めて考えていた。
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　宮殿の裏門についた頃ころには、もうすでに太陽は真上にのぼっていた。

　裏門の見張りは、エリックが操る馬車なら素す通どおりさせてくれる。

　メアリは窓から外の様子を窺うかがう。馬車がガラス張りの温室の前に停とまるところだった。

「つきました」

　馬車の扉とびらが開いて、エリックがうやうやしくおじぎした。いつのまにかエリックも変装を解いていた。いつもの燕えん尾び服ふくに身を包んで、半日かけて馬車を操った疲つかれなどみじんも見せていない。ハーバードとともに馬車を降りて温室の前に立つと、エリックが再びおじぎした。

「いってらっしゃいませ、お嬢じよう様さま」

　いつもなら、エリックはここまでだった。

　この温室にはアルフレイの許可を受けた者しか入れないからだ。

「エリック、今日はあなたにも一いつ緒しよにきてほしい。シリウスを捕つかまえる為ためにエリックにも協力してほしいの。あなたなら、違ちがう視点からの意見が言えるはず」

　昔は何をしていたのかはっきりとは言わないエリックだが、かなり非合法な事をしていたようで、裏社会の話にも通じていた。シリウスを捕まえる為には、彼の協力は不可欠だった。

「承知しました」

　エリックがちらりとハーバードに目を向けた。

「ハーバード様との話し合いは？」

「終わったわ。シリウスを捕まえる為に、彼とも協力する。そして……」

　温室に目をやった。この中にいる、美しくて毒どく舌ぜつな皇太子の顔を思い浮うかべる。

「そろそろ命令するだけではなく、ここから外に出てもらうわよ、アルフレイ皇太子」

　ハーバードとエリックとともに、温室へと足を踏ふみ入れた。







「ここには私の許可がないと入れないはずだが、どうして見かけない者達がいるのかな」

　銀の髪がろうそくの光を受けてきらきら光り、透とう明めい感かんのある青い瞳ひとみがこちらに向けられた。

　ため息が出るほど美しい皇太子を見つめて、メアリは思わず口を開いた。

「それは……」

「ああ、一人は知っているぞ。昔ゴードンが捕まえて飼い慣らした獣けものだ。前に見た時は手負いでしつけのなっていない口の悪い奴やつだったが、そうやって燕尾服を着ていると少しはまともに見えるな。それと……」

　アルフレイがハーバードに目を向けた。

「そいつも知っている。貴族で金持ちなのに警察官なんて面めん倒どうな仕事についた変わり者だ」

　どうしてこんなに美しいのに、人を不快にさせるような言い方しかできないのだろうとため息をつきたくなった。

「ヒューストン家の執しつ事じのエリックと、グレハム家の子息、ハーバードです。彼らの事はご存じのはず。名前で呼んでください」

「名前ね。私は私が認めた者の名前しか覚えないようにしている。そういえば、お前の名前はなんだったかな。ここには私の許可がない者は連れて来るなと前に言ったはずなのに、その金の髪かみがついた頭は覚えていられなかったようだな」

　皮肉げな笑みを向けられてむかっとしたものの、何とか堪こらえた。

　アルフレイが座ったまま、やや身を乗り出す。

「幼なじみのハーバードには、ルビィの仕事は秘密にしていたはずではなかったか？　ここに連れてきたという事は、秘密が知られたようだな。この半人前め！」

　言い返す事はできなかった。彼の言う通りだからだ。

「確かに彼には秘密を知られました。王室とルビィの関わりについても、彼はある程度調べて事情を察していました。彼には真実をもう話してあります。緊きん急きゆう事態だったので……」

「緊急事態？　どうせ大した事はないんだろう。一応聞いてやるが、つまらなかったらお前だけ警察に引き渡わたすからな」

　きつい口調にむっとしたのか、ハーバードが一歩前に出て、口を開こうとした。

　それを手で制す。このぐらいの事で一々腹を立てていたら、アルフレイとは話もできない。

「結論から言います。センドリック学園に王室から盗ぬすまれた宝物は確かにありましたが、ブラックバードの罠わなでした。彼らに捕まってあなたから月の涙を盗んでこいと言われました」

　アルフレイがわずかに片かた眉まゆを上げた。

　毒ばかり吐はく口がようやく閉じられたので、どうやら話に興味があるようだ。

「彼らは優ゆう秀しゆうな監督生を洗脳して、卒業後に家出をさせて仲間に引き入れているようです。わたしが捕まった時、ルイスも学園にいました。そして学園長がブラックバードの幹部で……シリウス・グレハムでした」

　名前を言ったとたん、アルフレイの余よ裕ゆうありげな笑みが消えた。

「……詳くわしく聞こう」

　シリウスの事は以前アルフレイも知っていると言っていた。優秀な近この衛え隊の隊長だったと。

　その彼がブラックバードに入ったと聞いて、さすがのアルフレイも驚おどろいたに違いなかった。

　センドリック学園で知り得た事を口にした。シリウスが学園長のルークで、怪盗ルビィをおびき出す為にわざと宝物が学園にあるという噂うわさを流した事。

　シリウスは幹部ではあるようだが、実質ブラックバードを牛ぎゆう耳じれる立場にある事。

　ルイスも彼のもとにいて、彼らは月の涙をルビィに盗ませようと画策している事。

「……なぜシリウスはブラックバードに入ったんだ。私が知っているシリウスはまじめな近衛隊の隊長だったぞ。国に忠誠を誓い、正義を背にして輝かがやいていたのに」

　常に人を小こ馬ば鹿かにしているアルフレイにしては、最高の評価だと思った。

　それほどシリウスは優秀だったのだろう。ハーバードが息を吸い込んだ。

「親友が死んだと言っていました。レオンという近衛隊の隊員で、俺も知っています。とても明るくて男らしい人だった。彼の死は女王のせいだと恨うらみを持っているようでした」

　アルフレイがはっとしたように目を見開いた。その表情を見み逃のがさない。

「何か知っているんですね？」

　ここに来たのは、シリウスがブラックバードに入る原因になった事件を詳しく知りたかったからだ。エリックもハーバードもその話を聞く権利があると思ったから連れて来た。

「……言えない。王室のトップシークレットだ」

　椅い子すに座ったままのアルフレイに思わず詰つめ寄った。

「シリウスはその事件が原因ですべてを捨ててブラックバードに入ったんですよ。こうしている間にも、学園の優秀な生徒を洗脳して傘さん下かに加わらせている。行方ゆくえ不明になった生徒達にも親はいるんです。心配している彼らの為にも、一刻も早くシリウスを捕まえたい……！」

　気持ちがあふれ出た。しかし感情に押し流されて冷静さをかいてはいけないと、何とか自分の心を律する。一度息をついてから、再び口を開いた。
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「わたしの両親はシリウスに命を狙ねらわれて国外に逃にげた可能性が高いんです。シリウスが目を光らせている間は帰ってこられないようです。わたしは……もう一度父様と母様に会いたい！」

　アルフレイが小さく息を吞のむ。彼は父であるゴードンをよく知っているようだった。生きている可能性があると前に話した時は、どんな手を使っても助け出したいと言ってくれた。

「シリウスを捕まえられれば、父様達は帰ってこられるかもしれません。シリウスを捕まえるには、彼の事を知る必要があると思うんです。彼がなぜ反王室派組織のブラックバードに入ったか、それがわからないと、彼に投降するよう説得もできません」

　まっすぐに見つめると、アルフレイが戸と惑まどうように目を伏ふせた。

「お願いします、アルフレイ皇太子」

　もう一押しだと思った。彼は口は悪いが、情には厚いと知っている。

　しばらくの沈ちん黙もくが流れて、ようやくアルフレイが顔を上げた。そして小さく息をつく。

「……近衛隊の副隊長、レオン・マッカルギーは、女王陛下を暗殺しようと潜せん入にゆうした敵を捕まえようとして死んだ。名めい誉よある死だった。しかし表向きは事故死として処理された」

　ハーバードが眉根を寄せた。

「なぜですか？　女王を守っての名誉ある死と事故死はまったく違う。本当なら彼は女王を守った英えい雄ゆうとなるはずだ。だけど事故死だったら名誉どころか恩給すら出ない。確か残された家族は彼の死後、生活に困って爵しやく位いを売ったと聞きましたが」

　爵位を売るというのは、たまに聞く話だった。領地の運営ができなくなるほど困こん窮きゆうした貴族が、爵位を金持ちの平民に売るという事があるらしい。

　つまり、レオンの家族は彼の死後、それだけ生活に困ったという事だった。

「その件は公おおやけにはできなかった。だからレオンの死も事故という事になって恩給もなかった」

「なぜですか！」

　怒いかりの声を上げたハーバードにアルフレイが口を噤つぐんだ。

「……暗殺を謀はかったのが、バッファロー侯こう爵しやくだからですよね？」

　シリウスが言っていた言葉を思い出して、鋭するどく問いかけた。アルフレイは口を噤んだままだ。

「バッファロー侯爵は、王室の血けつ縁えん者。あなたと妹のハンナ王女の次にバッファロー侯爵の子息に王位継けい承しよう権がある。彼らは異国と繫つながっているという噂がありますが……」

「噂は噂だろう。バッファロー侯爵との間に遺い恨こんなんてない」

　アルフレイが冷静に言い放ったが、黙だまって聞いていたエリックがゆっくりと微笑ほほえんだ。

「おや、遺恨はあると思いますが。数年前、私が人にはとても言えないような仕事をしていた時、バッファロー侯爵の依い頼らいで、女王陛下の王おう冠かんを盗もうとした事があります。あの王冠は女王の証あかしだから、盗まれた事を糾きゆう弾だんして玉座から引きずり下ろすと息巻いておられましたよ」

　エリックの話に目を丸くした。

「本当に!?」

「ええ、盗みに入ったところを、アルフレイ皇太子に命じられて警護をしていたゴードン様に見つかりまして。いろいろあってゴードン様の執しつ事じになりました。確かそれからしばらくしてだと思います。女王陛下の暗殺未み遂すいがあって、レオンという近衛兵が亡なくなったのが」

　いろいろという言葉に何もかも含ふくまれ過ぎではないかと思った。

　何がどうなったら盗みに入って捕つかまって執事になるのだろうかと気になったが、いまはそれを問い質ただしている場合ではない。気を取り直してアルフレイに顔を向ける。

「ではこういう仮説が成り立ちます。バッファロー侯爵はエリックに命じた盗みが失敗して、次に女王陛下の暗殺を謀った。それをレオンが止めて亡くなった。しかしそれを公にしたら、女王とバッファロー侯爵との間で争いが起こっていると認める事になる。だから暗殺事件自体をなかった事にした」

　エリックとシリウスから聞いた話を自分なりにまとめて口にする。アルフレイは反論しなかった。ハーバードが握にぎった拳こぶしを震ふるわせた。

「そんな……！　王室のスキャンダルを隠かくす為ためだけに、レオンの名誉ある死はなかった事にされたのか！　レオンは正義の為に死んだのに……！」

　彼の怒りはもっともだと思った。近衛隊としての職務を果たしたのに、それをなかった事にされたせいで、残された彼の家族は爵位さえ手放すほど貧困状態になった。

　レオンを知る人から見たら、怒りを覚えるのは当然だ。話だけ聞くとなんてひどいとも思うが、少し違ちがう事情もあるのではとわずかだが怪かい盗とうルビィとして積んだ経験から気付いていた。

「王室のスキャンダルを隠す為……確かにそうかもしれないけど、でも違う事情もありますよね。アルフレイ皇太子」

　見つめると、アルフレイは腕うで組ぐみして、ふんっと鼻を鳴らした。

「それ以外とは？」

「シリウスと話していて気付きましたが、バッファロー侯爵は領地も大きくて、彼を支持する貴族も多数います。そんな彼が女王の暗殺を謀ったと世間に知られたら、どうなるでしょう。バッファロー侯爵は異国とも繫がっている。異国も彼を支持する貴族も味方につけて、戦いを挑いどんできたら……」

　ハーバードがはっとしたように息を吞んだ。

「確かに、それは考えられない事じゃない……」

　頷うなずいて、まっすぐにアルフレイを見つめた。

「この国は女王陛下とバッファロー侯爵との争いで真っ二つに割れる恐おそれがあります。そうなったら、辛つらい思いをするのは民たみ達です。女王陛下もあなたもそれを憂うれえて、バッファロー侯爵の罪を隠そうとした。違いますか？」

　アルフレイは王室から宝物を盗んだルイスの罪を隠そうとした。隠して何もなかった事にする事で、きっといままでに何度も争い事を避さけてきたのかもしれない。

　アルフレイは何も言わなかった。ただ、大きく息をついて立ち上がる。

「────シリウスとは私が直接話す。ルビィ、私の前にシリウスを連れて来い。もしそれができたら、お前が欲しがっている女伯はく爵しやくと認める特許状をやろう」

　嬉うれしいはずだった。念願だった女伯爵になれる為の道がすぐそこに見えていた。

　しかし心はその言葉に少しも動かなかった。

「シリウスは捕まえます。あなたの前にも連れて来ます。でも特許状はいりません」

　言葉を放つのには勇気がいった。まさか、夢だった女伯爵になる為の特許状をいらないなんて言う日が来るとは思わなかった。しかしその夢と引き替かえにしてでも、大切なものがある。

　それは家族だ。

「父様と母様にもう一度会いたいんです。みんなで食事して庭いじりして笑って時には喧けん嘩かして。そうやってまた一いつ緒しよに暮らしたいんです……！　シリウスを捕まえられたら、きっと父様達は帰って来られる。だけど……」

　傍かたわらにいるハーバードに目をやった。

　冷静な顔つきだが、心の底では兄であるシリウスを捕まえるのに葛かつ藤とうしているはずだ。

「シリウスを捕まえるだけではだめだとアルフレイ皇太子の話を聞いていて思いました。捕まってもシリウスの恨うらみは晴れません。だって彼は親友の名誉を回復したいという、彼の正義の為に戦っている。きっと捕まったって、牢ろうの中から王室へ攻こう撃げきする方法を考えるはず」

　ハーバードが大きく頷いた。それを見て、自分の考えに確信を持つ。

「彼をブラックバードから引き離はなさない限り、彼の戦いは終わらない。アルフレイ皇太子、彼とレオンの家族に正式に謝罪してください。それが唯ゆい一いつ、シリウスをブラックバードから引き離せるかもしれない方法だと思います」

　胸に手を当てた。この思いをアルフレイにわかって欲しかった。

「わたしの望みは特許状ではなく、家族ともう一度会う事です。その為には、あなたからシリウスへの謝罪がどうしても必要です」

　アルフレイは返事をしなかった。エリックが一歩前に出る。

「お嬢じよう様さま、それはかなり難しいかと。アルフレイ皇太子が謝罪すれば、もみ消したはずの王室の醜しゆう聞ぶんを認める事になる。バッファロー侯爵が女王陛下を暗殺しようとしたなんて知られたら、さきほどお嬢様が仰おつしやった通り、国が真っ二つに割れる騒そう動どうに発展するかもしれません」

　それはよくわかっていた。アルフレイは口ほど心根は悪くない。

　国を大切に思って、騒さわぎを起こしたくない気持ちも理解できた。

「……すぐに返事が欲しいとは言いません。まずはシリウスを捕まえて、わたし達で説得してみます。では、作戦を練るので、これで失礼します」

　シリウスとの、そして怪盗ルビィとしての最後の戦いに挑む為に、部屋をあとにした。
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　満月の晩、センドリック学園は静けさに包まれていた。

　職員棟とうの二階にある学園長室だけにほのかに明かりが灯ともっているのが、窓から窺うかがえた。

　建物の陰かげから窓を見上げたメアリは、黒くろ装しよう束ぞくに身を包み、黒いつばの広い帽ぼう子しを被かぶっていた。

　目元を隠す仮面には、小さな赤い宝石がちりばめられている。

　それは、怪盗ルビィとしての姿だ。その姿のまま、闇やみに紛まぎれて職員棟の建物に近づく。

　建物の入り口の鍵かぎを針金で開けて入り、廊ろう下かを走って階段を上ると、人の気配がした。

「……本当に怪盗ルビィは来るのか？」

　階段の上にいるのは、二人のようだ。ちらりと見えた様子からすると、学園の制服を着ていた。しかし声と口調、持っているランプに照らされて見えた顔立ちからすると、とても十代の少年には見えなかった。男の一人が、四角いカードを目の前に出した。

「予告状が来たから間違いなく来るだろう。〝今夜、美術品のコレクションを盗ぬすみに参上する。怪盗ルビィ〟初めて本物の予告状を見たが、なかなか綺き麗れいな字だな」

　男達は緊きん張ちようをほぐす為か、軽い口調で話をしていた。

「生徒になりすました仲間はこの学園長室の前だけでも十人はいる。これだけの見張りをかいくぐれるはずがない。ルビィは女だというし、数ではこちらが勝っているんだから、捕まえるのはそう難しくないさ。のこのこやってきたところを捕まえてやる！」

　見張りの話を聞きながら、階段の踊おどり場で身を低くして息を潜ひそめた。

（予告状を出したんだもの。見張りがいる事ぐらいわかっているわ。でもあなた達に捕まったりしない。ちゃんと計画は立ててあるんだから……）




　ガシャーン！




「何だ！　いまの音は！」

「ガラスが割れた音だ。見ろ、あの黒装束は怪盗ルビィだ！　みんな集まれ！」

　大声が聞こえて、何人もの人が廊下を走る音が響ひびいた。その足音は段々遠ざかっていく。

　こっそり階段を上がると、男達が廊下の向こうへ走っていく背中が見えた。

　彼らの前を走っているのは、黒いマントをなびかせた〝怪盗ルビィ〟だ。

「ありがとう。エリック。おかげで見張りを追い払はらえたわ。大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、捕まらないでね」

　怪盗ルビィの姿をして見張りの目を引きつけたのは、エリックだった。

　彼はわざと目立つようにガラスを割って中に入り、敵を一手に引き受けてくれた。

　廊下には学園長室の前にいる見張りだけになった。さきほどエリックが割った窓から、再びパリンと音がする。見張りがそちらに顔を向けて、身構えた。

　窓から入ってきたのはハーバードだった。

　ハーバードは無言のまま廊下に降りて、敵に駆かけ寄る。

「なんだ、お前は……！　うっ」

　敵が殴なぐりかかろうとしたが、ハーバードのパンチの方が速かった。

　最初にきた男の腹を殴って気絶させ、その後ろにいた男が懐ふところから銃じゆうを出そうとした隙すきをついて、彼のあごに拳こぶしを決める。

「ううっ……！」

　どさっと音がして、男達が倒たおれた。

　彼らの傍らに落ちていた銃を拾って腰こしのベルトに挟はさみ、ハーバードがこちらに顔を向ける。

「いいぞ」

　廊下に姿を見せると、ハーバードがやや目を見開いた。

「わかっていたはずなのに、お前のその姿を見ると本当にメアリなのかと聞きたくなるな」

　苦く笑しようされて、肩かたを竦すくめた。怪盗ルビィとしての中性的な声を出す。

「わたしはいまは怪盗ルビィ。あなたもそのつもりで」

　心配性しようのハーバードはいつもメアリを大事に守ってくれようとする。

　それはとても嬉しいが、いまの自分は守られるべき存在ではなかった。

　ハーバードが表情を引き締しめた。

「わかった。急ごう」

　廊下には自分達以外は、ハーバードに殴られて倒れている男二人だけになっていた。辺りを注意深く観察しながら、学園長室の扉とびらに手をかける。針金で鍵を開けて、静かに扉を開いた。

　中は暗かった。この奥に、美術品のコレクションを置いてある部屋がある。

　扉を閉めて、一歩踏ふみ出した。

「うっ……！」

　突とつ然ぜん部屋の明かりが灯って、眩まぶしくて目を腕うでで覆おおった。何度か目を瞬またたかせると、部屋の明るさになれてくる。そして奥に続く部屋の扉の前に、男が二人立っている事に気付く。

「シリウス。ルイス……」

　呟つぶやくと、二人はゆっくりと微笑ほほえんだ。

「予告状をどうも。怪かい盗とうルビィ。せっかく逃にげたのにまたやってくるなんて、いい度胸だ。そんなに王室から盗まれた宝物を取り戻もどしたいのか？」

　シリウスが背後にいるハーバードに目を移した。

「お前も一いつ緒しよにきたという事は、ようやく怪盗ルビィの正体を知ったようだな。お前は警察官だろう。たとえ幼なじみで婚こん約やく者だとしても、犯罪者と協力するのはまずいんじゃないか？」

　シリウスは意外だったとでもいいたげな口調だった。

「ハーバード。お前はまじめで正義感の強い男だから、ルビィの正体を知ったら苦しみつつも捕つかまえるだろうと思っていた。だが自分の正義を曲げてでも、彼女を守りたいようだな」

　ハーバードはじっとシリウスを見つめていた。

「メアリとルビィが同一人物だと知って、正直驚おどろいたし、騙だまされていたという気持ちもあった。だけど、それでもどちらも大切な女性だと気付いたんだ」

　ハーバードがこちらに真しん剣けんな眼まな差ざしを向けた。思わずどきっとして、胸が高鳴る。

（どちらも大切な女性……？　メアリもマリアも同じくらいって事？　だって、ハーバードはわたしには見せた事のない顔をマリアには見せていたのに……）

〝メアリ〟は彼に異性として見られていないのだろうと、ずっと悲しい思いをしていた。

　しかしいま、彼は自分にマリアに向けていたのと同じ、異性に対する男としての顔を見せていた。

「メアリもルビィも、どちらもこの腕で守ってみせると決めたんだ」

　それは頼たよりがいがあって、何より嬉うれしいひと言だった。

　ハーバードがシリウスに目を戻した。

「もう一度、言う。投降してくれ。自首してくれれば、罪が重くならないように働きかける」

　必死の説得に、シリウスは口元に手を当てて苦笑した。

「馬ば鹿かな事を。私はレオンの為ために王室に復ふく讐しゆうすると誓ちかったんだ。ここでやめるつもりはない」

　二人の間には大きくて深い溝みぞができていた。睨にらみ合う二人の間に割って入る。

「待って。話を聞いてくれ。シリウス、会わせたい人がいる」

「ほう、誰だれに会わせたいと言うんだ。誰が説得しようと、私はそう簡単には……」

　シリウスの言葉が止まった。静かに開いた扉から、姿を見せた人物を見たからだ。

　銀の髪かみをなびかせたアルフレイは、青い聡そう明めいな瞳ひとみでシリウスを見つめた。

　ルイスが身体からだを震ふるわせて、怒いかりの表情を顕あらわにする。

「アルフレイ……！　よくも私の前に姿を現せたな！　お前のせいだ！　何もかも、お前のせいだ……！」

　憎にく々にくしげな声を向けられても、アルフレイは眉まゆ一つ動かさなかった。

　ルイスが自分の顔に震える両手を当てた。

「見ろ！　お前と同じ顔だ。年が一つ違ちがいなのと、髪の色が違うだけ。なのに私とお前はどれだけ違っている？　お前が皇太子として国民全員に愛されて尊敬の眼差しを向けられている時、私がどれだけ辛つらい思いをしていたと思うんだ！　私の不幸は全部お前のせいだ……！」

　ルイスの恨うらみの声は根深いように感じた。

　母親が違うだけの兄弟。顔もそっくりなのが、彼の恨みを深くしている原因かもしれない。

　きっと鏡を見るたびに、ルイスは己おのれの不幸を嘆なげいていたはずだ。

　そんな彼の気持ちはわからないではなかった。ルイスの恨み言が部屋に響いた。

「義父も義母もいらない子だと言って、私を無視した。食べる物にも着る物にも困らなかったが、メイドさえ義父達の命令で私をいないものとして接した。私が言葉を話すようになったのは六歳の時だ。誰も話しかけないから、話せるようになるまでそれだけかかった！」

　ルイスの血を吐はくような叫さけびをアルフレイは黙だまって聞いていた。

「お前が国民に手を振ふって豪ごう華かなパレードをしていた頃ころ、私は大きな屋や敷しきでたった一人で暮らしていた。話しかけても無視されるような環かん境きようでずっとだ。それがパブリックスクールに入るまで続いた。寄宿舎に入って心から嬉しかったよ。みんな私と話をしてくれるからな！」

　摑つかみかかろうとしたルイスの前に思わず進み出た。

「ルイス、落ち着いて。あなたを養子にやったのは、父親のスチュワート侯こう爵しやくだろう。アルフレイ皇太子は関係ない。あなたは本来父親に向けるべき恨みを、アルフレイ皇太子に……」

　アルフレイがさっと手で制して黙るよう指示した。

　こんな状態のルイスに、アルフレイの嫌いやみばかりの言葉を聞かせるのは忍しのびなかった。

　再び口を開こうとしたが、それより先にアルフレイが話を始めた。

「────すまなかった」

　形のいい薄うすい唇くちびるから出た言葉に、思わず目を見開いた。

　口も性格もお世辞にもいいといえないアルフレイ。ルイスをいたぶるのに効果的な反論を口にするかと思ったのに、実際に出た言葉はまったく違っていた。

「お前には辛い思いをさせた。亡なくなった父は、死ぬまでお前の事を心配していた。どうしても養子に出すしか方法はなくて、泣く泣く手放したが、もう一度お前に会いたいと死の間ま際ぎわまで話していた」

　ルイスとアルフレイの父、スチュワート侯爵は数年前に病死したと聞いていた。

　唇をわなわなとさせたルイスが首を横に振る。

「噓うそだっ！」

「噓ではない。父はお前の養育を引き受けたヘルベルト夫妻をたびたび呼んで、成長の様子を聞いていた。夫妻はお前の事を大切にしているといい、父から礼としていろんな面で優ゆう遇ぐうを受けていた。……彼らの話が噓だったと知ったのは、お前がブラックバードに入ったあとだ」

　アルフレイがやや目を伏ふせた。

「お前がヘルベルト家にいる限りは、彼らの噓を追つい及きゆうしたら逆効果になるかもしれないと、様子を見ていた。お前が指名手配されて屋敷から出たので、彼らを呼んでかなり厳しめに話を聞いた。彼らは父がお前の養育と引き替かえに与あたえていた特権が目当てで噓をついていたようだ」

　王室から与えられる特権。それはきっと税金などの免めん除じよや王室の権力を利用した社交界での振る舞まい、領地への特別な優遇策など多た岐きに亘わたると思った。

「ヘルベルト夫妻には子どもができなかった。だから、よけいに養子のお前をどう育てていいかわからず、結局放ほうり出してしまったようだ。それに気付かず、お前をずっと辛い状態で生活させてしまった。本当にすまなかった」

　アルフレイが再び頭を下げた。彼のそんな姿を見るのは初めてだった。

（あの俺様皇太子が頭を下げるなんて……。それだけ本気ですまないと思っているんだわ）

　同じ事を思ったのか、ルイスがわずかに後ずさった。

「今いま更さら……今更、そんな事を言われたって！」

「わかっている。お前にすまないとずっと思っていたから、なるべくお前がおかした罪が表おもて沙ざ汰たにならないようにしてきた。ルビィに命じて、お前が王室から盗ぬすんだ宝物を集めさせたのもそのためだ。だが、ここまで話が大事になったら、もういくら私でも庇かばいきれない」

　アルフレイがまっすぐにルイスを見つめた。痛々しい目で、悔くやしそうに表情を歪ゆがめながら。

「だから逃げろ、ルイス。お前は私の弟だ。父も死ぬ間際、私にお前の事だけが心残りだから、守ってやってくれと言い残した。警察にお前を渡したりしない。ここで姿を消せば、あとは私がなんとでもする」

　アルフレイが懐ふところから布ぬの袋ぶくろを取り出して、ルイスに差し出した。

「金になりそうで持ち運びしやすいものといったら、宝石しか思い浮うかばなかった。これを売れば、一生安あん泰たいに暮らせるぐらいにはなる。これを持って逃げてくれ、ルイス」

　いつもの皮肉も嫌みもない、心からの言葉だろう。アルフレイはわずかに微笑んだ。
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「お前には苦労をかけた。こんな事で罪つみ滅ほろぼしになるなんて思っていないが……幸せになってほしい。それが私と亡くなった父の願いだ」

　ルイスが何か言おうとして、口を開いた。だけど、その口から言葉は出てこなかった。

　そのままその場にくずおれるように、膝ひざをつく。がっくりと床ゆかに突つっ伏ぷして、頭を抱かかえた。

「今更……今更……！」

　何度も同じ言葉を呟つぶやくルイスは、頭を抱えてうずくまったまま震えていた。

　アルフレイはそんな彼の傍かたわらに跪ひざまずいて、布袋を置く。

　そして立ち上がり、シリウスに目を移した。

「シリウス・グレハム。久しぶりだな」

　余よ裕ゆうの笑えみを浮かべたシリウスは、ゆっくりと頷うなずいた。

「ええ。アルフレイ皇太子。まさかあなたが宮きゆう殿でんを出てこんな田舎いなかまでやってこられるとは思いませんでした」

　確かにと心の中で呟いた。最初は彼抜ぬきでシリウスを捕つかまえる計画を立てていた。

　屋敷でハーバードとエリックと一いつ緒しよに作戦を練っていると、アルフレイが突とつ然ぜんやってきたのだ。供も連れず、一人で馬に乗って来たらしい。

　そしてルイスとシリウスを説得する為に同行すると言ってくれた。

「お前もルイスも王室の犠ぎ牲せいになったと思っている。国を平静に保つ為には、目には見えないところでさまざまな犠牲が生まれる。お前もルイスも、そしてレオンもその犠牲者だ」

　率そつ直ちよくな言葉だと思った。シリウスの眉まゆがぐっと寄せられる。

「犠牲？　王室の為に殉じゆん職しよくした男の死をそんなひと言で済ませる気か！」

　シリウスの怒りの声にも、アルフレイは顔色を変えなかった。

「いいや。レオンの死は、女王を守っての名めい誉よの死だ。それを認めて、ここに正式に謝罪する。……すまなかった。彼を死に追いやったバッファロー侯爵の罪を白日のもとにさらし、彼に罪を償つぐなわせる。そして、レオンの家族と彼の墓にも私が直接赴おもむいて、正式に謝罪する」

　アルフレイが深々と頭を下げた。シリウスが初めて狼ろう狽ばいしたような表情で後ずさる。

「……そんな事を簡単に言っていいのか？　バッファロー侯爵はかなりの権力を持っている。その彼に罪を償わせようとしたら、国を巻き込んでの大おお騒さわぎになるぞ」

　シリウスも王室の事情は理解できているらしかった。ここに来るまでアルフレイはずっと口を噤つぐんだままだったので、実際は彼が何を考えているのかは、わからなかった。

（そうよね。バッファロー侯爵の事があったから、いままでレオンの事件を隠かくしていたのに。正式に謝罪するなら、今度はバッファロー侯爵との争いが表面化するわ。何の対策もしないでただ謝罪すると言ったって、シリウスにとったらただのその場しのぎにしか聞こえない）

　ハラハラしながら二人の様子を見守った。

「それは任せてくれ。バッファロー侯爵は異国と協力してこの国を手に入れようとしていた。その為ために女王の暗殺を謀はかったり、他ほかにもいろいろ表立っては言えない事をやってくれた。いい加減黙って見ていられなくなった事もあって、バッファロー侯こう爵しやくの身辺を探さぐらせていた」

　アルフレイが青い瞳ひとみに鋭するどい刃やいばのような光を灯ともらせた。

「こりずに今度は異国の王族を味方に引き入れ、派手に宣戦布告しようとしていると情報が入った。すでに戦争準備にとりかかっているらしい。異国の王族と繫つながっているという動かぬ証しよう拠こが手に入ったから、それを使って一気にあいつの身み柄がらを押さえる」

　アルフレイが不敵な笑みを浮かべ、シリウスを見つめる。

「バッファロー侯爵を捕まえたら、レオンが死んだ本当の理由も公表して、彼の名誉を回復しよう。彼の家族は爵位を売ったようだが、私が責任を持って買い戻もどして家族の今後の生活も保障する。彼は女王陛下を守って命を落とした。せめて彼の家族にその礼がしたい」

　シリウスは疑わしい表情で、緑の瞳を揺ゆらめかせた。

「……噓ではないのだろうな。この場を乗り切って、あとからやはりバッファロー侯爵を見み逃のがすなんて話になるのでは？」

「大だい丈じよう夫ぶだ。時間はかかったが、異国に派は遣けんしていた諜ちよう報ほう員がようやくバッファロー侯爵の謀む反ほんの証拠を摑つかんだ。それさえあれば、バッファロー侯爵の身柄を押さえられる。明日あしたには真実がわかるだろう。ここに来る前にバッファロー侯爵を捕とらえるよう指示を出してきたからな」

　二人の話を聞いていたハーバードが大きく頷いた。

「それは本当だ。ここに来る前、警察の仲間に連れん絡らくをとったら、バッファロー侯爵に逮たい捕ほ状じようが出たと言っていた。ヤードは大物貴族の逮捕で大騒ぎになっているらしい」

　こんな時に噓をつくハーバードではないと、兄であるシリウスはよく知っているはずだ。

　戸と惑まどうように緑の瞳が揺れていた。

「本当に……謝罪するのか？」

「ああ、誓ちかう。ハーバード・グレハム。証人になってくれ」

　アルフレイが目をやると、ハーバードが驚おどろいた表情になりつつも、彼らに近づいた。

「アルフレイ皇太子が、レオン・マッカルギーの家族と墓に謝罪すると誓ったのを見届けました。もし約束が破られた場合は、正式に王室に抗こう議ぎします」

　ハーバードとアルフレイが頷きあった。そして二人はシリウスに目を戻す。

「シリウス、お前もこの場を立ち去れ。お前がブラックバードに入ったのは、レオンの死の真相を隠そうとした王室のせいだ。お前は情状酌しやく量りようの余地がある。ここで立ち去ってくれたら、お前の事も追わない。実家に戻って、弟とこれからの事を話したらどうだ？」

　アルフレイの目はハーバードに向けられていた。これは彼の精いっぱいの恩情だと思った。

　シリウスがアルフレイとハーバードを交こう互ごに見て、やがて顔を俯うつむける。

「私は……」

　悩なやんでいるように見えた。もともとは親友の為に王室に反旗を翻ひるがえしたのだ。

　それが解決したのなら、彼が王室に刃は向むかう理由はなくなる。

（シリウスはきっと純じゆん粋すいなんだと思う。親友の為に一度は悪事に手を染めたけど、その親友の件で納なつ得とくがいく解決ができたら、きっと改心してくれるはず）

　息を吞のみながら、様子を窺うかがった。

「────だめだ」

　くぐもった声は下から聞こえた。目をやると、床に突っ伏したままのルイスだ。

「だめだ、だめだ、だめだ！　アルフレイの言う事なんか信じられるか！」

　それは一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　ルイスががばっと起き上がって、アルフレイに駆かけ寄った。

　アルフレイは一瞬眉根を寄せたが、その場を動かなかった。

　ルイスが振ふり上げた手には、銀色に光るナイフがあるというのに。

「危ない……！」

　ナイフを見たとたん、とっさに身体からだが動いていた。アルフレイは手を伸のばせば届くくらいのところにいる。彼を思いっきり突き飛ばして、そのまま一緒に床に倒たおれ込んだ。

「大丈夫か！」

　ハーバードが叫さけぶと、ルイスが再びナイフを振り上げた。

「よくも邪じや魔ましたな！　今度こそ！」

　わめいたルイスの手を、とっさにハーバードが摑む。そしてナイフを強ごう引いんに取り上げて、ルイスの頰ほおを殴なぐりつけた。ルイスがよろめいて、床に膝をつく。

「……アルフレイは殺す。そいつのせいで私は不幸なんだ。そいつのせいで……！　誰だれかっ、誰かいないのか！　敵だぞ！」

　あらん限りの大声でルイスが叫んだ。それを聞きつけたのか、数人の足音が集まってくるのに気付く。慌あわてて立ち上がって、アルフレイに目をやった。

「怪け我がはありませんか？……わざと刺さされる気でしたね？」

　小声で問うと、アルフレイは目をそらしたまま無言だった。どうやら図星をさされたようだ。

「ルイスに本当にすまないと思っていて、彼の気がすむようにさせようと思ったのかもしれませんけど、あなたを刺したらルイスの罪がまた重くなるんですよ」

　アルフレイがはっとしたように目を見開いた。

　同時に扉とびらが大きく開く。外から五、六人の男達が足音高く入ってきた。

　ルイスが殴られた頰を押さえながら立ち上がる。

「こいつら全員殺せ！」

　ルイスが命令を放つと、男達が一いつ斉せいにこちらに襲おそいかかってきた。







　ハーバードが襲いかかってきた男達の前に立ちはだかった。

　メアリはそんな彼に駆け寄ろうとしたが、アルフレイに手を握にぎられた。

「お前はここにいろ。邪魔だ」

　アルフレイが立ち上がって、腰こしに差していたサーベルを抜いた。

「下がっていてください、アルフレイ皇太子」

　ハーバードが敵の拳こぶしを避よけながら声を上げると、アルフレイが首を横に振った。

「お前一人では時間がかかるだろう。私は忙いそがしいんだ。さっさと片付けるぞ」

　サーベルを敵に向けて、アルフレイが呼吸を整える。そして襲いかかった敵をサーベルで軽くいなした。殺しはせず、しかし相手が動けない程度に傷を与あたえる剣けん術じゆつは、まるで優ゆう雅がなダンスを見ているようだった。そして素す手ででの殴り合いに長たけているハーバードも、相手を叩たたきのめす事に関しては負けていなかった。

　五、六人いた敵が床ゆかにひれ伏ふすまでそう時間はかからなかった。

「おのれ……！　おのれっ！」

　ヒステリックにわめくルイスを見て、ハーバードが戸惑うような目をアルフレイに向けた。

「彼はどうすれば？」

　アルフレイがサーベルを腰に戻した。そして一度口を真一文字に引き結ぶ。

「説得はした。それでも刃向かうなら敵だ。……ルビィの言う通り、これ以上自由にさせて罪をおかさせるくらいなら、ここで捕らえる」

　言葉を紡つむぐのは辛つらいのかもしれない。表情は変えていないが、拳がわずかに震ふるえている。

　まるで絵本に出てくる王子のように整った容姿を持つアルフレイ。そのせいかどこか人間味が薄うすいと感じていたが、今日の彼はいろんな顔を見せていた。その表情には、血の通った温かみがあった。

「承知しました」

　ハーバードも思うところはあるのかもしれない。

　何か言いたそうな顔をしたものの、口には出さずに頷うなずいた。そしてルイスに向き合う。

　ルイスは持っていたナイフを振り上げた。

「お前も殺してやる！」

　ハーバードがナイフを持ったルイスの腕うでをさっと摑んで、彼の腹に渾こん身しんの一発を入れた。

「うぐっ……！」

　呻うめいたルイスがすぐにぐったりとなる。ハーバードは彼の身体を支えて、床に寝ねかせた。

　アルフレイがしゃがみ込んで、気絶したルイスの頰に手を当てた。

「……ハーバード。さきほどは捕つかまえるといったが、ルイスはしばらく私が預かる事にする。ブラックバードから必ず引き離はなして、二度と騒さわぎは起こさせない。だから、ルイスの事は知らなかった事にしてくれ」

「それは命令ですか？」

「……いや、命令ではない。私からの頼たのみだ」

　アルフレイが苦く笑しようすると、ハーバードが肩かたを竦すくめる。

「では、きかないわけにはいきませんね。命令違い反はんをするのは慣れていますが、頼み事は断れないたちなもので」

　ハーバードは一つ息をついて表情を引き締しめ、壁かべ際ぎわに立つシリウスに目を向けた。

「兄さん……」

　シリウスは呆ぼう然ぜんとしていた。

　名前を呼ばれてようやく目の焦しよう点てんがあう。

「このまま逃にげてくれ。兄さんを捕まえたくない」

　ハーバードの言葉に、シリウスはしばらく無言だったが、やがて大きく息をつく。

　そして懐ふところから銃じゆうを取り出して、ハーバードに向けた。

「兄さん！」

　叫んだハーバードを見て、シリウスは苦笑する。そして銃口を自分の頭に向けた。

「──これだけの事をして、逃げようとは思わない。レオンが名めい誉よある死だったと王室が認めてくれるなら、目的は果たした。もう、何もかも終わりにしよう」

　静かな声だった。彼は本気でそう思っているとわかった。

「やめてくれ、兄さん！」

「ハーバード。……すまなかった」

　弟への謝罪を口にして、銃の引き金にかかった指が動こうとした。

「だめ！」

　その瞬間、身体が動いていた。引き金を引く前に彼に駆け寄って大きく足を振り上げ、銃を蹴けり落とす。シリウスの手から銃が離れた。

「兄さん！」

　ハーバードがすぐに走りよって、銃を遠くに蹴り、シリウスの両手を押さえた。

「すまない、兄さん！」

　言葉と同時に大きく腕を振り上げて、みぞおちに拳を入れる。

　小さく呻いて、シリウスが気を失った。

「よかった。間に合って……！」

　まだ心臓が苦しかった。あと一歩遅おそかったらシリウスはきっと引き金を引いていた。とっさの事だったので考えて行動したわけではなかったが、シリウスに怪我がなくてほっとした。

「ああ、ありがとう」

「礼はいいわ。ハーバード。……だって、わたしあなたに内ない緒しよにしていた事があるの」

　打ち明けるならいまだと思った。ハーバードが眉まゆ根ねを寄せる。

「怪かい盗とうルビィは予告状を出したら、必ず実行するのよ。だから、ごめんなさい」

　微笑ほほえむと、ハーバードがはっとした顔になって奥に続く扉に向かう。

　そして扉を開けて目を見開いた。

「宝物は？　ここに王室の宝物があったと言っていただろう！」

「王室から宝物は盗ぬすまれていない。よってルイスは罪をおかしていない。そうだな、ルビィ」

　にやりとしたアルフレイに頷いた。

　ハーバードには内緒だったが、シリウス達と対決していた間に、敵を引きつける為ために偽にせのルビィを演じたエリックが戻もどってくる手はずになっていた。

　そして隣となりの部屋の明かり取りの窓から侵しん入にゆうし、美術品をすべて頂く計画になっていたのだ。

　ハーバードに向かって、マントを翻ひるがえしてうやうやしくおじぎする。

「警察は呼んでおいたから、あとはよろしく。ハーバード、それではごきげんよう」

　声と同時に、煙えん幕まくが立ち上がった。同時に入り口の扉から、黒くろ装しよう束ぞくのエリックが入ってくる。

　煙けむりに紛まぎれて、ルイスを肩に担かついだアルフレイと、シリウスを担いだエリックと一いつ緒しよに、部屋をあとにした。
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　宮きゆう殿でんの温室にあるアルフレイの書しよ斎さいは、いつもの静けさに包まれていた。

　メアリは瞳ひとみと同じ紫むらさきのドレスをまとって、髪かみを一つにまとめて三つ編みにした姿で、アルフレイと向かいあう。センドリック学園でのシリウスとの対決から、数日が経たっていた。

「センドリック学園は、ルーク学園長が体調不良の為に学園長職を辞する事になった。もうすぐ新しい学園長が配属になるようだ」

「行方ゆくえ不明になっていた卒業生達は？」

「シリウスが彼らがいる場所を教えてくれた。ブラックバードの幹部に王室への不満を吹ふき込まれてかなり洗脳されているが、いまは彼らの隠かくれ家から連れ出して専門の医師達に治ち療りようさせている。時間がかかるだろうが、洗脳を解く事は可能だと医師が言っていた」

　それを聞いて、ほっと胸をなで下ろした。そして一番気になっていた事を口にする。

「……シリウスとルイスはどうなったんですか？」

「二人は私が所有しているロードンから少し離れた別べつ荘そうにいる。シリウスはまだ戸と惑まどいはあるようだが、おおむね捜そう査さに協力的だ。おかげでいままで謎なぞだったブラックバードの隠れ家や幹部達の名前が明らかになっている。これでブラックバードを潰つぶすのは時間の問題になった」

　アルフレイの声も表情も満足そうだ。彼は流りゆう暢ちように話を続けた。

「シリウスはしばらくは目の届くところで監かん視しするが、いずれもとの生活に戻れるようにしてやりたい。……だがルイスはなかなか手て強ごわい。こちらの話を聞こうともしないからな。あいつを改心させるのはかなり時間がかかりそうだ」

　困ったような表情を見て、思わずくすりと笑い声を漏もらした。

「時間はかかるけど、見捨てるつもりはないんでしょう？」

　アルフレイがふんっと鼻を鳴らした。

「一応、弟だからな。面めん倒どうは見るつもりだ」

　性格はひねくれまくっているが、やはり彼は情に厚くて家族思いだと思った。

「素す直なおじゃないですね」

　正直な気持ちを口にすると、アルフレイがむっとした顔になった。

「そんな事をいうなら、これは見せない」

　彼が手にしているのは、白い封ふう筒とうだ。思わず首を傾かしげる。

「それはなんですか？　手紙？」

「そうだ、お前の父、ゴードンからのな」

　思わず我が耳を疑った。慌あわてて机の向こうに座る彼に詰つめ寄る。

「本当ですか？　それ、ください！」

　手を出したが、アルフレイはにやりとして渡わたしてくれなかった。

「見たいのか？」

「もちろんです。すごーく見たいです！　すぐに見たいですっ」

「では〝アルフレイ皇太子様。この貧相な胸を持つまったく女らしくないわたくしめに、手紙を見せてください〟と言え」

　にやにやされて、思わず顔を引きつらせた。

「……どうしてそう性格が悪いんですか。その口の悪ささえなかったら……いえ、とりあえず黙だまってさえいてくれたら、最高の王子様なのに！」

「黙っていたら、勘かん違ちがいした女が寄ってきて面倒だ。この性格を変えるつもりはない」

　にっこり笑ったアルフレイに、やはり笑えみを返した。半ばやけっぱちに口を大きく開ける。

「父様からの手紙を見られるなら、喜んでその言葉を言いましょう。〝アルフレイ皇太子様。この貧相な……」

　アルフレイがつまらなそうに、手を振ふった。

「いや、言わなくていい。困っている顔を見るのが面おも白しろいのに、そうやって笑顔で言われたらつまらない。ほら」

　アルフレイが仕方なさそうに手紙を差し出した。彼の性格ならきっとそう言うと思ってわざと笑みを見せたのだが、思おも惑わく通りにいったと心の中でほくそ笑む。

　慌てて手紙を受け取って、封を開けて目を通した。




『親愛なる娘むすめ、メアリへ

　久しぶりだ。元気だっただろうか。ずっと連れん絡らくができなくてすまなかった。

　身の危険を感じて母さんと国外に逃にげたが、緊きん急きゆう事態だったのでお前を連れて行けなかった。

　母上がいるから大だい丈じよう夫ぶだとは思っていたが、ずっとお前の心配をしていたよ。

　アルフレイ皇太子から、お前の活かつ躍やくは聞いた。お前のおかげで身の安全が確保されたとも。

　ありがとう。

　これで母さんと一緒にイングテッド国に帰れる。

　アルフレイ皇太子から受けた命令も遂すい行こうしたから、準備ができ次し第だい戻るよ。

　彼はとても人使いが荒あらいから、逃げている間も仕事漬づけだった。帰ったら今度こそ休めそうだ。会えるのを楽しみにしている。一緒にエリックの紅茶を楽しもう。


父、ゴードン』






　それは間違いなく、父の字だった。やはり父は生きていたと嬉うれしくて泣き出しそうになりつつも、ある一点が気になって泣くに泣けなかった。

「…………アルフレイ皇太子から受けた命令ってなんですか!?　というか、さっきから不思議だったんですけど、どうしてアルフレイ皇太子が父からの手紙を預かっているんですか？」

　何だかすごく嫌いやな予感がした。この手紙から読み取るに、父は国外にいる間もアルフレイからの命令を遂行していて、仕事漬けだったらしい。

　つまり、アルフレイは父が国外に逃げていたのを知っていた事になる。

　アルフレイは顔色一つ変えていなかった。

「おや、言わなかったか？　ゴードンは国外にいる間、バッファロー侯こう爵しやくと親しい異国の王族を調べていたんだ。シリウス達と対決した時に話しただろう。彼はこりずに今度は異国の王族を味方に引き入れ、派手に宣戦布告しようとしていると情報が入ったと」

　確かにセンドリック学園の学園長室に現れたアルフレイは、シリウスにそう言った。

「すでに戦争準備にとりかかっているらしい。異国の王族と繫つながっているという動かぬ証しよう拠こが手に入った、とあの時言ったが、その証拠を異国に渡って捜さがしていたのはゴードンだ」

「はぁぁぁぁ？　なんですって!?」

　すっとんきょうな声を上げると、アルフレイがうるさそうに耳を塞ふさぐ真似まねをした。

「ゴードンから証拠を手に入れたと連絡があったから、それならバッファロー侯爵の身み柄がらを押さえていままで内密にしてきた彼の罪も明らかにできると行動に移した。それにしてもさすがゴードンだ。見習いの金きん髪ぱつ娘よりはるかに仕事ができる。帰って来てもこきつかってやろう」

　アルフレイの顔はしごく満足げだった。

「ちょっと待ってください！　父様に異国の王族を探さぐれと命令を出していたのなら、父様が生きている事を知っていたという事になりますよね!?　でもルイスの事件の時に、父様が生きているとは知らなかったような口ぶりと態度で……」

　その時の事を思い出す。死んだはずの父が生きているかもしれないと言ったら、どんな手を使っても助け出したいと言ってくれた。

　アルフレイがものすごく意地の悪い笑みを浮うかべた。

「馬ば鹿かだな。ゴードンが生きているのはトップシークレットだ。たとえ娘でも教えるわけにはいかない。だから死んだと思っている芝しば居いをしたんだ。シリウスがブラックバードに入ったというのも、本当はゴードンから知らされていた」

　驚おどろきすぎて開いた口が塞がらなかった。

「だけど、わたしがシリウスの事を報告した時にすっごく驚いたような顔をして……」

「だからそれは芝居だ。シリウスに見つかると今度こそ命が危ないとゴードンが言うから、シリウスの居場所を見付けて捕つかまえるまで国外にいろと私が命じたんだ。その間もゴードンと連絡はとっていた。……迫はく真しんの演技だっただろう。お前は本当に騙だまされやすいな」

　くっくっくっと笑われて、頭にかあっと血が上った。

「し、信じられない！　どうしてそう性格が最悪なの！」

「嬉しい褒ほめ言葉だ。どうもお前は私が口ほど心根は悪くないなんて思っているそぶりがあるから、真実の姿を知ってもらえてよかった」

　心からの笑みを見せたアルフレイに顔が引きつった。

（だめだ……。この人に何を言っても、きっとまともには通じないわ）

　がっくりと項うな垂だれたものの、父が帰ってこられるのは何よりの朗報だ。

　何とか気を取り直して背筋を伸のばすと、アルフレイがゆっくりと立ち上がった。

　そして机の中から一枚の紙を取り出す。

「さて、お前を呼んだ本題に入ろう。お前が今回盗ぬすんできた宝物で、ルイスが王室から盗んだすべての宝物を取り戻もどせた。お前はいらないと言っていたが、約束は約束だ。お前を女伯はく爵しやくと認める特許状を用意した。これをお前に授さずけよう」

　イングテッド国の王室の紋もん章しようが箔はく押しされた厚めの紙には、確かに自分の名前と女伯爵だと認める内容の記述がある。女王陛下のサインと王室の印まで押されている正式な書類だった。

　特許状が喉のどから手が出るほど欲しかった。領民と領地を守る為ために、どうしても必要なものだ。

　これさえあれば、シャーロットも病気の身体からだをおして領主の仕事をする必要がなくなる。

　だけど……と心の中で呟つぶやいた。

「ありがとうございます。……でも、やっぱり特許状はいりません」

　目を伏ふせると、アルフレイが眉まゆ根ねを寄せた。

「私が謝罪するなら特許状はいらないと言っていたが、これはお前がルビィとして王室の仕事をやり遂とげた事に対する正当な報ほう酬しゆうだ。堂々と受け取っていい。あんなに欲しがっていただろう。怪かい盗とうルビィとして行動すると決めたのも、この特許状が欲しかったからだろう？」

「そうです。だけどわたしの一番の目的は領民達が安心して暮らせるように領地を守る事です。その為に自分が領主になるのが一番だと思ってました。ですがもうすぐ本来の領主である父が帰ってくる。父はわたしの目から見ても、領民の事を一番に考える立派な領主です」

　領民達はみんな父を尊敬していた。父は貴族だが偉えらぶる事もなく領民達に声をかけ、時には農作物の手入れや収しゆう穫かくなどの手伝いまでしていた。

「父はわたしよりずっとうまく領地を治めるでしょう。ルビィとしての仕事も父の方が優ゆう秀しゆうなはず。父が帰ってくるのなら、わたしが女伯爵になる必要はなくなります。それに……」

　顔を曇くもらせた。ずっと心の中にあった心配事を口にする。

「怪盗ルビィがわたしだと、ハーバードに知られました。彼は幼なじみだからといって、犯罪者を見み逃のがしたりしません」

　正義感が強いハーバード。秘密が知られて事情を話した時、彼はこう言った。

〝どんな理由があろうとも、お前がやった事は犯罪だ〟と。

「特許状はいらないので、願いを聞いてください。捕まっても決して王室とルビィの関係は話しません。わたしがすべての罪を背負うので、おばあさまやエリック、そしてヒューストン家は罪に問われないようにしてほしいんです」

　祈いのるように両手を組んだ。本当は捕まるのが怖こわくて仕方ない。暗い牢ろうにいれられて、二度と外に出てこられないかもしれない。悪くすれば処しよ刑けいされる事だってある。

　だけど、自分はどんな目にあっても耐たえてみせると思った。

「わたしは怪盗ルビィとして罪をおかしました。償つぐないから逃げようとは思いません。だけど、大切な家族を守りたいんです。みんなを巻き込みたくない……！　だから、お願いです！」

　深々と頭を下げた。しばらくそのままでいると、頭の上でため息をつく気配がした。

「お前は半人前だが、よくやった。シャーロットとお前のおかげで、ルイスの罪をなかった事にできる。お前の父親が摑つかんできた証拠のおかげでバッファロー侯爵の謀む反ほんを事前に止められた。お前達ヒューストン家はいつも命を賭かけて王室に尽つくしてくれた」

　顔を上げると、アルフレイは珍めずらしく優やさしい表情をしていた。

「お前達が命を賭けて尽くしてくれたように、私もお前を救う為に尽じん力りよくしよう。……入れ」

　最後の言葉は入り口の扉とびらに向かってだ。

　戸と惑まどっていると、扉がゆっくり開いて、顔を見せた人物がいた。

「ハーバード……！」

　入ってきたのはフロックコートに身を包んだハーバードだ。彼は無言のまま近づいてくる。

「どうしてここに？」

　目を瞬またたかせると、ハーバードが一度息をついてから、アルフレイに目を向けた。

「アルフレイ皇太子に呼び出された」

　声は憮ぶ然ぜんとしていた。アルフレイが頷うなずいて、こちらに目を向ける。

「彼に取引を持ちかけた。王室が持つ犯罪者の極ごく秘ひ情報と引き替かえに、怪盗ルビィの正体を忘れてくれと」

　アルフレイがまさか、自分を助ける為にそんな条件を出すとは思ってもいなかった。

　思わず目を見開いたものの、すぐに小さく首を横に振ふる。

「でも、ハーバードがそんな事を受け入れるはず……」

　彼がそんな取引条件を吞のむとは思えなかった。しかしアルフレイは自信満々な表情だ。

「確かにまだ返事はもらっていないが、かなりいい条件だと思うぞ。なにしろ、警察がここ十年追っている重犯罪者の情報を王室はかなり持っている。その重犯罪者達を捕まえられたら、イングテッド国の犯罪率はそうとう減少するだろう。そうだな、ハーバード」

「……確かに」

　ハーバードが小さく頷いた。アルフレイが鋭するどい声を発する。

「では、返事をきかせてくれ。もし断るなら、王室としてもそれなりの対応をする。ヒューストン家は代々王室の秘密の仕事を引き受けてきた。彼らのおかげで、イングテッド国は長い間戦争も起こらず平和だったと言っていい。この国が危険な時に命を賭けて守ってくれたんだ。彼らが危険な時は、王室が全面的に援えん護ごする」

　正体を知られたら、見捨てると言われていた。自分もそれが当然だと思っていた。

（やっぱり、口ほど心根は悪くないじゃないのよ……！）

　涙なみだが出そうだった。アルフレイのひねくれた優しさが嬉うれしくて。

　ハーバードはしばらく無言だったが、やがてこちらに目を向けて、ため息をついた。

「……怪盗ルビィは、王室から盗まれたものを取り戻していただけで、そのあと取り戻したものを買い取った分にあたる金額が何らかの形で相手に渡わたるようになっているのも調べてあります。厳密に盗みを働いたとは言えない……かもしれない」

　ハーバードが腕うで組ぐみしてやや首を捻ひねった。

「あまり納なつ得とくはできないが、怪盗ルビィを捕まえるよりも、重犯罪者の情報をもらう方が警察としてはありがたい。……俺はこの仕事が天職だと思っています。兄を見付ける為に警察に入りましたが、仕事を続けて犯罪を減らしたいと思っています。それには、その情報が欲しい」

　ハーバードの声は戸惑いもあったが、こちらに向けた目には強い意志の光があった。

「ただし、条件があります。……メアリ。二度と怪盗ルビィにはならないと誓ちかえ。ルイスが盗んだ物は全部取り戻したと聞いたぞ。だったら怪盗ルビィを続ける理由はないはずだ。お前が二度と怪盗ルビィにはならないと誓えば、今回は見逃す。それが俺の答えだ」

　ハーバードがわずかに微笑ほほえんで、頭にぽんっと手を置いた。

「それに……俺はお前を捕まえたくない。これが本音でもある。たとえそれで自分の正義を曲げる事になったとしても、悔くいはない」

　ハーバードの手がゆっくりと頭を撫なでる。

　温かくて大きな手は、守ってやるとでも言っているかのようで、安心できた。

　彼の言葉が何より嬉しかった。ゆっくりと彼を見上げて、表情を引き締める。

　心はすでに決まっていた。

「────もう、怪盗ルビィは現れないわ。永遠に。ルビィとしては、ハーバードとお別れする事になるわね。では、ごきげんよう。ハーバード」

　マリアの声に切り替え、ドレスの裾すそを持って優ゆう雅がにおじぎした。

　それが、怪盗ルビィとしての最後の言葉になった。
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　天気がいい昼下がり。ヒューストン家のバラ園にある白いテーブルには、花はな柄がらのカップが置かれていた。メアリはカップから漂ただよう香かおりを胸いっぱいに吸い込む。

「アプリコットティーね。いい香り！」

　両手を合わせると、エリックが微笑んだ。

「正解です。焼きたてのスコーンとクッキー、ハムと玉子のサンドイッチもどうぞ」

　銀の三段のティースタンドに綺き麗れいに並べられたお菓か子しとサンドイッチに、目を輝かがやかせた。

「美味おいしそう……！　庭仕事で忙いそがしかったから、お腹なかが空いていたの」

　傍かたわらに立つエリックに目を向けた。そして居住まいを正す。

「ありがとう、エリック」

「おや、おやつと紅茶の事ぐらいで何を今いま更さら改まって」

「おやつと紅茶もありがたいけど、いままでいろいろと迷めい惑わくをかけてきたでしょ。短い間だったけど、怪かい盗とうルビィとして頑がん張ばれたのは、エリックのおかげだと思う。エリックがいなかったら、とても変装や声こわ色いろを変えたりなんてできなかった。支えてくれてありがとう」

　心からの気持ちだった。

　ハーバードともう怪盗ルビィとして行動しないと約束した事は、彼にも話していた。

「お嬢じよう様さまは、だめだめなところもありましたが、おおむね優ゆう秀しゆうな生徒でした。うっかりお嬢様が捕つかまると私も職を失いますので、その前に普ふ通つうの道を進むと決められたのなら、それはそれでよろしいかと思います。それと……」

　エリックが珍しくやや言いにくそうに口元に手を当てた。

「ハーバード様は、本当にお嬢様の秘密を漏もらさないと言われたのですか？」

「え？　ハ、ハーバード？」

　名前を聞いただけで、どきっとした。

　大変だった時はそうでもなかったが、落ち着いたいま名前を聞くと、彼を好きだと気付いた気持ちを思い出して、ぎゅっと胸が摑まれたように苦しくなる。

「えっと、ハーバードはアルフレイ皇太子の条件を吞んだから、わたしの秘密は内ない緒しよにしてくれるわ。心配しなくても大だい丈じよう夫ぶ」

　顔が赤くなったのが自分でもわかった。エリックに変に思われたくなくて、つい俯うつむいた。

　目だけをそっと上げると、エリックがこちらを見て、眉まゆ根ねを寄せていた。

　彼はしばらく考え込むように目を伏ふせて、やがてふっと笑った。

「……お嬢様が幸せになれるのなら、私はそれで……」

「え？　何か言った？」

「いいえ。何でもありません」

　一いつ瞬しゆん、エリックが辛つらそうな表情になった気がしたが、よく見るといつものすました顔だった。

「本当に何も言わなかったの？」

「ええ。これからもこうしてずっとお嬢様のめちゃめちゃにしたキッチンの後始末とか、泥どろだらけになったお嬢様の服の洗せん濯たくとか、葉物野菜が苦手なお嬢様の食事の世話とか、大変な事ばかりを安月給でやっていかなくてはと思うと、ため息が出るという事以外は何も」

　にっこり笑われて、思わず首を竦すくめた。

「うっ、ごめんなさい……」

「わかったのなら、今度からは後片付けもきちんとしてくださいね」

「はーい。……あっ、そういえばずっと聞きたかったんだけど、エリックってバッファロー侯こう爵しやくに王室に盗ぬすみに入れって依い頼らいされて父様に捕まったって言ってたでしょ。それって、つまり、昔エリックは……」

　彼の過去はいったいどんなものなのか。今日こそ聞き出そうとした時、カンカンカン！　と来客を告げる鐘かねが鳴った。

「ああ、お客様ですね。お出で迎むかえしなければ！」

　エリックがわざとらしく声を上げて、門の方へ走っていく。

「あ、ちょっと待ってよ。今日こそ、話を……」

　慌あわてて立ち上がろうとしたが、エリックの背中はもう見えなくなっていた。

「もう、またごまかされた……！」

　椅い子すに座り直して、カップを持った。口に運ぶと、優やさしい味が口の中いっぱいに広がる。

　エリックの紅茶は香り高くて優しい甘さで、とても幸せな味だった。

「美味しいな」

　大好きなバラ園でこうして紅茶を飲むのは、もう無理だと思っていた。

　怪盗ルビィとして捕まったら、屋や敷しきには戻もどれないと覚かく悟ごを決めていた。

　しかしいろんな人に助けられて、いまここにいる。

　そしてもうすぐ、大好きな両親も戻ってくる事になっていた。

「幸せだ……」

「それはよかったな」

　声をかけられて、びくっとした。

　慌てて振ふり返ると、ハーバードが白い箱を片手に立っている。

「いつものように母からの届け物だ。お前の好きなフルーツケーキ」

「あ、ありがとう」

　立ち上がって礼を言うと、エリックがさっとハーバードから箱を受け取った。

「紅茶とケーキの準備をして参ります。ハーバード様、しばらくお待ちください」

　エリックが箱を持って屋敷へと戻っていく。二人だけになって、辺りに沈ちん黙もくが流れた。

「あ、ハーバード。どうぞ」

　正面の椅子を促うながすと、ハーバードが深く腰こし掛かける。

　そんな姿はいつも通りなのに、今日は何だかいつもと違ちがった。

（どうしよう。好きだって自覚してから、いろいろあって大変だったからいままで普通にしていられたけど、改めてハーバードと向き合うと何をどう話していいのかわからないわ）

　胸のどきどきは最高潮に達している。

　心臓の音があまりに大きすぎて、彼に聞こえてしまうのではと焦あせった。

「……いい天気だな」

「そうね、いい天気ね」

　せっかく話しかけてくれたのに、そんな返事しかできない自分が情けなかった。

「そういえば、お前に教えようと思っていた事があったんだ。お前……いや、メリルは家庭の事情で突とつ然ぜん退学したとクラスのみんなは伝えられていたようだが」

　何とか気持ちを落ち着かせて、ようやく顔を上げる。吸い込まれそうな緑の瞳ひとみに見つめられると、息をするのすら辛かった。何とか平静を装よそおって口を開く。

「ええ。急にいなくなったらみんな不ふ審しんがるだろうから、アルフレイ皇太子がそういう理由をつけて退学した事にしようと仰おつしやって」

　アルフレイにしては細やかな心こころ遣づかいだった。

　短い間だったが、学園に通えたのはいい思い出だ。ハーバードが苦く笑しようする。

「それが、ジョシーとクラスメート達がメリルが退学したのはハウゼンとラテがいじめたからだと教師達に訴うつたえて。ハウゼン達はいままでも下級生をいじめていたようで、それをきっかけに彼らを訴える生徒達が続出して、さすがに教師達も無視できなくなったようだ。彼らは監督生プリーフエクトの地位を剝はく奪だつされて、懲ちよう罰ばつ房ぼう行きになった」

　驚おどろいて目を丸くした。いままでハウゼン達の親が払はらう莫ばく大だいな寄付金のせいで黙だまっていた教師達もようやく重い腰こしを上げたようだ。ハーバードが微笑ほほえんだ。

「荷物を引き上げに学園に行ったら、ジョシーに会った。ハウゼン達が裸はだかで塔とうにつるした事を渋しぶ々しぶだが謝罪してきたと言っていたよ。それと、メリルにお別れを言えなかったと悔くやんでいた。だからメリルに会う用事があると言ったら、ずっと友達だよと伝えてくれと言われた」

　ジョシーがくったくなく笑う顔が頭に浮うかんだ。

「ジョシー……。噓うそをついていてごめんなさい。でも、ジョシーとの友情は噓じゃないわ」

　心からの気持ちだった。ジョシーとクラスメート達が自分の事を心配してハウゼン達を教師に訴えてくれたというのは、何より嬉うれしい話だ。

「また会えるといいけど。でもその時はぜんぜん顔が違うから気付いてもらえないだろうな」

　寂さびしいが、心の中はすがすがしかった。ハウゼン達がいなくなれば、ジョシー達の学園生活もずっと楽しくなるだろう。自分の分まで充じゆう実じつした学園生活を送ってほしいと思った。

　ハーバードが小さく頷うなずいた。そしてやや前のめりになる。

「そうだな。……ところで話は変わるが、ゴードン伯はく爵しやくが帰ってこられるとアルフレイ皇太子から聞いた。いつになりそうだ？」

　ハーバードはシリウスの事を心配して、温室にあるアルフレイの書しよ斎さいをたびたび訪おとずれているようだった。きっとその時にその話を聞いたのだろう。

「五日後よ。船で戻ってくるみたい。おばあさまも明日あした領地から帰ってくるから、一いつ緒しよに港に迎むかえに行くの。父様と母様に会えるなんて夢のようよ。……ハーバード、ありがとう」

「どうして俺に礼を言う。俺は何もしていないぞ」

「ううん。父様達とまた会えるのは、ハーバードがシリウスとわたしの両親が生きている可能性があるって言って、諦あきらめずに捜そう査さしていてくれたおかげだと思うの。あなたからその話を聞かなかったら、わたしはいまでも両親は死んだと思っていたわ」

　ハーバードが、ややむっとした顔になる。

「その話をしたのは、マリアにだ。マリアがメアリだったなんて……。俺とした事がすっかり騙だまされた」

　珍めずらしくぼやくような口調だった。それを聞いて、自分もむっとした顔になる。

「騙していてごめんなさい。でもマリアに対する態度はわたしに対するものとぜんぜん違っていたわ。大人の女性には、あんなふうな態度をとるのね。わたしの事はどうせ子どもだと思ってるんでしょ」

　ついなじるような口調になった。

　ハーバードは何の事を言っているのかすぐにわかったらしく、ばつが悪い顔になった。

「……どちらも大切な女性には違いないさ」

　それはシリウスと対決した時にも口にした言葉だった。彼がどういう気持ちでそう言うのか、とても気になった。躊ちゆう躇ちよしたものの、何とか勇気を振り絞しぼる。

「大切って、どういう意味で……？」

　小声で問いかけると、ハーバードはわずかに微笑んだ。

「その話の前に、一つ聞きたい事がある。メアリ、ゴードン伯爵が帰って来られるなら、うちの父親と一緒に願い出れば婚こん約やく誓せい約やく書を破は棄きできる。……お前には幸せになってほしい。意に染まない結婚はしてほしくない。お前が嫌いやだったら破棄するよう計らってもらうが」

　婚約誓約書は正式な書類で王室に保管されているが、それを願い出た父親同士が連名で破棄すると申しん請せいすれば、了りよう承しようされるはずだった。

　父が亡なくなっていたら難しかったが、生きていて帰ってくるなら、破棄するのは可能だ。

（ハーバードの事は好き。この気持ちを彼に聞いてほしい。彼と結婚するなんて想像は付かないけど、ずっと一緒にいられるのなら、婚約だって嫌じゃないわ。だけど……）

　彼は子どもの頃ころから知っている幼なじみだ。いきなり好きだと言って嫌きらわれたらどうしようと悩なやむ。そんな事になったら、きっとこんなふうに楽しくお茶会もできなくなるだろう。

　関係が壊こわれるのが怖こわかった。

　彼と恋こい人びとにはなれなくても、一緒にいられればいいのではないかと囁ささやく自分がいる。

　だけど……とハーバードにこっそり目を向けた。

（ハーバードはマリアもわたしも〝どちらも大切な女性〟って言ってくれたわ。それも二回も。それが本当だったらハーバードも少しはわたしに興味を持ってくれているのかも）

　もしかしたら、本当にもしかしたらだが、彼も自分と同じように一歩を踏ふみ出して関係が壊れてしまうのを恐おそれているのかもしれないと思った。

　どうしたらいいかと、そればかりがぐるぐる頭を巡めぐる。

　嫌われたらどうしようと不安でいっぱいだが、そんな自分を心が一いつ喝かつした。

（好きだと気付いた以上、黙ってちゃいけないと思う。あたって砕くだけるかもしれないけど、でも行動しないで後こう悔かいするよりはずっとまし！）

　そう決めたものの、やはり行動に移すのはかなりの勇気がいった。

　自分を勇気づける為ために、ハーバードがテーブルに置いた腕うでの袖そでをわずかにつまむ。

　彼が嫌がっていないようだという態度を見て、ようやく決心がついた。

　きっと〝マリア〟だったら、堂々とハーバードの腕に自分の腕を絡からませるぐらいはするだろうが、いまの自分にはこれが精いっぱいだ。

「……婚約は、嫌じゃないって、言ったら……どうする？」

　途と切ぎれ途切れだが、勇気を振り絞った。ハーバードの表情が一いつ瞬しゆん固まる。

（ああ！　やっぱり言わなきゃよかったかも……！）

　告白されて、彼が困った顔をするのだけは見たくなかった。

　心臓が止まりそうなほどびくっとしたが、ハーバードの顔がすぐに破顔したのを見て、自分の思い違いだと悟さとった。

　ハーバードが袖を摑つかんでいた手をそっと握にぎった。彼の大きな手から温かさが伝わってくる。

「だったら、これから二人で婚約者のまねごとをするか。一緒に出かけて悩みを相談し合って、お互たがいすべてを受け入れあうんだ。……だからもう俺に噓はつくなよ」

　ハーバードがあいている手で、そっと頰ほおを触さわった。

「メアリ。ずっとそばにいるから、もう黙って危険な事はしないでくれ。お前は俺の大切な婚約者だ。改めて言うのは少しばかり恥はずかしいが、聞いてくれ。────お前が好きだ。誰だれよりも大切で、ずっと守りたいと思っている。だから俺の腕から逃にげ出さないでくれ」

　真しん摯しな眼まな差ざしと言葉に、嬉しくて涙なみだが出そうになった。

「わたしはメアリ。もうルビィじゃないから、ハーバードの腕から逃げたりしないわ。ずっと一緒にいてね」

　微笑むと、彼の形のいい唇くちびるが近づいてきた。

　心臓が飛び出しそうになりつつも、目を瞑つぶる。

　唇に優やさしいキスが落とされた。

　これから始まる二人だけの物語に、もう秘密は作らない。

　幸せな気分に浸ひたりながら、メアリはそう思った。
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　こんにちは。伊い藤とうたつきです。

『イングテッドの怪かい盗とう令れい嬢じよう　婚こん約やくと罠わなと男子校!?』をお送りしました。

　パブリックスクールを舞ぶ台たいにしたお話が書きたい！　とずっと思っていたのでうきうきしながらお話作りをしました。全ぜん寮りよう制せいの男子校に監督生プリーフエクトにと、書きたかった物をいっぱい詰つめ込んで書けたので大満足です。

　男子校で奮ふん闘とうするメアリの活かつ躍やくを楽しんで読んで頂けると嬉うれしいです。







　私わたくし事ごとになりますが、二〇一六年の四月に起こった熊本地じ震しんで被ひ災さいしました。

　大きな地震が二度も続けて起こり、二度とも子どもを抱かかえて家から外に逃にげ、それからしばらくは車での避ひ難なん生活を余よ儀ぎなくされました。

　ちょうど『イングテッドの怪盗令嬢』の一巻の校正を行っていた時期で、チェックした校正刷りを編集部に送る必要があったのに、地震の影えい響きようで宅配便の業者がどこも動いていなくて校正刷りが送れず、このままだと発売日に間に合わないと真っ青になったり。

　担当さんと相談しようと電話をしても、災害時だったせいかなかなか電話が繫つながらなかったりと、いつもと違ちがう状じよう況きようで右往左往しました。なんとか担当さんと連れん絡らくをとって対策を練り、どうにか予定通り一巻を発売できてとても嬉しかったです。

　その後も余よ震しんが続き、スーパーは閉店していて買い物もできず、断水していたので水も満足に手に入らない生活で、どうしようと不安な毎日でした。

　そんな中、県外の方達から支し援えん物資などを頂き、それらを配給してもらって何とか生活ができました。

　支援物資や義ぎ援えん金きんを送ってくださった方々、そしてボランティアにきてくださった大勢の方々にこの場を借りてお礼を申し上げます。

　ありがとうございました！




　復興に至るにはまだまだ長い道のりになりそうです。

　自宅も損そん傷しようがひどく、補修費用もかなりかかりそうなので頭を悩なやませています。

　以前と同じ生活をするには時間がかかりそうですが、一歩ずつ前に進んでいこうと思います。

　これからも熊本を応援してくださると嬉しいです。







　イラストを描かいてくださったあき様。

　とても可愛かわいらしいイラストをありがとうございました！

　いつ見てもうっとりするぐらい綺き麗れいで見とれてしまいます。




　熊本地震のせいで、担当様や制作様ならびに関係者の皆みな様には、大変ご迷惑とご心配をおかけしました。

　あの状況で予定通り一巻が発売できたのは皆様のおかげです。

　非常時だったので、対応がとても大変だったと思います。

　どうしても発売日に出したいという思いに応こたえてくださって、ありがとうございました！




　読んでくださった方々には最大級の感謝を捧ささげます。

　怪盗ものを書きたくて始めたお話で、自分としてはとても楽しく書けました。

　皆様にもどうかこの気持ちが伝わりますように。

　それでは、またお会いできる事を願って。
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